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　窓の外で砂さ塵じんが舞まっていた。

　砂すな埃ぼこりによって遮さえぎられた視界が教えてくれるのは、激しい嵐あらしの襲しゆ来うらいだ。

　豪ごう風ふうがガタガタと窓を揺ゆらすものの、しかし外の音は聞こえてこない。

　過か酷こくな環かん境きようの中に建てられた、ディスディア帝てい国こくの皇こう宮きゆうは、建物内に砂が入らないように設計・建造されている。当然、外がい壁へきから内ない壁へきに至るまで、微み塵じんの隙すき間まも存在しておらず──部屋の内と外とでは、ほとんどの音が遮しや断だんされていて。

　だからこそ、その叫さけびが部屋の外に漏もれ聞こえる事はなかった。

「──どういう事ですか、父上！」

　ディスディア帝国第四皇子、アルフォンスは詰つめ寄よる。

　場所は皇こう帝ていの執しつ務む室しつ。相手は、執務机づくえの椅い子すに座したままでいる皇帝。

　バラム・ダイ・アロン・ディスディアだ。しかし、

「………………………………」

　バラムは何も答えなかった。それどころか、こちらと眼めを合わせようとさえしない。

　だから問う。もう一度、明確な言葉で、

「何な故ぜです……どうして会談の結果を無視して、独断で彷徨さまよいの森へ侵しん攻こうしたのです！」

　暁あか月つきとリスティ達たちとの試合後。辺境を視察していたアルフォンスは、訪問先でこの事態の報しらせを受けた。魔ま族ぞくの国ゲイルペインが、ディスディアに宣戦布告をしたと。

　そして──その裏にディスディアの独断による、彷徨いの森への侵攻があったと。

　その報せを聞いたアルフォンスは、俄にわかに事態を信じられなかった。シェルフィードで行われたあの四カ国会談は、非公式とはいえ、各国の王が集って開かれた正式なものだ。

　あの場で議論の末、各国の同意を経へて至った結論には、国際的な拘こう束そく力りよくがある。

　そして暁月は、確かに力を示してみせたのだ。そして、国際世論まで味方に付けた。

　よってアレイザードは、これから対ゲイルペイン監かん視し部隊壊かい滅めつについての、再調査へ向けて動き出すところだったのだ。それを無視してディスディアだけで侵攻を行えば、国外からの批判は避さけられない。国内にも不ふ信しんや不安を生むだろう。魔族に対して恐おそれや憎ぞう悪おを抱いだきながら、それでも戦争を望んでいない民たみは少なくないのだから。

　さらに問題なのは、侵攻が行われたのが監視部隊壊滅の再調査前だったという事だ。

　このタイミングでは、改めて調べれば、監視部隊を壊滅させたのはディスディアの仕し業わざだったと露ろ見けんする──そうした事態を恐れたかのようではないか。

　だが、アルフォンスは思う。それは紛まぎれもなく濡ぬれ衣ぎぬだと。

　現場から自分の所へ上がって来ている調査結果は、確かに信しん頼らいできるものだった。

　……しかし、その調査を私に命じたのは……。

　アルフォンスは見る。眼の前で無言を貫つらぬいたままの父バラムを。

　だから、自分は聞かなくてはならない。バラムの口から直接、発せられる言葉を。

「……一部の民衆の間では、監視部隊の壊滅について、軍事国家である我わが国くにが、戦争特とく需じゆを得るために行った自作自演だとする風説が流れていると聞きます」

　アルフォンスは信じたくない口調で問う。どうか否定して欲ほしいと願いながら。

「父上……まさか、監視部隊の壊滅の件は、父上が命じられたものだったのですか」

「…………いいや違ちがう」

　そう言って、バラムは自分の関かん与よを否定した。

　だが、それはアルフォンスが望んだものではない。こちらと眼を合わさぬままの、言葉だけの否定が欲しい訳ではないのだ。だから、自然と語気が荒あらくなる。

「ならば、なぜ侵攻をしたのですっ!?　確かに軍事同盟が有効な以上、最終的にシェルフィードやアレクラスタは、こちらの要よう請せいに従い共に戦ってくれるでしょう。しかし二国を巻き込む形で戦せん端たんが開かれた以上、この戦争の責任は全すべて我がディスディアが負う事になります。あの会談はゲイルペインと我々との和平──即すなわち、アレイザードの平和を名目にして行われたもの。それを無視した以上、我が国は、非常に厳しい立場へ追いやられる事になる。その事を、お解わかりになっているんですか!?」

　一気にまくし立てたアルフォンスに、しかしバラムは呟つぶやく口調で、

「厳しい立場、か……」

　そう言って、初めてアルフォンスと視線を合わせる。

「──お前は、何も解っていない」

「解っていますよ、充じゆ分うぶんに……父上の選せん択たくが、誤りだという事は！」

　乱暴に言葉を叩き付けて踵きびすを返すアルフォンスに、背後からバラムの問とい掛かけが来る。

「どこへ行くつもりだ」

「シェルフィードです。我が国の兵ならば、私の命令でも止まるでしょう。ですがゲイルペインと、アカツキ殿どのはそうはいかない。もしまだゲイルペインを止められるとしたら、それはアカツキ殿と懇こん意いな、リスティ女王以外ありえません」

「そうか……ならば、止やむを得えんな」

　バラムがそう言った次の瞬しゆ間んかん──執務室の扉とびらが、外から開け放たれた。

　そしてあっという間に幾いく人にんもの兵士達が室内へとなだれ込んでくる。

　インベリアルナイト。バラム直属の近この衛え兵へい達たちだ。

　周囲を完全に包囲されたアルフォンスは、

「……これはどういう事ですか、父上？」

「見ての通りだ。そして、お前の想像している通りでもある」

　とバラム。

「事態は既すでに動き出しているのだ。お前がしようとしている事は、国をいたずらに窮きゆ地うちに陥おとしいれかねない。現時点をもって国務長の任を解き、私の別命があるまでお前を拘こう束そくする」

「何を馬ば鹿かな……国を窮地に追いやろうとしているのは、父上の方ではないですか！」

　アルフォンスは、バラムへと詰め寄ろうとして、しかしそれは叶かなわない。

　近衛兵の一人が、アルフォンスとバラムの間に立たち塞ふさがったからだ。そして別の兵が、アルフォンスを拘束して。それを見たバラムは、静かに告げる。短く一言。

「連れて行け」

「こんなのは間ま違ちがっている……考え直して下さい父上！」

　兵士達に執務室の外へと連行されながら、アルフォンスは首から上だけで振り返った。

　閉まってゆく扉の隙間から、その向こうに居るバラムへ呼び掛ける。

「まだ間に合う──お願いだ、父さんっ！」

　だが、アルフォンスの悲痛な叫びが届く事はなくて。

　重い音を立てて、執務室の扉が完全に閉ざされた。
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「まだ間に合う、か……」

　静まり返った執務室で、バラムは一人呟いた。

　そして、アルフォンスが発した言葉の意味を想おもう。

　だがその上で、それでもバラムは確信する。自分の選択は間違ってはいないと。

「確かに、今ならまだ間に合うのだ……だから、もう後あと戻もどりなど出来やしない」

　一息。

「我々も──そしてこのアレイザードも」
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　戦場を、衝しよ撃うげきが駆かけ抜ぬけた。

　大地を抉えぐり、立ち塞がる全てを薙なぎ払はらうそれは、暁月の黒の魔ま剣けんが生んだ衝しよ撃うげ波きはだ。

　振ふり下おろされた渾こん身しんの一いち撃げき。放たれた衝撃は放射状に広がり、『彷徨いの森』周辺の平原に展開していたディスディア軍──その尖せん兵ぺい達たちを吹ふき飛とばす。

　しかし、それでもディスディア軍は下がらない。

「怯むなっ！　剣けん士し隊たいの第二陣じんは突とつ撃げき！　戦車隊、撃うてえ──っ！」

　前線を指揮する若い師団長の号令に対し、応じるように連続して轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。

　ディスディアが誇ほこる戦車隊。装そう甲こうを有する鋼鉄の獣けものが、次々に咆ほう哮こうを上げる。だが、

「そんなもので──今の俺おれをどうにかできると思ってんのか！」

　一いつ斉せいに迫せまり来る高速の砲ほう弾だんへ、ぶつけるように暁月の叫びが放たれた。

　避けようと思えば、避けられた。両断する事も、それこそ受け止める事もできた。

　だが凰おう沢さわ暁月は、それらの選せん択たく肢しを除外した。

　地面をズンと踏ふみしめ、錬れん環かん勁けい氣き功こうを発動。円えん軌き道どうを描えがく高速の剣けん撃で、迫り来る砲弾の嵐を一つ残らず弾はじき飛とばす。跳はね返かえった砲弾は、突撃を行おうとした剣士隊の眼の前へと着ちや弾くだん。その衝撃で大地が捲めくれ上がり、次々と柱のように土ど砂しやが舞まい上あがった。

　それでもディスディアの兵士達は、砂すな煙けむりの壁かべを破って突撃を行う。しかし、

「い、いないっ……!?　そんな……」

「まさか……逃にげたのか？」

　混乱するディスディア兵に対し、暁月は告げる。彼かれらを見下ろしながら、

「馬鹿が──逃げる訳ねえだろ」

「い、居たぞ！　上だっ！」

　最初に気付いた者が、叫んだ時にはもう遅おそい。

　上空へと跳ちよ躍うやくした暁月は、前線の兵士達を軽々と飛とび越こえていた。

　しかし、それを好機と見たのだろう。弓隊が上へと矢を構え、さらに剣士隊が暁月の落下軌き道どうを読んで、着地と同時に取り囲もうと動き始める。

　だが暁月に、焦あせりはなかった。そして、真下にひしめくディスディア兵へ左手をかざす。と同時、暁月の左手から光球が放たれた。錬環勁氣功によって体内で練った氣を、放出する氣き弾だん。それは轟音と共に、暁月の真下にいた数十人のディスディア兵を吹き飛ばす。

　後は、衝撃で空いたスペースへ着地すれば良いだけだ。

　しかし──凰沢暁月は、そのさらに上を行く。

「おおおおおおおおぉぉおおぉっ！」

　暁月は、落下の勢いそのままに、大地へ黒の魔剣を突つき立てた。

　その剣身には、体内で練り上げた暁月の氣がたっぷりと通されていて。

　──次の瞬間。まるで大だい爆ばく発はつが起きたかのような衝撃が、周囲一帯を包つつみ込こんだ。

　そして──程ほどなくして衝撃が収まり、砂煙が晴れた時。

　衝撃に巻き込まれてもなお立っていられたのは、爆ばく心しん地ちに居た者だけ。

　凰沢暁月、ただ一人だった。

「こ、こんな事が……」

　暁月の圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう能力を目まの当あたりにし、前線を指揮する師団長は呆ぼう然ぜんと呟いた。

　とっさに土系魔ま法ほうの防ぼう御ぎよ壁へきを張り、辛かろうじて衝撃から身を守ったのだろう。

　しかし身体は守れても、精神的なダメージはそうはいかない。自身が指揮する万単位の兵がまるで相手にならず、頼たよりの戦車隊の砲ほう撃げきさえも通じないのだ。

「な、何故なんだ……どうして一人の人間に、これ程の強さが……」

「──どうして、だと？」

　師団長の言葉に、ゆらりと暁月が彼を睨にらんだ。軋きしむ程に、キツく歯を噛かみ締しめて。

　叫ぶ。

「そんな事も解らねえのか──お前達は！」

　そして弾はじかれたようにして、暁月は駆かけ出だした。



　慌あわててこちらを取り囲み、迎むかえ撃うとうとする無数の兵士達の中央で。

　凰沢暁月は思い出す。かつて自分は、強さを求めて同じ問いをした事があったと。

　それは今から五年近く前。初めてアレイザードへ召しよ喚うかんされたばかりの頃ころ。

　シェルフィードに保護され、客人としてエルディア城へ滞たい在ざいしていた時の事だ。

　城の中庭で剣の稽けい古こを付けて貰もらった後に、暁月は問い掛けた。

　シェルフィード──否、アレイザードが誇る勇者。

　レオン・エスペリオに対して。
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「──強さの理由？」

　こちらの問いに、剣を鞘さやへ収めながら訊きき返かえすレオンへ、暁月は「ああ」と頷うなずいた。

　息が上がったままの自分に対し、全く呼吸が乱れていないレオンを流石さすがと思いながら、

「お前だって、昔から今みたいに強かった訳じゃないんだろ？」

「まあ、それは……だが考えた事なんかないぞ、自分の強さの理由なんて」

　困ったように笑うレオンに、しかし暁月は引き下がらない。

「だったら、今ここで考えてみてくれよ──お前の強さの理由ってヤツを」

　レオンやゼクスに剣の稽古を付けて貰うようになって、もうすぐ一ヶ月になる。

　真しん剣けんに取り組んだ甲か斐いもあって、ある程度の基き礎そは覚えてきたように思える。しかし、このまま鍛たん錬れんを続けたところで、何年掛けても二人のような強さを身に付けられるとは思えなかった。特別な強さへと至る道は、平へい凡ぼんな強さの先には続いていない気がするのだ。

　──凰沢暁月は、別に最強になりたい訳ではない。ただ、父と兄の二人を止められる力を得たいのだ。だからもし、あの二人が最強だというならば。

　……だったら俺は、その最強を超こえないとならねえんだ……。

　そんな思いつめた表情の暁月に、レオンは何かを見たのだろう。

「怒いかりと絶望、だろうな──きっと」

　地面へと視線を落とし、陰かげのある表情で、呟くようにポツリと言った。

「俺が父さんと姉さんを魔族に殺されているのは、知っているだろう」

「……ああ。それが平民だったお前が、騎き士しを目指した理由だったんだよな」

　そして何度となく戦場で目まぐるしい活かつ躍やくをしたレオンは、その功績が認められて見事に騎士の叙じよ勲くんを受けた。その強さは本物で、今ではシェルフィードはおろか、アレイザード中から勇者として認められている。魔ま王おうガリウスを倒たおせるのは、レオンだけだと。

「でも、それだけなのかな……お前の強さの理由って」

　暁月は、どこか納なつ得とくできないように呟く。

　確かに、大切な人を失った辛つらさは、強さを欲ほつする理由にはなる。だが残念ながら、それだけで特別な強さを得られる訳ではない。それは、他ほかならぬ暁月自身が痛感している。

　大切な人を失っているのは、レオンだけじゃない。暁月もかつて妹を失っているし、このアレイザードにも家族を亡なくした人は大勢いる。その辛さや悲しみは同じ筈はず。

　ならば、レオンと自分達との差は一体何なのだろう。すると、

「──重さだよ」

　息を呑のむような静かな声に、暁月は視線を上げた。

　するとレオンは、暁月の疑問を見み透すかしたように苦くし笑ようを浮うかべて、

「俺がもし他の人より強いんだとしたら、それは俺の辛さや悲しみが、他の人より少しだけ深くて重かったって事だ……それだけの違いだよ、きっと」

　そんなレオンに、暁月は言葉を失った。思い知る。一いつ切さいの反論を許さぬ表情が、この世には存在するのだと。それ程までに、レオンの苦笑には重みがあった。

　だが凰沢暁月は思う。もしそうなら、自分は何としても強くならなくてはいけないと。

　このままでは、暁月が父や兄より弱いのは、暁月が抱かかえる想いが彼らより劣おとっているからという事になってしまう。だが、自分に絶望が足りていないとは思えない。

　……お前らだけじゃねえんだよ。譲ゆずれない想いを抱えているのは。

　だってそうだろう。息もできないような絶望に心を圧おし潰つぶされた経験は。

　暁月にだってあるのだから。

　そして。それは恐らく、愛するダークエルフの妻を人間に殺され、自ら人間である事を捨てた、悲しい魔王も同じなのだろう。だから、

「なあ、レオン……」

　暁月は語り掛ける。眼の前で佇たたずむ勇者へ向かって、

「……人と魔族との和平は、本当にもう有り得ないのか？」

　言う事を聞かない相手を実力行使で止められるのは、同等以上の力を持つ者だけだ。

　だからこそ今の暁月には、父と兄を止める事はできない。

　しかし、レオンは違う。彼はガリウスと同等の強さを持っているのだ。

　人と魔族の争いとはいえ、その本質は言ってみれば人種間の争いである。

　人間の希望であるレオンと、魔王であるガリウス。互たがいに大切な存在を亡くした者同士が、もしも歩み寄る事ができたなら。この戦争を止められる可能性は充分にある。

　しかし、レオンはゆっくりと首を横に振った。

「無理だろうな。既に多くの血が流れ過ぎている。それに、父さんや姉さんを殺した奴やつらを許したら、俺はきっと──そんな俺自身を許せない」

　何故ならば。

「誓ちかったんだ……二人の墓と、母さんと、そして俺自身の心に。絶対に魔族を倒すと」

「けど、連中だって生きる事に必死なだけだろ。お前の言うように、想いが強さを生むのなら、この戦争はお互いの絶望比べみたいなものじゃねえか……何とかならないのかよ」

　するとレオンは、ふっと穏おだやかな笑えみを見せた。

「優やさしいな、アカツキは……陛下がお前を気に入られた理由が、良く解るよ」

　その言葉に、暁月は照れくさそうに頬ほおを掻かきながら、

「確かに良くして貰ってはいるけどよ、それは単に異世界人が珍めずらしいだけだろ」

「そんな事はないさ。お前には人を惹ひき付つける不思議な魅みり力よくがある。ゼクスやルーティエともすぐに打ち解けたし、城のメイド達にも人気らしいじゃないか」

「たまたまだろ。現にリスティには嫌きらわれてるみたいだしな……」

「まさか……どうしてそんな風に思うんだ？」

「だってアイツ、何かっていうとすぐに俺に突っかかってくるだろ？」

　と、堪たまらなさそうに暁月。

「あの事は、何度も謝ったのによ……」

「確かに。第一印象が最悪だったからな──お前は」

　レオンは笑いながら、

「何も入浴中の彼かの女じよの所へ、いきなり降ふって来なくても良かっただろうに」

「好きで、あそこへ召喚された訳じゃねえよ……」

　暁月はうんざりとした表情で言う。

「自分の部屋のベッドに居た筈が、気が付いたら異世界の馬鹿でかい浴室で、その国の王女を組くみ敷しいていた時の俺の気持ちが解るかよ」

　しかも、お互いに裸はだかの状態。はっきり言って、最悪の気まずさだった。言い訳が不可能な状じよう況きようのため、完全に不ふ審しん者しやと勘かん違ちがいされて。悲鳴を上げたリスティには魔法で吹っ飛ばされ、慌てて逃げ出そうとすれば騒さわぎを聞いて駆けつけてきたメイド達に遭そう遇ぐう。半ばパニック状態で城の廊ろう下かへ飛び出した所で、ワルキュリアに投げ飛ばされ、脳天から床ゆかへ叩たたきつけられて完全に意識を絶たれた。その後も、暗い牢ろう屋やの中で眼を覚ましてから、誤解を解いて暁月の状況を理解して貰うまでに、実に丸二日も掛かったのである。

「リスティは普ふ段だん、メイドにも自分の肌はだを見せるのを恥はずかしがって、一人で着き替がえや入浴をしているらしいからな……余よ程ほど驚おどろいたんだろう」

　とレオン。

「男に肌を見られるのは勿もち論ろん、男の裸を見るのすら初めてだろうからな」

「まあ、悪い事したとは思うけどよ……」

「アカツキが悪い訳じゃないさ。異世界人の召喚は、世界の意思だからな」

　そうレオンが言った時だった。時と計けい塔とうの鐘かねの音が鳴り響いたのは。

「──っと、すまないアカツキ。俺はそろそろ行かないと」

「ああ……そういや今日は、お袋ふくろさんの手伝いに行く日だったな」

　レオンの母セリーナは、城下町でレストラン『山やま猫ねこ亭てい』を営んでいる。この勇者は、英雄となった今でもなお、決まった日に店を手伝いに行っていた。

「もう俺しかいないからな……母さんには」

　レオンが、母セリーナとの時間を何よりも大切にしている事は、城では有名な話だった。

　だから、親子水入らずを邪じや魔まするような野や暮ぼな真ま似ねをする者はいない。

　それは暁月も同じで。そのまま去って行くレオンを見送る。

　すると──ふとレオンが足を止め、こちらへと振り返った。

　思い出したように、呼びかける口調で、

「心配しなくて良いぞ、アカツキ。魔ま法ほう使つかいとしての才能は難しいかもしれないが、ゼクスみたいに剣けん技ぎを極きわめる方法だってある。お前は、きっと強くなるよ」

「どうしてそんな事が解るよ？」

　眉まゆを顰ひそめて問う暁月に、レオンは笑みを見せる。解るよ、と。

「お前は──どこか俺に似ているからさ」
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　──そして、凰沢暁月の意識は現在へと戻った。

　あちこちで黒こく煙えんが立ち上る戦場には、他に立っている者はいない。

　暁月が一人で、数万からなるディスディア軍を撤てつ退たいさせたからだ。

　追つい撃げきし、それこそ壊滅させる事も可能だったが、しかし暁月はそれをしなかった。

　兵士達たちを見み逃のがす代わりに、彼らに負傷者を一人残らず連れて行かせたのである。

「さて……戻るとするか」

　暁月は黒の魔剣を肩かたに担かついだ。フォレストニウムでは、美み兎う達が自分の帰りを待っている。暁月の力を信じているだろうが、余り遅くなっては心配するだろう。

　だから凰沢暁月は、背後を振り返った。そして見る──自分が駆け抜けた戦場を。

「…………………………」

　戦闘の衝撃で荒あれ果はてた大地に転がっていたのは、折れた剣、壊こわれた鎧よろいと兜かぶと、鉄の塊かたまりに成り果てた戦車──そして、土に汚よごれたディスディアの軍旗だ。

　その光景が、否いや応おうなく物語っている。この場所で、間違いなく戦争があったのだと。

　この戦争は、他でもない自分が始めたものだ。しかし、凰沢暁月に後こう悔かいはない。リスティ達との試合を含ふくめた一連の四カ国会談を終え、フォレストニウムへと戻った時。他に選択肢は、存在していなかった。だから美兎を始め、千ち影かげや葛くず葉は、遥はるかや海かい堂どうも、そんな暁月の判断を支持してくれて。そして暁月は新たな魔王となり、ディスディアに対して宣戦布告を行ったのである。

「真の平和、か……」

　暁月は、ポツリと呟いた。

　かつて何人もが、それをもたらそうとしてこのアレイザードで戦った。しかし誰だれ一ひと人りとして、その理想を成なし遂とげた者はいない。勇者レオンも。魔王ガリウスも。

　はぐれ勇者として戦った暁月や、リスティら仲間達も、結局は失敗に終わっている。

　だが凰沢暁月は諦あきらめない。この残ざん酷こくな争いの運命に、今度こそ打ち勝つ事を誓う。

　だから、何としても負ける訳にはいかない。歴史が証明しているからだ。

　──たとえ魔王が死んでも、世界は平和にはならないのだと。

　確かに多くの物語は、魔王を倒した後にフィナーレを迎える。

　そして世界中が平和の訪おとずれを喜び、誰もが笑え顔がおを浮かべているのが通例だ。

　幸せな結末。だがそれは、都合の良い部分にだけカメラを向けているからに過ぎない。

　エンドロールが流れて、笑顔で手を取り合い、空を見上げる主人公達の向こう側では。

　いつだって戦いの爪つめ痕あとを残した、ボロボロの世界が広がっているのだ。

　なのに誰もが、その事実から眼めを背そむけている。魔王を倒したドラマに酔よいしれて。

　感動の涙なみだでぼやけた瞳ひとみには、都合の悪い光景は欠片かけらも映らない。

　だから暁月は、真まっ直すぐに眼前に広がる光景を見み据すえた。

　そこにあったのは、ゲームでは決して描かれる事のない真実。

　凰沢暁月は眼を逸そらす事なく、己おのれの心に刻み込む。



　魔王を倒して手に入れられるのは──偽いつわりのハッピーエンドでしかないのだと。



    

  
    
      ここで諦める訳にはいかない。　　　　　

俺にはまだ──やり残した事があるから。



    

  
    
      第１章《避さけられない運命の中で》
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　まるで森が泣いているかのようだった。

　風など吹いていないにも拘かかわらず、木々の枝葉が悲しそうに揺ゆれている。

　そうした森のざわめきを聞きながら、暁あか月つきはフォレストニウムへと戻ってきた。

　最初に暁月を迎えたのは、里中に満ちた静せい寂じやくだ。ディスディアによる襲しゆ撃うげきが、まるで嘘うそのような静けさ。だがそこに穏やかさはない。漂ただよう空気には、肌を刺さすようなヒリついた緊きん張ちようが含まれていて。それは今、この里が臨戦態勢に入っている事を意味していた。

「…………………………」

　里の入口で暁月が立ち止まっていると、向こうから歩いて来る者達たちがいた。

　暁月が、留守を任せている仲間達。五泉いずみ千ち影かげと七なな瀬せは遥るかだ。

「──やあ、戻ったね暁月」

　穏やかな口調で声を掛かけてくる千影に、暁月は「ああ」と頷いて、

「外の連中は、片付けて退たい却きやくさせた。大だい丈じよ夫うぶだと思うが……こっちにそういう馬ば鹿かは？」

「来てないよ。あたし達で警けい戒かいは続けているけどね」

　肩を竦すくめてみせる千影の言葉に、隣となりの遥がふっと視線を伏ふせて、

「概がい念ねん魔ま法ほうの結界が強化されていますもの……今は何人たりとも里に侵しん入にゆうできませんわ」

　その言葉に、誰もが自然と黙だまり込こんだ。

　──事の発ほつ端たんとなった、ディスディア兵と思われる、鎧よろ騎いき士し達の襲撃。

　海かい堂どう達の活躍もあり、死傷者は最低限に抑おさえられた。だが、それでも犠ぎ牲せい者しやは出たのだ。

　避ひ難なんの際に怪け我がをした者から、リルルのように戦闘に巻き込まれて重傷を負った者。

　そして──そんな犠牲者の中でただ一人、里の長おさであるウルムが命を落とした。里を襲おそった約二十名の鎧騎士達。その中でも、別格の凄すご腕うでだった金色の鎧騎士によって。

　里の結界の維い持じは、長であるウルムが行っていた。敵はどこからか、その情報を仕入れていたのだろう。金色の鎧騎士は、明らかにウルムを狙ねらっていたという。

　そんな強敵を相手にしながら、それ以上の死者を出さずに済んだのは、偏ひとえにウルムのお陰だった。ウルムは、自分の死を発動条件とした魔法を、己の体内に眠ねむらせていたのだ。

　それは、害をなす者を里の外へ強制的に転移させ、さらに二度と立ち入れないようにする概念魔法の強化結界。その魔法によって、金の鎧騎士を始めとするディスディア兵は、里の遥はるか彼方かなたへと転送され──そして、あの日の悲劇は幕を閉じたのである。

　暁月達がシェルフィードから戻ったのは、その半日後の事だった。

「あれからもう、二十日か……」

　それは同時に、暁月が美み兎うの信任により新たな魔族の代表となり、ディスディアへ宣戦布告を行ってから十日が経過した事を意味していた。だが、暁月はディスディアに攻せめ入いる事はしていない。この十日、暁月はフォレストニウムへ侵しん攻こうしようとするディスディア軍を撃げき退たいし続けている。しかし、そんな消極的な戦いをしているのには訳があった。

　怒りに任せてバラムを倒したところで、暁月が目指す結末には届かないからだ。

　……だが、それもそろそろ頃ころ合あいだぜ。

　これまで、ディスディア軍が攻めてきたのは四回。そのいずれも、暁月が一人で撃退している。そして撃退の度に兵の数が増えてゆき、今日はとうとう数万を数えるまでに増大した。よって、この次は間ま違ちがいなく今回以上の大規模な戦闘になる。

　恐おそらくそれは、雌し雄ゆうを決する総力戦だ。

「──メリッサから情報は来たか？」

　暁月は、娼しよ館うかんギルドの首領の名前を出した。彼女には宣戦布告を行う前に、各国の情報を可能な限り集めて定期的に報しらせて欲ほしいと、極ごく秘ひ裏りに依い頼らいしてある。

　そんな暁月の問いに、「ええ」と遥は頷いた。

「今回の敗走を受けて、ディスディアは改めて正式に、シェルフィードとアレクラスタへ軍事同盟に基もとづいた戦争への参加を依頼するそうです。アレクラスタは現段階ではまだ態度を保留していますが、監かん視し部隊の壊かい滅めつの件で関かかわりのあるシェルフィードは、恐らく次の侵攻作戦への参戦は避けられないだろう──との事ですわよ」

「むしろここまでよく保った方だぜ……また頑がん張ばったんだろうな、アイツは」

　暁月はスッと眼を細めながら、リスティの苦く悩のうを想おもった。

　ただでさえ四カ国会談で試合が決まった時に、リスティには辛い想いをさせていた。

　それに関しては、暁月が試合に負けて勝負に勝ったあのキスによる決着で、少しは女王として彼女が背せ負おっているものを軽くしてやれたとは思う。だが、それも今回のバラムの暴走と、それに対する暁月の決断によって、ほとんど意味を失なくしてしまっている。

　だが暁月は思う。それでも他に方法は無かったと。もしディスディアの襲撃を受けて、魔族であるゲイルペインがリスティ達を頼れば、シェルフィードの立場を悪くするだけだ。かといって、もしあのままなし崩くずし的に戦争状態へと突とつ入にゆうしていたら、いずれ派兵を余よ儀ぎなくされたシェルフィードとも真っ向から戦わなくてはならなくなっていただろう。

　だからそうなる前に、ゲイルペインの意思を、きちんと表明しておかねばならなかったのだ。ゲイルペインが戦う意思を向けているのは、軍事同盟を結んでいる三国全すべてではなく、あくまでディスディアだけなのだと。その上でディスディアと同盟関係にあるシェルフィードと戦わなくてはならないのと、何の意思も表明せずにディスディアと同格の敵として戦うのとでは、同じ戦争でも全く意味が異なってくる。恐らくはこれが、リスティやシェルフィードにとっても、最も被ひ害がいの少ない選せん択たくだった筈だ。

　だから暁月は、遥に問う。今回の肝きもとなる情報を。

「──で、メリッサは『例の話』の裏を取れたのか？」

「ええ、どうやら間違いないようですわ……」

　と遥。

「やはりディスディアの第四皇子アルフォンスは、今回の戦争に反対した事を受けて、拘こう束そくされたようです。恐らく、現在は軟なん禁きん状態にあるものと思われますわ」

「そうか──なら、これで何の心配もいらねえな」

　智ち謀ぼうに長たけた策士のアルフォンスが不在ならば、この戦いの勝機はぐっと上がる。

　単に戦争に勝利するのではなく、その先にあるものも含めて。

　だから凰おう沢さわ暁月は、改めて千影達たちに告げる。

「メリッサからの情報にあったように、次の戦闘は恐らく総力戦になる。悪いが今度は、お前らにも戦いに参加して貰うぜ」

「ああ、問題ないよ……あたしの方は、もう準備ができているからね」

　そう言って、千影は確かな頷きを見せた。

　既すでに千影達は、次元シフトによる肉体と魂たましいの不安定状態から解放され、魔法を使うための意識チャンネルの接続に成功している。つまり、完全に力を取とり戻もどしているのだ。

「私も構いませんわ……」

　と遥。

「あの会談と試合を無視した、今回のディスディアの襲撃は、私も許せませんもの」

「サンキューな。ただし、これだけは言っておくぜ……絶対に無理はするなよ」

　真剣さを含んだ暁月の言葉に、千影と遥は確かな首しゆ肯こうを返してくる。

　暁月は思う。少なくともこれで、この二人が無む茶ちやをする事はないだろうと。後は、

「他の奴らはどうしてる？」

「美兎さんは、また里の若者達と対話をしていますわ……」

　と遥。

「彼かれらはまだ、貴方あなたを自分達の代表と認めたくないみたいですわね。何とか美兎さんに、考え直して欲しいと頼たのんでいるみたいですわよ」

　まあ、

「和平交こう渉しようが失敗に終わった時点で、本当なら貴方は魔族の代表代理である意味を失っていますもの。それなのに、突とつ然ぜん自分達の代表となったのですから、無理もない話ですわ……たとえそれが、美兎さんの決めた事であっても」

「そうか……だが悪いが、こればっかりはアイツに何とかして貰うしかないからな」

　と暁月。

　魔族の若者達が抱いだいているのは、部外者である暁月への不ふ信しんだ。

　かといって、暁月が直接説得に乗り出しても、彼らは反発を強めるだけだろう。

　申し訳ないが、ここは美兎に説得して貰うしかない。

「次に──海堂元もと春はるは、引き続き里の子供達の面めん倒どうを積極的に見ていますわ」

　と遥。

「彼に懐なついている子供は多いので、母親達も非常に助かっているようですわよ。まだ襲撃時の恐きよ怖うふが残っている現在の状況で、彼の明るさは子供達の心を癒いやしてくれていると」

「へえ……意外と役に立つんだな、アイツ」

「ええ、私もビックリですわ」

「さりげに酷ひどい事を言うね、二人共……」

　暁月と遥の海堂に対する評価に、千影は苦笑。そして、

「……最後に、委員長なんだけど」

　言葉を濁にごすような、落とした声のトーンで告げる。

「何度言っても、リルルの傍そばを離はなれようとしないんだ……」
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　人が存在しながらも、長い沈ちん黙もくが下りている空間がある。

　深刻な空気に包まれたその場所は、シェルフィード王国女王リスティの執しつ務む室しつだ。

　窓まど際ぎわに配置された執務机づくえ。

　その椅い子すに腰こし掛かけながら、リスティはディスディアからの書状に視線を落としていた。

　机の向こう側には、二人の仲間が立っている。それは女王と臣下の関係を超えた間あい柄だがらの二人。ゼクス・ドルトレイクとルーティエ・トルムだ。

　そしてリスティが、最後まで書状を読み終えたところで、ルーティエが声を掛けてくる。

「リスティ……バラム皇は何と？」

「想像してた通りの内容よ。既にある軍事同盟に基づき、速すみやかに派兵を行い、自分達と共にゲイルペインを制圧するようにと……」

「ディスディアがやらかした、彷徨さまよいの森襲撃については何て言ってるんだ？」

　とゼクス。現在の最悪の状況は、間違いなくディスディアが四カ国会談の決議を無視して、ゲイルペインへ侵攻したからだ。これまでシェルフィードは、その意図が明らかになるまで派兵はしないと、再三に亘わたるディスディアからの協力要よう請せいを断ってきた。

　するとリスティは、今回の書状に書かれたディスディアの回答を口に出して読んだ。

「──今回、魔族の里で起きた戦せん闘とうは、偵てい察さつ部隊が偶ぐう然ぜん彼かれらの集落へ迷い込んでしまった際に、一方的に魔族側から攻こう撃げきを受けたため、止やむなく抗こう戦せんした事によるもので」

　そこまで言って、悔くやしそうに手の中にあるディスディアの言い訳を握にぎり潰つぶして、

「偶ぐう発はつ的てきに起きてしまった戦闘によって、双そう方ほうに被害が出てしまった事と、これによりゲイルペインから宣戦布告がなされた事については、遺い憾かんの意を表する……っ」

　そして、バラムの名が最後に記された書状を振ふり払はらうように投げ捨てた。

「あの筋肉ダルマ、テメェの暴走を正当化するつもりかよ」

　ゼクスの言葉に、リスティは悔しそうに表情を歪ゆがめながら、

「許せない……よくも、抜ぬけぬけと、こんな……っ」

「こうなった以上、バラム皇としては自分達の行動を正当化するしかありませんからね」

　とルーティエ。

「アカツキがした宣戦布告の正当性を否定する事で、格好の言い訳材料にしたんでしょう。自分達は加害者ではなく、あくまで被ひ害がい者しやなのだと」

「そしてディスディアは被害者なのに、同盟関係のシェルフィードとアレクラスタが協力を惜おしむのはおかしいって、そういう理り屈くつね……」

　リスティは思わず歯は噛がみする。

　真実を知っている者からしてみれば、バラムの言葉は暴論以外の何物でもない。

　だが道理は通るのだ。そして政治の舞ぶ台たいでは、時に道理は真実を置き去りにできる。

　四カ国会談の場で──暁月が強ごう引いんに和平交渉を推おし進すすめたように。

　可能な限り戦闘を避ける事がリシャル聖教の信条であるアレクラスタはともかく、シェルフィードはディスディアと共に監視部隊が壊滅してしまっている。戦争が始まって十日。既に国内の保守派層からは、強い反発が出始めていた。シェルフィードの民主主義化は、最も早はや規定路線のため、リスティの女王としての権力は既に弱まっていて。これ以上静観を続ければ、リスティが王制を廃はい止しする前に、国が割れてしまいかねない。

　……せめてアカツキが、私達を頼たよってくれたら……。



    

  
    
      　四カ国会談の結果は、国際的な拘こう束そく力りよくを持つ。正式な手続きや外交ルートでディスディアを告発していれば、自分達は味方になる事だってできたかもしれない。

　──無論、暁月がそれをしなかった理由を、リスティは痛いほど解わかっている。もしゲイルペインがシェルフィードを頼れば、批判の矛ほこ先さきはシェルフィードに向く。そして、それこそバラムの思うツボなのだ。だから暁月は、魔ま王おうとなってディスディアに対して宣戦布告したのだろう。ゲイルペインだけでなく、このシェルフィードをも守るために。

　リスティは思う。そんな暁月の想いに、自分達は何とか応こたえられないものかと。

「ゼクス……エアスマリナに頼んでいた調査の結果は来た？」

　暁月が必死になって取り付けた、監視部隊壊滅の再調査。それはディスディアによる襲撃と、ゲイルペインの宣戦布告によってなかった事にされた真相究明だ。

　しかしリスティは、密ひそかにシェルフィード単独で、エアスマリナのプロに再調査を依頼していた。闇やみに葬ほうむり去さられかけた真実を明らかにすれば、少しでも状況を打開の方向へ進ませる事ができるのではと思ったからだ。するとゼクスが嘆たん息そくしながら、

「ああ、来てるぜ……あくまで経過報告だけどな」

　一息。

「状況は魔族による犯行を示している……一分の隙すきもないってよ」

「そう……」

　残念そうに視線を落とすリスティに、しかしゼクスは続ける。

「けどな──調査担当官が言うには、状況が完かん璧ぺきすぎて不自然らしい」

「……どういう事？」

「本来余よ程ほどの事がない限り、物事に百％などというケースは存在しません」

　とルーティエ。

「しかし今回の件は、状況が完璧に整っています。それこそ、整いすぎている程に」

　そこに、偽ぎ装そうの意図が見みえ隠かくれするという訳だ。

「我々も、最初の調査の段階でそこに気付けていれば良かったのですが……」

　申し訳なさそうに眼を伏せるルーティエに、リスティは首を振って、

「今いま更さら言っても仕方ないわ。普ふ通つうに考えれば魔族の犯行だったんだもの。あの時点で、私達がゲイルペインの側に立った調査を行う事はできないわよ。それに偽装についても、あくまで可能性の話なのよね？」

「ああ、現段階では偽装を裏付ける証しよ拠うこは見つかっていないらしい……」

　とゼクス。

「それでも戦争なんて状況になっていなければ、少しはアカツキ達の助け位にはなったんだろうが……流石さすがに、ここまで状況がこじれちまった後じゃな」

「………………っ」

　リスティは悔しそうに唇くちびるを噛かんだ。

　何とかして暁月の手助けがしたいのに、打つ手の見つからない自分が腹立たしかった。

　……せめて、アカツキの狙いが解ったら……。

　あれだけ和平を訴うつたえていた暁月が、何の考えもなしに戦争を起こすとは考えられない。

　この状況を作り出したのも、何か意味がある筈はずなのだ。

　だから、リスティ・エル・ダ・シェルフィードは必死に頭を働かせる。

　ディスディアから参加要請のあった、総そう攻こう撃げきは明後日だ。出しゆ陣つじんの準備や移動に掛かる時間を考えると、夕方には答えを出さなくてはならないだろう。

　だが、諦めるにはまだ早い。少しでも時間がある限り、思考する事を止めない。

　考えろ。

　暁月がこの戦争の先に──一体何を見ているのかを。
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　淡あわい輝かがやきがある。

　陽ひの光よりもなお優やさしい温かさを放つそれは、錬れん環かん勁けい氣き功こうが生み出す内氣功の輝きだ。

　氣を活性化させ、治ち癒ゆり力よくを高める技わざを暁月は使用していた。ベッドで眠ったままでいる、ダークエルフの少女──ディスディアによる襲撃で重傷を負った、リルルに対して。

　負傷者は、逃にげる時の転てん倒とうによる擦さつ過かし傷ようや骨折をした者が多い中、リルルには目立った外傷はない。しかし、頭を強く打っている彼かの女じよは、今もまだ意識が戻っていなかった。

　──本来ならば、怪け我がを治ちり療ようするには回復系の治ち癒ゆ魔ま法ほうが一番である。

　しかし回復魔法は、一部の限られた者しか使う事ができない特とく殊しゆな魔法だ。そのため、ゲイルペインの民には使える者がおらず、さらに千影や葛くず葉はといった仲間達にも唱えられる者はいなくて。暁月の内氣功だけが、現状における唯ゆい一いつの治療の手立てになっていた。

「…………………………」

　集中が生む無言。暁月は、リルルの小さな額に重ねた己の手を通して、彼女の中に癒しの氣を送り込んでゆく。すると──程なくして、リルルの顔に血色が戻って来た。

「こんなもんか……」

　そう言って暁月は、リルルから離れた。意識がなく、食事が取れない今のリルルは放っておけば衰すい弱じやくしてしまう。そこで日に一度、内氣功での治療を必要としていた。

「──終わったの？」

　背後からの静かな問い掛けに、暁月は「ああ」と頷うなずいて振ふり返かえった。

　視線の先に居たのは、リルルの隣のベッドの上で、膝ひざを抱かかえている小さな少女。

　桐どう元もと葛葉だ。

「五泉が心配してたぞ……このままじゃ、委員長が倒たおれちまうんじゃないかって」

　暁月は、ゆっくりとした足取りで歩み寄り、葛葉の隣に腰こしを下ろしながら、

「最近はきちんと飯を食ってないし、睡すい眠みんもちゃんと取れてないだろ？」

「…………………………」

　暁月の言葉に、しかし葛葉は言葉を返さない。

　黙って前を──眠ったままのリルルを見つめている。

　その横顔を見ながら、暁月は思う。幼いとはいえ、葛葉も異世界に召しよ喚うかんされた経験があるのだ。残酷な話だが人の怪我や死に対して、慣れる事はなくても──免めん疫えきがない訳ではないだろうと。以前聞いた話では、葛葉は召喚されていたクリスティアという名の異世界において、人間同士の争いに巻き込まれていたという。だが、大切な人や守りたい存在を守れなかった──その辛つらさは、何度経験しても人の心を深く抉えぐるものだ。出会ってまだ少しだが、葛葉にとってリルルは、きっとそういう存在になっていたのだろう。

「……ごめんなさい。皆みんなにまで心配掛けてしまって。でも、どうしても駄だ目めなの……」

　搾しぼり出だす口調でそう言って、葛葉は両の拳こぶしをギュッと握にぎり締しめた。

「私がもっと強ければ、リルルを守れたかもしれないって……その想いが消えなくて」

「気持ちは解るが、もう充じゆ分うぶんだ……これ以上自分を責めなくて良い」

　力づける口調で暁月が告げると、

「…………凰沢君には、解らないわ」

　葛葉はポツリと呟つぶやくように言った。

「自分の弱さを責めなくて良いなんて……優しいけれど、残酷よ。本当に強い人だけが言える、傲ごう慢まんな台詞せりふだわ。普通の人なら誰だって、『自分の弱さ』を悔くやむものよ。貴方のようにいつだって余よ裕ゆうがあって、どんな強敵にも困難にも負けない人に、その気持ちがどういうものかなんて、解る筈──」

　そこまで言ったところで、葛葉はハッとなって言葉を切った。

　そして慌あわてて暁月を見上げてくる。真っ青な顔で、狼狽うろたえた声で、

「ごめんなさい……ひどい八つ当たりで、私、今何て事を……っ」

「気にすんな、大丈夫だ……解ってる」

　そう言って暁月は静かな笑えみを浮うかべて、葛葉の肩を抱いてやった。

　それでも葛葉は、何度も「ごめんなさい、ごめんなさい」と繰くり返かえし呟く。

　葛葉は思い出したのだろう。暁月が、今の彼女の気持ちを理解できる事を。

　──かつて暁月も己の無力さを呪のろい、その果てに今の強さを手に入れたのだから。

「それに、ウルムの祖じ父いさんやリルルを襲った敵は、俺おれと同等の力の持ち主だったんだろ？　もしそんな奴やつに勝てる力があったら、多分お前は今──この場所にはいねえよ」

　顔を上げてこちらを見る葛葉に、暁月は苦くし笑ようしてみせる。

　もしそんな力が葛葉にあれば、きっと彼女はＪＰＮバベルではＡクラスか、それこそ生徒会に所属していただろう。そうなれば、Ｂクラスに編入した暁月や美兎とは、異なる出会いをしていた筈だ。今のような友人関係が築けていた可能性は、恐らく低い。

「委員長が今の委員長だから、俺おれ達たちは出会えたんだ。そして今のお前は全力を尽つくして戦ってくれた。それ以上を望むのは、俺達の出会いや、今の関係を否定するって事だぜ」

　間違うなよ。

「お前が弱かったから、リルルが怪我をしたんじゃない。お前が居てくれたからこそ、リルルは死なずに済んだんだ。もしお前が居なかったら、他ほかの子供達だって無事じゃ済まなかったかもしれない」

　良いか。



    

  
    
      「守れなかったんじゃない──守ったんだよ、お前は」

「………………っ」

　暁月の告げた言葉に、暁月を見上げる葛葉の瞳から涙が零こぼれ落おちた。

　そして葛葉の小さな身体が、ぶつかるような勢いで暁月の胸へと飛び込んでくる。

　暁月は、嗚お咽えつに震ふるえる華きや奢しやな背をそっと撫なでながら、優しい声で、

「辛かったな……好きなだけ泣いて良いぜ。俺が全部、受け止めるからよ」

　それに心配は要いらない。

「今度は俺の番だ。お前がリルルを助けたように──俺もあの子を助けるよ。きっと意識を取り戻もどさせて、前のように元気にしてみせる」

「…………本当、に？　できるの……そんな事が？」

　泣き顔を上げてこちらを見る葛葉に、暁月は「ああ」と頷いた。

「だけど、そのためには委員長……お前の力も必要だ。だから、もう一度戦ってくれないか。今度は──俺と一いつ緒しよに」

　その言葉に、やがて葛葉は静かに……しかし、しっかりと頷きを返してくる。

　だから暁月は、指で葛葉の涙を拭ふきながら、固く誓ちかう。

「委員長……お前を泣かせたのは俺と、ディスディアの鎧よろ野いや郎ろうだ。だから俺が責任を持って、そいつに責任を取らせてやる──絶対にな」
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　シェルフィード王国大将軍ゼクス・ドルトレイク。

　王国軍と人民軍の両軍を司つかさどる彼は、その比類ない剣けんの腕うでから『赤き剣王』と呼ばれる。

　そんな彼がリスティの執務室を出たのは、既に陽ひが沈しずもうとしていた頃ころだった。

　その足でゼクスは、王国軍の将兵が使用する軍議所へと向かう。そして目的の場所へと辿たどり着ついたゼクスは、重い石造りの扉とびらを開けて中へと足を踏ふみ入れた。夕陽の差し込む室内でゼクスを迎むかえたのは、恰かつ幅ぷくの良い壮そう年ねんの騎き士しだ。グラント・バンガード。五人いる副官の中で、最も信しん頼らいを置いている彼を、ゼクスはずっと待機させていた。

「……結論が出たようですな」

　こちらを見るなり、椅子から立ち上がったグラントに、ゼクスは「ああ」と頷いた。

　そして、それだけでグラントは全てを察する。

「やはり……出しゆ撃つげきは避けられませんでしたか」

「リスティは、何とか兵を出さずに済ませたかったみたいだがな……」

　とゼクス。

「如何いかんせん、何をするにも時間がなさすぎた。アカツキの狙いについても想像する事はできるが、実際のところまでは解らないしな。結局は、直接戦場で訊きくしかないだろう」

　それが、悩なやんだ末にリスティが下した決断だった。とはいえ、積極的に暁月と戦う事を選んだ訳ではない。あくまで今回の戦いに兵を出すのは、後方支し援えんの名目である。暁月はゲイルペインの代表として、ディスディアに宣戦布告をした。それは間違いなく、ディスディア単体への戦意の表れであり、シェルフィードに対する最大限の気き遣づかいだ。

　ならばシェルフィードとしても、その想いに応えなくてはならないだろう。

「明朝、日の出と共に出撃する。他の連中にもそう伝えてくれ」

「解りました……それで、やはりリスティ陛下は今回も？」

「ああ、一緒に来るそうだ。念のために、今回はルーも帯同する」

「そうですか……お辛いでしょうになあ」

　そう言って、グラントは静かに眼を伏せた。監視部隊壊滅の件で、軍を出さなくてはならない事に対し、リスティが心を痛めていた事を彼は知っているのだ。

　……おまけに今回は、戦わなくちゃならない相手がアカツキだからな……。

　試合で戦うだけでも、あれだけ苦悩していたというのに。戦争で暁月と戦う事になった今の苦悩は、尋常ではないだろう。その気持ちは、ゼクスもやルーティエも同じだ。

　しかし、たとえ後方支援だけでも、派兵を行えば軍事同盟に協力したという建前は成り立つのだ。それに戦場に行くメリットが、全くないという訳でもない。事態が最悪の方向へ動いた時、それを止められるのは、戦場に立っている者だけだからだ。

　当然ディスディアにその意思はないだろうし、アレクラスタにも期待はできない。

　ならばその役目は、自分達たちシェルフィードの役目だろう。

　……それに、もしいざとなれば……。

　ゼクスは心の中で静かに思う。リスティには話していないが、自分にはシェルフィードと暁月が、深刻な殺し合いになるような事態だけは、回かい避ひできる策があると。

　それも、ディスディアには文句を言わせない方法でだ。だがその策はあくまで、戦場でしか使えない。だから、ゼクス・ドルトレイクは告げる。

「全兵に伝えろ。もし戦場で戦う事になったら──アカツキの相手は俺がすると」
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　ゲイルペインの民が暮らす、悠ゆうき久ゆう森林都市フォレストニウム。

　その中心には、数百ｍを超こえる高さでそびえる巨きよ大だい樹じゆがある。里のシンボルである巨大樹の幹は、階層毎ごとにせり出して足場を作り、居住スペースを形成していた。

　深い闇が下りた夜よ更ふけ。凰沢美兎の姿は、巨大樹の上層階にあった。

　その目的は入浴だ。巨大樹の根は広こう範はん囲いに亘って伸のびている。幹の中にある導管を通して吸い上げられるのは、地下水の他に天然の温泉もあって。そのため、温泉を汲くみ上あげている導管の先──上層階の一角に、巨大な木の洞ほらを利用した入浴所が設けられていた。

　ところが、美兎がその場所を利用する事はできなかった。

　入浴所の扉に手を掛けた所で、背後から呼び止める声があったからだ。

　そして今──美兎は取り囲まれていた。

　眼の前にあるのは、フォレストニウムに暮らす数十名の若者達の姿。しかし美兎に、怯おびえや戸と惑まどいはない。こうした状じよう況きようは、この数日の間に何度もあったからだ。

　十日前に美兎が下した決断──彼らはそれに異議を唱えるために集まっていた。

「お願いです、どうか考え直して下さい──ミュウ様！」

　非難の色を含ふくんだ声を、入浴所の扉を背にして凰沢美兎は聞いていた。

「ディスディアへの宣戦布告は構いません。ウルム長老を殺された我らゲイルペインの戦士も、あの様な卑ひ劣れつな暴挙をこのまま許すつもりはない。──しかし何な故ぜ、あの青年が我らの代表となる事を認められたのです？」

「説明したでしょ──君達が、ボクに決めて欲しいって言ったからだよ。ウルムが亡なくなって、これからどうすべきか。だから、あの人と一緒に決めたんだ……こうしようって」

　静かな口調で告げる美兎に、若者達は苛いら立だちを含んだ声で、

「確かに我々はミュウ様に決断を求めはしました。ですが、この決定は有り得ません！」

「我々が彼に代表代理を任せていたのは、あくまで和平交渉のためです。それがこうして失敗に終わった今、彼の役目はもう終わっている」

　若者達の訴えを聞きながら、美兎は思う。彼らは今──不安なのだと。

　和平交渉の最中に里を襲われた。非は間違いなく相手にある。しかしディスディアは、軍事大国なのだ。フォレストニウムで暮らしている者達だけでは、とてもじゃないが太た刀ち打うちできない。だから、若者達の訴えは矛むじ盾ゆんしているのだ。

「でも、あの人の協力がなければ、この戦い──ボク達に勝ち目はないよ」

　解っているでしょう、と美兎。

「今はまだ、敵にこの里を攻撃する方法はないよ。でもウルムが命と引ひき換かえに発動してくれた概がい念ねん魔ま法ほうによる結界強化の効果は、永遠に続くものじゃない。その効果が切れた時──ボク達だけで、この里を守りきれると思っているの？」

　美兎の指し摘てきに、若者達は一いつ瞬しゆんたじろいだ。しかし、すぐに勢いを取り戻して、

「彼には一個人として、我々と共に戦って貰もらえるよう協力を依頼すれば良いでしょう」

「そうです、彼は貴重な戦力だ。だが、だからといって我らの王となる必要はない」

　勝手な物言い。それは最早、暁月の存在を都合良く利用したいという暴論だ。しかし、無理もないと美兎は思う。彼らは今、自分達の言っている事がおかしい事に気付いていない。それ程までに、若者達の心は不安に圧おし潰つぶされそうになっているのだ。

　だからこそ彼らは、美兎に自分達の精神的な支柱となる事を求めた。圧あつ倒とう的てきな力で、人間と互ご角かく以上の戦いを繰くり広ひろげた魔王ガリウスの娘むすめ。それが今、絶望に瀕ひんした彼らの心を奮い立たせる、唯一の希望だからだ。凰沢美兎は思う。もし自分が新たなゲイルペインの長になったら、眼めの前の彼らはきっと勇ゆう敢かんに戦ってくれるだろうと。

　……でも。

　もしそうなれば、間違いなく彼らは死んでしまう。そんな事にだけはなって欲しくなくて、だからこそ父は言ったのだ。『魔王は自分で最後だ』と。そして美兎の安全と、これ以上争いで魔族が傷付く事がないようにと願って、暁月にその望みを託たくしたのである。

　美兎の存在は、敵味方どちらに利用されても、このアレイザードに争いを生んでしまうからと。そして暁月は、その想いに応えてくれて。自分の世界へ、美兎を連れて行ってくれた。向こうの世界で美兎の正体が知られると大きな問題になる事や、アレイザードから追手が掛かかる危険性など、様々なリスクを承知の上で。そして今回、アレイザードを再び訪おとずれ、美兎やゲイルペインのために戦い続けてくれている。それなのに、

「どうして彼を認めたくないの？　父さんを倒した人だから……？」

「無論それもあります。ですが、それだけではありません」

「彼はゲイルペインの民ではない、人間ではないですか」

「存亡の危機に瀕したこの状況で、そんな者を我らの王と認めろと言うのですか？」

　次々と上がる非難の声。だから美兎は、その反発を黙だまらせる言葉を口にする。

「だったら──どうして父さんは王として認められたのさ」

　忘れたの？

「父さんだって……彼と同じ人間なんだよ」

　美兎が口にした揺るぎない事実に、若者達は思わず言葉を失う。だが、

「ミュウ様──我々が問題にしているのは、彼の素すじ性ようではありません」

　その声がしたと同時、美兎を取り囲む人ひと垣がきが割れた。そして、一人の若者が前へと歩み出て来る。周囲の若者達が彼に向けるのは、信頼と期待の眼まな差ざしだ。

「クルト……」

　美兎は、自分の眼の前に立った青年の名を口にした。長身のダークエルフ。彼は、死んだウルムの孫息子むすこだった。クルトは美兎を見下ろしながら、

「私達はただ、戦いたいのです。祖父を……我らの長を殺した者達と。それなのに彼は、私達に戦う事を禁じました」

　そう言って、若者達の感情を代弁し始める。

「私達には戦う権利がある。それを彼は奪うばったのです。私達がミュウ様に、我々の未来をを託した事──それを逆手に取って。ミュウ様に新たな代表と認められた事は、ゲイルペインの民の総意で選ばれたのと同義だからと。そして自分だけで、勝手に戦っている」

　だから許せない。

「……長老を殺されたのです。それなのに戦う事すらできないで……悲しい祖父の魂と、我々の怒いかりは、一体どこへ行けば良いのです？」

「………………………………」

　美兎は、黙ってクルトの訴えを聞いた。彼の気持ちは、痛い程ほど解わかるからだ。だが、それを許す訳にはいかない。これまでの戦いが、水の泡あわになってしまう。

「お願い、あの人を信じて……ボクと父さんが信じたあの人を。君達を戦わせないのも、それは彼に考えがあっての事なの」

　美兎の説得に、しかし他の若者達は反発する。

「信じる？　我々の想いを無視した彼を、どうやって信じろというのです？」

「おまけに彼は、ディスディアへ攻せめ入いろうとしない。最初から本気で戦うつもりなどないんですよ。適当な戦いでお茶を濁にごせば、我々の怒りが収まるとでも思っているんです」

　そして、他の若者達も次々に「そうだ」と同意の声を上げる。

「よそ者に従う必要はない。これは俺達の戦争だ……俺達が戦うんだ！」

　暁月など信じるに値あたいしない──それが、眼の前の若者達の総意だった。だから、

「そう……」

　美兎は俯うつむいて、短く呟くと、



「──だったら、全部教えてあげるよ」



　そう言って顔を上げると、キッと眼の前の若者達を睨にらんだ。

　その迫はく力りよくに気け圧おされる彼らを前に、美兎は暁月の事を想う。

　……ごめん、秘密にしろって言われたのに……。

　だが、これ以上はもう我が慢まんの限界だった。だから真実を告げる。

「どうしてあの人が宣戦布告をしたと思う？　そうでもしないと、君達みたいな人達が納なつ得とくしないからだよ！　このまま黙って放っておけば、なし崩くずし的に戦争になるのは目に見えてる。かといってディスディアの非を訴えて、強引に和平をまとめたところで、君達は絶対に納得しない。今の君達には、ディスディアがした事を許せないから」

　暁月は、クルト達の感情を無視した訳ではない。むしろその逆だ。彼らの想いを理解しているからこそ、彼らと自分の怒りを宣戦布告という形で表明したのである。

「でも、それはディスディアも同じ……もし少しでも和平に同意する気があったなら、そもそも交渉の途とち中ゆうで襲しゆ撃うげきなんてしてくる筈がないもの。こうなった以上、今のまま交渉を続けても、そんなのは形だけの和平になっちゃう。これまでと同じようにね」

　だが、

「それでもあの人は、まだ和平を諦あきらめていないの。こんな状況になって、誰だれもがもう無理だと思っているのに……それでも真の平和を実現できると信じてる。だから敵を殺さずに戦っているんだよ。こちらが宣戦布告した戦争だけど、だからこそ敵を殺さないような無む謀ぼうな戦いを続けていれば、そこに何か意図があるって相手に伝えられるから。ボク達ゲイルペインは、ディスディアを滅ほろぼしたくて戦争を仕し掛かけたんじゃないんだって」

　そうやって相手の兵力を削そいでいけば、劣れつ勢せいになった相手の考えの中に、必ず停戦という選せん択たく肢しが浮かぶ時が来る。しかし戦争を仕掛けられた側のディスディアから、停戦を持ちかけてくる事はない。もしそんな真ま似ねをすれば、それは敗北宣言と同義だからだ。

　だがこちらから停戦を願い出れば、必ず向こうも考える。そしてその時、相手の兵を殺さずに戦ってきた事は、重要な意味を持つのだ。よしんばディスディアが意地を張っても、その時はシェルフィードやアレクラスタに説得を頼たのむ事もできる。他国からの仲ちゆ裁うさいという形ならば、ディスディアも『同盟国の面子メンツを潰さないため』という建前を使えるようになる。それは同時に、停戦を選択した彼らの面子も保ってくれるだろう。

　しかし──それでもまだ、リスクは残っている。

　だから暁月は、いざという時のための保険として決断したのだ。

「あのね……どうしてあの人が、魔王になったと思う？」

　泣き笑いにも似た表情で、美兎は告げる。それは、凰沢暁月の考えた筋書き。

「何かあった時に、全ての責任を自分一人が負うためだよ。『和平交こう渉しようが決けつ裂れつした事に腹を立てたはぐれ勇者は、平和を望む魔族を強大な力で脅おどし、新たな魔王として君臨して勝手に宣戦布告をした』ってね。もしボクが……魔王ガリウスの娘が代表になったら、それこそ相手にボク達を滅ぼす口実を与あたえる事になる。だからそうならないように、この戦争はゲイルペインの意思ではなく、自分一人の意思だったって事にするつもりなんだよ」

　さらに──暁月が魔王になったのには、別の目的もあった。

　そのまま戦争になれば、敵の一番の狙ねらいは先代の魔王の娘である美兎になる。フィル・バーネットやザッハークなどという追手が差し向けられたのが何よりの証拠だ。

　だから、暁月は自ら魔王を名乗ったのである。

　自らを危険に晒さらす事を顧かえりみず、敵の狙いが自分に集中するように。──そして、

「誰か言ってたね。彼が攻め入らないのは、本気で戦うつもりがないからだって」

　違ちがうよ。

「ウルムの時のような悲劇は、もう二度と起こさせないって……だから彼は、この里から離れないの。もし何かあっても間に合うように──いつでも駆かけ付つけられるようにね」

　クルト達が不満と疑念を抱いた、暁月の行動。

　それらは全すべて、暁月が彼らを想おもって決めた事だった。

「それでは、彼が私達を戦わせなかったのは……」

　愕がく然ぜんとなるクルトに、美兎は感情を叩たたきつける。

「そうだよ……君達が戦ったら、脅されてたなんて言い訳が通じなくなるからだよ！」

　無む理り矢や理り戦わされていたと、シラを切る事はできるだろう。だが、もしクルト達の誰かが捕ほ虜りよになって、拷ごう問もんで薬や魔法を使われて真実を知られたら、全てはお終しまいである。



    

  
    
      　だから、暁月は決めたのだ。

「君達だけじゃない……あの人は、ボクも戦ったら駄目だって……っ」

　美兎は思い出す。この話をした時の暁月を。だからもう、涙なみだを我慢できなかった。

　泣く。全ては、美兎達たちゲイルペインの民を想っての事だというのに、

「気持ちは解るが、どうか我慢してくれって。『すまない』って……そう言って、ボクに謝あやまったんだよ、あの人はっ！」

　美兎の叫さけびが木こ霊だまする。

　そして──真実を叩き付けられた若者達の反応は、誰もが同じものだった。

　彼かれらは何も言えず、ただ呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす事しか出来なくて。

　そこにあったのは、感情を爆ばく発はつさせ、興奮の余り肩かたで息をする美兎の荒あらい呼吸だけだ。

　沈ちん黙もくが周囲を包つつみ込こみ、やがて、

「何故です……どうして彼は、私達にその事を話さなかったのですか」

　目線を地面に落とし、呻うめくようなクルトの問いに、美兎は呼吸を整えて、

「この事は、絶対に相手に知られる訳にはいかないの。もし方便だとバレたら、その時は和平そのものがなかった事にされちゃうかもしれないから。だから皆には秘密にしておくつもりだったんだよ。知らない秘密を、話す事はできないからね……」

　だが、暁月を誤解したまま勝手な事を言うクルト達に、どうしても我慢できなかった。

　それでも美兎は、彼らに話して良かったと思う。自分を見るクルト達の眼からはもう、美兎や暁月に対する不信は消えていて。だから、

「もう一度言います──ボクと父さんが信じた彼を、どうか君達も信じて下さい」

　丁てい寧ねいな口調で告げた美兎に、クルト達はただ──黙って確かな頷うなずきを返す。

「ありがとう……」

　そう言って、美兎は小さな笑みを見せた。

　それは今、美兎が浮かべられる精せい一いつ杯ぱいの微笑ほほえみだった。

　瞳ひとみの端はしに浮かんだ涙を指で拭ふきながら、凰沢美兎は感じる。

　父と自分と暁月。ウルムと、そしてこのフォレストニウムに暮らす者達。

　長い時を経へて、全ての想いが今──ようやく一つになったのだと。



６



　暁月の真意を知ったクルト達は、居住地域のある中層階へと戻っていった。

　彼らの背中を見送った美兎は、やがて入浴所の中へ。脱だつ衣い室しつへと入り、後ろ手に扉を閉めると──ふっと溜ため息いきを一つ漏もらした。しかし、

「っと、いけない……」

　一瞬気を抜いてしまいそうになり、美兎は慌てて首を振った。緊きん張ちよ感うかんを失ってはいけない。今は戦時中なのだ。僅わずかな心の隙が、命取りに繋がる事もある。

　……ボクが、しっかりしなくちゃ……。

　暁月が望んだ事とはいえ、新たな魔王となった彼には、この戦争における全ての戦闘を任せてしまっている。ならばせめて美兎は、先代の魔王の娘として、自分にできる事をしようと決めていた。それが、このフォレストニウムで不安な想いをしている者達の、心の支えとなる事だ。だからこそ、クルト達のような血気盛んな者の前では、毅き然ぜんとした態度を崩さず。戦う事ができずに怯えている者達の前では、笑え顔がおを絶やさないようにしていた。　それが──今の美兎にとって、唯一できる事だったからだ。

「うん……」

　美兎は頷きを一つして、気を引き締め直す。そして、着ている服を脱ぬぎ始はじめた。

　巨大樹の幹を利用して造られた入浴所は、当然の如く全てが木でできている。自然が生んだ棚たなの一つに、美兎は脱いだ服を入れようとして──そこでふと気が付いた。

　幾いくつかある棚の一つに、服が入れられていた。先客が居た事に、美兎は軽い驚おどろきを得る。　こんな夜更けに、まさか自分以外にこの場所を訪れる者がいたとは。

　一体誰が──申し訳ないと思いながら、その服に手を伸ばして、

「え……これって……」

　思わず美兎は眼を丸くした。そこにあったのは、漆しつ黒こくの戦せん闘とう衣服だったからだ。古い時代の魔王が着ていたもののレプリカ。それを身に纏まとっている者は、一人しかいない。

　美兎は、浴室へと続く奥おくの扉を見た。その奥にいるであろう青年──暁月の事を想い、

「…………少し、だけ」

　言い訳のようにそっと呟いて、美兎は漆黒の戦闘衣服を抱だきしめた。眼を閉じると、裸はだかになった素す肌はだで触ふれた衣服から、微かすかに残った暁月の温ぬくもりを感じて。凰沢美兎は確信する。これは昼間にあった戦闘で、暁月が発した『熱』の残ざん滓しだろうと。そう思ったら、

「あ…………」

　美兎は、自分の心臓がトクンと高鳴ったのを感じた。そして段々と鼓こ動どうが速くなって。

　……どうしよう……駄目なのに。

　美兎は、浴室へ続く扉から眼が離はなせなくなる。

　──暁月が新たなゲイルペインの代表となり、ディスディアへ宣戦布告をしてからのこの十日。美兎は、暁月と一緒の時間を持っていなかった。会話もほとんどしていない。

　周囲の感情に、配はい慮りよする必要があったからだ。クルト達のように、暁月が代表となった事に反発する者は少なからずいて。そのため下手に美兎が暁月の傍そばにいると、余計に彼らの感情を刺し激げきしてしまう恐おそれがあった。暁月ばかりを頼っていると思われたり、それこそ心しん酔すいしきっていると誤解されたり。それでもし、美兎が冷静な判断を行えていないと思われでもしたら、彼らの不安や不満は一気に爆発してしまう。

　だが強大な敵を相手にしているのだ。今こそ自分達は、一つにならなくてはならない。

　そこで美兎と暁月は、なるべく距きよ離りを置く事にしたのである。しかし、

　……でも……今だけなら……。

　恐らく、次は決戦になるだろう。暁月達は、危険な戦いに赴おもむく事になる。

　ならばせめて、暁月に無事に帰ってきて欲ほしいと、伝える位はしても良い筈だ。

　美兎は、暁月の戦闘衣服を棚へ戻すと、ゆっくりと扉に手を伸ばした。

　それは、入浴所から出るための扉だ。だが今の美兎に、外へ出る気はない。だからドアの取っ手にあった鍵かぎを、そっと掛けた。カチャリと音を立てて、施せじ錠ようが行われる。

　凰沢美兎は思う。今、外と中の空間が完全に遮しや断だんされた。これでもう自分と暁月は、密室で完全に二人きりだと。

「………………っ」

　だから美兎は、ゴクリと喉のどを鳴らした。そして、今度こそ手を伸ばす。

　タオルで躰からだを隠かくしながら、浴室の扉へと向かって。



　それは、広い洞どう窟くつのような空間だった。

　ただし天てん井じようから床ゆか、そして壁かべに至るまで、その全てが木で形成されている。

　素す足あしの裏に心ここ地ち良よい樹木の感かん触しよくを得ながら、美兎は漂ただよう白い湯気を割って、奥へと歩を進めてゆく。すると程なくして、流れるお湯の音が聞こえて来た。巨大樹の幹に走っている導管──その一部を通して吸い上げられる天然の温泉。それを源泉掛かけ流ながしにして、床が大きく窪くぼんでいる場所にお湯が溜められているのだ。

　そんな自然が生んだ浴よく槽そうに、一人の青年が入っていた。

　背後の縁ふちに両りよ肘うひじを置き、完全にくつろいだ体勢でいるのは、裸の凰沢暁月だ。

　美兎が立ち止まると、暁月は予あらかじめ氣を感じていたのか、ゆっくりとこちらを見て、

「よお……どうした、そんな所に突つっ立たって」

　美兎がここに居る事が、まるで当然であるかのように話し掛けてくる。だから、

「『どうした』じゃないでしょ……キミ、解ってるの？」

　と言って、美兎は嘆たん息そく。顔を少し赤くし、躰をタオルで隠しながら、

「ここ……女湯なんだよ？」

　そう。今いま更さらだが──ここは女湯である。別に混浴という訳ではない。

　男湯は、巨大樹の幹の反対側の方にちゃんとあるのだ。すると暁月は笑って、

「馬ば鹿かだな……男が男湯に入って、何が楽しいんだよ」

「あのね、お風ふ呂ろは楽しい方が良いと思うけど──男の人が女湯に入るのは反則だよ？」

　解ってるの？　と美兎。

「こんな事してるの、クルト達にバレたら……怒おこられるだけじゃ済まないよ」

「コソコソ覗のぞきとかしてるなら問題だろうが、堂々としてりゃ問題はねえよ」

　大体、と暁月。

「男湯だと、まだ俺の事を気に入らない奴らと鉢はち合あわせになる事が多くてな。特に今は決戦前の大事な時期だ。あんまり連中を、刺激しない方が良いだろ。だから今日だけは、他の奴が来ない夜中に、女湯に入らせて貰う事にしたんだよ」

「だからって、勝手にそんな真似……」

「いや、勝手にする訳ねえだろ──五泉に頼んで、里の女達からも許可を貰ってるぞ」

「えっ……そうなのっ？」

　美兎は思わず声を上げる。自分はそんな話は聞いていない。全くの初耳だ。千影が自分に伝え忘れていた？　いや、彼女がそんなミスをするとは思えない。だとしたら、

　……わざとだ。もう、千影さんてば……。

　千影は、美兎が暁月との時間を持てずに居た事を知っていた。確かに、他の眼を気にしないで二人きりで話すとしたら、この場所はうってつけではあるが……。

　だから美兎は、取とり敢あえず千影に感謝する──戻ったら怒るが。すると、

「大体、脱衣室に解わかりやすく俺の服があっただろうが……お前だって気付いただろ？」

「う……それは、まあ」

　言葉に詰つまる美兎に、暁月は笑って、

「なら何の問題もねえだろ。ホラ、早く入れよ。そんな所にいたら、カゼ引いちまうぜ」

「う、うん……」

　本当はすぐに「無事に帰ってきて」と伝えて、戻るつもりだったのだが。暁月が余りにも堂々と女湯に入っているので、タイミングを逸いつしてしまった。

　美兎は緊張しながら頷くと、浴槽の脇わきに腰を下ろした。そして木き桶おけにお湯ゆを汲むと、肩から流して全身を清める。それから、ゆっくりとお湯の中に足を入れると、

「──おいおい、湯船にタオルを浸つけたらいかんだろ」

　にゅっと伸びた暁月の手によって、裸を隠していたタオルを奪われた。

「うわああぁぁ──っ!?」

　美兎は慌てて、ザブンとお湯の中へ。両手で胸と下を隠して、身を引きながら、

「な、なっ、何するのさ、いきなりっ！」

「湯船にタオルを入れるな。公衆浴場の基本だろうが」

「うぅ～～～っ」

　半ば説教に近い口調で言われ、美兎は恨うらみがましい眼で暁月を見た。

　……ボクが、どれだけ恥はずかしいのを我慢して、ここに来たと思ってるのさ……っ。

　美兎が顔を赤くして唇くちびるを噛かんでいると、暁月は「そんな離れてどうすんだよ」と苦笑。

「わざわざ俺が居る所に入ってきたんだ。何か用があったんだろ？」

「そ、そうだけど……でも」

「だったら、来いよ──ホラ」

　そう言って、暁月は強ごう引いんに美兎の手を取った。

「ちょっ、駄目だよ、引っ張っちゃ……ボク見えちゃうよっ」

「やかましい。だから、見えないようにしてやるんだろうが」

　抵てい抗こうも空むなしく、美兎は暁月へと抱だき寄よせられた。そして、勢いそのままにお湯の中でくるりと半回転させられる。すると暁月の足の間へ、美兎の躰がすっぽりと収まって。

「あ……」

「どうだ。これなら俺からは、ほとんど見えないから良いだろ？」

「う、うん……まあ、これなら」

　真後ろからの暁月の声に、美兎は縮こまりながら頷いた。灯とう台だい下もと暗くらしの原理だ。これなら暁月に背中を向けているので、恥ずかしさは軽減できる。それに、

　……何だか、これって……恋こい人びと同士みたい……かも。

　恥ずかしさとは別の照てれ臭くささを覚えて、美兎が小さく躰をくねらせていると、

「──で、俺に何の用だって？」

「あ……えっとね……」

　そうだ。自分は暁月に、感謝と無事を祈いのる言葉を伝えにきたのだ。

　ところが、そこで予想外の事態が発生した。

　……やっ、……胸がお湯に、浮いちゃって……っ。

　美兎の豊かな胸が、湯船に浮いてしまっていた。ただ、それだけなら別にいつもの事で。問題は暁月に強引に抱き寄せられたせいで、お湯の表面がすっかり乱れている事だ。生まれた幾つもの波は、左右の胸へ別々に不規則なベクトルを与えて。

　お湯の上で踊おどる胸が、たまらなく淫みだらだった。まるで、暁月を誘さそっているかのように。

「……ん？　どうした？」

「いやっ、何でもないよ……っ？」

　慌てて首を振ふると、余計に湯船が波立って。いよいよ収しゆう拾しゆうがつかなくなってくる。

　これでは、無事に帰ってきて欲しいと伝えるどころではない。

　……どうしよう、こんな恥ずかしい所を見られたら……っ。

　混浴の時点で、かなり大だい胆たんな真似をしているのに。これ以上、暁月を刺激するのは危険だ。躰を丸め、隠している腕から零れそうになる胸を、美兎が必死に押さえていると、

「……そういや、前から気になってたんだが」

　ふと、暁月が口を開いた。

「お前……人間とダークエルフのハーフなんだよな？」

「そ、そうだよ？　母さんが、ダークエルフで……だからボクは、ハーフエルフなの」

　と、モジモジしながら美兎。すると、

「その割には、外見は完全に人間なんだよな……耳も尖とがってないし」

　暁月は不思議そうに、

「ガリウスもお前の事を、自分の血が色いろ濃こく出てるって言ってたが……けど普ふ通つうハーフエルフってのは、人間よりエルフの血の方が強く出るもんじゃないか？」

「そうだね……でもボク、小さい頃はそうだったんだよ？」

　そう言って、美兎は自分の過去を暁月に教える。

「子供の頃のボクって……それこそリルルみたいな感じだったもの」

　ダークエルフ特有の浅黒い肌はだも、尖った耳も、美兎はきちんと母親から受うけ継ついでいたのだ。だが美兎はハーフエルフの中でも、特とく殊しゆなタイプだったのだろう。成長と共に、元人間である父親の血の方が徐じよ々じよに強く出始めて。そして、

「成長期って言うのかな……この四～五年で身体が大きくなるにつれて、急激に人間の姿に変わっていったの」

「……ふーん、成なる程ほどな」

「やっぱり、ボク……変なのかな？」

「そんな事はないだろ。お前はお前さ、何もおかしくなんかねえよ──そうだろ？」

「………………うん」

　あっさりと、自分の存在を認めてくれる暁月の言葉が嬉うれしくて。美兎は微びし笑ようを浮かべながら、小さくコクンと頷うなずいた。すると暁月が、

「──で、結局お前の用は何なんだ？」

　そうだった。自分には、暁月に伝えたい言葉があったのだ。

　だが、その前に何とかこの胸を隠さなくては……だから美兎は思わず、

「せ、背中っ……背中を流してあげようと思って」

　とっさに思いついた言い訳を口にした。すると暁月は嬉しそうに、

「へえ、そいつは気が利きいてるな……それなら一つ、頼むとするか」

　そう言って、ザバっと湯船から上がる。そしてこちらに背中へ向けると、床に腰こしを下ろして胡坐あぐらをかいた。だから美兎は、思わず安あん堵どの溜め息を漏らす。

　……良かった。これなら、裸を見られずに済むもんね……。

　ようやく安全が確保された。美兎は湯船から上がると、ゆっくりと暁月の下へ。

　そして真後ろにぺたんと腰を下ろすと、乙おと女め座ずわりで暁月の背中と対たい峙じする。

「これ、使わせて貰うね……」

　そう言って美兎は、暁月の肩にかかっている手ぬぐいを借りると、壁かべ際ぎわに置いてある野球ボール大の黒い実を手に取った。セルイユという植物の実だ。それを搾しぼる事で得られる液状の天然石せつ鹸けんを、美兎は手ぬぐいに染しみ込こませて泡あわ立だてると、

「えっと……それでは、行きます」

　少しだけ緊張した声と共に、ゆっくりと暁月の背中を洗い始めた。

　どこか痒かゆい場所がないか訊たずね、言われた場所を特に念入りに洗いながら、美兎は暁月の背中に手ぬぐいを滑すべらせてゆく。そして全てを洗い終えると、お湯で丁てい寧ねいに泡を流した。

　そして凰沢美兎は、改めて暁月の背中を見る。

　広い背中だった。

　いつも見ている筈はずなのに、間近で見ると改めて暁月の身体の大きさを感じられて。美兎は思う。自分はこれまで何度となく、この逞たくましい背中に守られてきたのだと。だから、

「……………………」

　気が付いたら美兎は、無意識に暁月の背に頬ほおを寄せていた。暁月の背中に、胸を押し付ける格好になるが構わない。恥ずかしさはなかった。

「……どうした？」

　穏おだやかな声で、こちらに背を向けたままの暁月が問とい掛かけてくる。だから、

「……今度は、大きな戦いになるんだよね？」

　そう前置きして、美兎は告げる。自然な言葉で、自分の願いを──祈るように、

「どうか無事に帰って来て──本当は、それだけを言いたかったの」

「…………そうか」

　と静かな声で暁月。そして、

「なら心配すんな、俺は絶対に死なねえよ。もし祈るんなら──」

　一息。

「──今度こそ、和平が結ばれるように信じていてくれ」



　そして長い沈黙の後──美兎はゆっくりと、暁月の背中から躰を離した。すると、

「良し──そんじゃあ、今度は俺がお前を洗う番だな」

　そう言って、暁月がいきなりこちらへと振ふり返かえった。

「うわぁぁああ──っ!?」

　美兎は飛び上がると、慌あわてて暁月に背中を向ける。自分の裸を見られるのと、裸の暁月の正面を見てしまうのとの、ダブルショックな事態を辛かろうじて回避して、

「な、なっ、何でいきなりこっち向くのっ!?」

「いや、普通そっち向くだろ……背中向けたまま洗ってやれる程、俺は器用じゃねえよ」

　苦くし笑よう混じりの暁月の声に、

「えーと……大だい丈じよ夫うぶです、ボク。自分で洗えますから」

　美兎は努めて冷静に、暁月の提案を断った。だが、内心では戦せんせ々んき恐よう々きようだ。錬環勁氣功で、体内の氣を自在に操あやつる暁月に躰を洗われるなんて──危険行こう為いにも程がある。しかし、

「何、遠えん慮りよする必要はねえよ。メリッサの娼館にいる娘むす達めたちの間じゃ、俺おれが躰を洗うとメチャクチャ綺き麗れいになるって、それはもう評判が良いんだぜ。ただまあ──」

「──知ってるよっ、どうせ無む駄だに気持ち良すぎるのが玉たまに瑕きずなんでしょっ！」

「何だ。良く解ったな……」

　拍ひよ子うし抜ぬけした暁月の声に、凰沢美兎は思う。こちとら以前、下着を買いに行った時に、暁月におっぱいの詰め放ほう題だいをされているのだ。二度と同じ轍てつを踏むものか、と。

　しかし、暁月は何を思ったのか、

「まあ、知ってるなら話は早いな……それじゃ、早さつ速そく始めるとするか」

「えっ、ちょ、ちょっと──んあぁぁぁっ!?」

　背中に暁月の手を感じたのと同時、美兎は甘あまい声を上げていた。ヌルりとした心地良い感覚が教えてくれる。暁月の手に、ソレイユの液体石鹸が塗ぬられているのだと。

　……ど、どうしよう……っ。

　躰に力が入らない。どうやら、今のだけで腰が抜ぬけてしまったようだ。かといって、振り返って暁月の手を押さえる訳にもいかない。こちらの裸を見られてしまう。だから、

「な、何で、手で直接なの……やっ、せめて……タオルぅ……、タオル使ってよぉ……」

　耐たえられないような快感に、美兎は全身が打うち震ふるえるのを感じた。ただでさえ、直に暁月に触れられているのだ。それだけでも危険なのに、石鹸のヌルヌルまで加算されては、もうおかしくなりそうだ。それなのに、

「女の躰を洗うのに、タオルなんて無ぶ粋すいなモン使えるか。あんなモンはな、邪じや道どうだ邪道」

　そう言って、暁月は問答無用で美兎の背中を洗っていった。背中に触れる暁月の手を通して、美兎は彼の氣が自分の躰に浸しん透とうしてゆくのを感じる。心地良い熱が、美兎の躰にじんわりと染しみ渡わたってゆく。そして、

「んっ……んくっ……んあっ、んぅ……んんっ」

　恥ずかしい声を出したくなくて、痛い位に唇を噛むのに……甘い声が抑おさえられない。

　だから、美兎は認める。今の自分は明らかに、以前より敏びん感かんになっていると。

　……きっと、こないだ……ホクロから、媚び薬やくを吸われた時に……ボク……っ。

　凰沢美兎は思い出す。先日メリッサの娼館で、治ちり療よう行こう為いとして暁月から刻まれた、圧倒的な快感を。美兎の心と躰の両方を優やさしく蹂じゆ躙うりんし、そして甘く征せい服ふくした愉ゆ悦えつ。覚えている……否いや、忘れられる訳がない。あの時、美兎は自分の躰が開発されたのを知った。決して戻もどれぬ禁断の扉を、暁月によって開けられたのだ。だから──凰沢美兎はもう戻れない。

「ほら、腕うで上げろ……」

「──ひあっ!?、っあぁぁぁぁっ」

　暁月の手が両りよ脇うわきへと差し込まれ、それだけで美兎は嬌きよ声うせいと共に全身を硬こう直ちよくさせた。くすぐるような指使いなのに、こそばゆさは微み塵じんもなくて。俄にわかには信じられなかった。自分が脇だけで、こんなに感じてしまうなんて。なのに甘い感覚が強すぎて、美兎はもう恥ずかしさすら感じる事ができない。だから、ぼんやりと一つの事だけを想う。

　暁月の手が──気持ち良いと。

「ああ……」

　甘い吐と息いきと共に、背後の暁月に凭もたれ掛かかると、背中全体が暁月の温もりを感じて。

　たったそれだけの事なのに、美兎は震えるような悦よろこびを覚える。

　だが、それで終わりではなかった。暁月の手が、美兎の躰の前へと伸のびてゆく。

「やぁ……前は、駄だ目めぇ……ボク、自分で洗えるよぅ……」

　美兎は思う。甘えるように背中を、暁月の胸むな板いたに擦すり付つけて。こんな、とろけそうに甘い声で──自分が口にしているのは、言葉だけの抵抗だと。だから、暁月も止まらない。

「遠慮すんな……俺の手よりお前を綺麗にできるものなんざ、この世に存在しねえよ」

　残ざん酷こくな位に優しい声で、美兎の弱々しい拒きよ否ひの言葉を打ち消した。そして、

　……あ。

　凰沢美兎は見た。暁月の手が、吸い込まれるように己おのれの胸へと沈しずんでゆき、次の瞬しゆ間んかん、

「あ──んああぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　暁月の腕の中で、美兎の躰が甘かん美びな悦びに震えた。そんな強すぎる官能が怖こわくて、切なく身をよじるのに。暁月の手に捕とらえられたままの美兎の胸は、嬉しそうにふるふると波打っていて。彼の手指の隙すき間まからハミ出した胸が、たまらなく淫らだった。

　そして、いつしか張はり詰つめた胸の先は、いやらしく泡を持ち上げていて。

　……やっ、泡が……滑るだけで……っ。

　泡が重力でゆっくり下へ流れると、それだけでもうおかしくなりそうな程に感じる。

「あ、ああっ……ん、ふっ……あ」

　甘い声で鼻を鳴らし、陶とう酔すいを深めながら美兎は思う。

　……どうしよう。

　こちらの正気を奪う、暁月の手が愛いとしい。逞しい腕に囚とらわれ、全身を支配されながら、自分の躰が暁月のものになってゆく感覚がたまらなく甘美だ。すると躰が徐々に快感を受け入れる術を覚え、次し第だいに緊張が解けて力が抜けていった。以前なら気を失うような快感を得ているのに、意識を保っていられる事実が教えてくれる。

　凰沢美兎は──もっと、淫らになれるのだと。そして、

「そういや、人間やハイエルフの耳は試ためした事はあるが、ハーフエルフのはまだないな」

　甘い熱に全身を包まれながら、美兎は暁月の言葉を聞いた。暁月の指先が、美兎の耳の輪りん郭かくをつつっと撫なでる。そして美兎の耳が、暁月の熱い吐息を感じた。

「だ、駄目ぇ……もう、これ以上はボク……っ」

　ゾクゾクするような快感に、美兎は涙なみ声だごえになる。今ある快楽すら処理しきれないというのに、さらに上から別の快楽を重ねられるなんて。だが美兎は解っている。暁月は、決して止まらないと。そして本当の自分は──その先に待つ快感を求めていると。だから、

「あ……ふっ………くっ、……んっ」

　口の中に溜まったトロリとした唾だ液えきを飲み込むと、美兎は背後の暁月を振ふり仰あおいだ。

　見る。自分の耳へ寄せられている、暁月の口と白い歯を。そしてその瞬間を、凰沢美兎は確かに目もく撃げきした。暁月の歯が、自分の耳を優しく噛んで、

「──────ッッッッ！」

　そして、今度こそ美兎の意識は真っ白になった。
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　──それから三十分後。

　凰沢暁月の姿は、フォレストニウムの巨きよ大だい樹じゆの頂上にあった。

　彷徨さまよいの森の中でも一ひと際きわ高いその場所は、昼間ならば地平線を臨のぞむ事ができる。

　だが今は深夜だ。視界の先には漆黒しか見る事はできない。

　それでも、暁月は闇やみの先にあるものを見み据すえていた。すると、

「こんな所で、一人でたそがれて……また随ずい分ぶんと青春してんな、アッキー」

　背後から呑のん気きな声がした。相手は誰か明白だ。だから暁月は振り向むかずに苦笑して、

「別に……ただ、風呂上がりに少し涼すずんでるだけさ」

「風呂上がりね……そういや、下で副会長とすれ違ったんだけどよ」

　と海堂。

「顔を赤くして、えらくご機き嫌げん斜ななめだったんだけど──何があったか知ってるかよ？」

「さて──全く心当たりがねえな」

　しれっと暁月は言い放つ。

　──あの後。暁月に耳を噛まれた美兎は、意識を飛ばしてしまっていた。すると、いつまで経たっても美兎が戻ってこない事を心配したのだろう。千影と葛葉、遥の三人が美兎を入浴所まで迎むかえに来て。だが外の扉とびらには何故か施錠されていたため、中へ入れずにいた彼かの女じよ達たちを、暁月が内側から鍵を開けて迎え入れた──全ぜん裸らで。そうしたら、遥が悲鳴を上げて逃にげ出だしたのである。そして残った千影と葛葉に、暁月は美兎の介かい抱ほうを任せた。気を失った美兎の顔には、信じられない程に艶やかな恍こう惚こつの微笑があって。それを見た葛葉が、ケダモノを見るようなジト眼をこちらに向けていたが、暁月は気にしていない。

　……ここの所、ずっと無理して気を張ってたからな、アイツは……。

　先代の魔ま王おう、ガリウスの娘むすめである美兎は、言わばゲイルペインの元王女だ。そんな自身の立場と責任を自覚した美兎は、フォレストニウムの民たみの前でそのように振ふる舞まい続けていた。何とか自分が、彼らの心の支えになれるようにと。

　だが、常に過度の緊張を自分に課した状態で十日間も過ごすなど……如何いかんせん無理をしすぎで。だから、暁月が楽にさせたのである。千影に女湯を使えるように手配して貰ったのも、そのためだ。今の美兎は、自分ができる事にとにかく必死で──そんな状態の彼かの女じよの緊張を無理矢理にでも解けるのは、暁月以外にはいなかった。

　そして暁月の思おも惑わくは見事に成功した──ただ、

　……耳だけで、あんな凄すごい事になったのは、流石さすがの俺も計算外だったがな……。

　凰沢暁月は思う。今度から美兎にお仕置きする時は、耳を噛む事にしようと。

　すると海堂が暁月の隣となりに並び、同じ地平を見ながら、

「──で、いよいよ次は本番みたいだが、勝ち目はありそうかよ」

　笑えみを浮うかべて、

「気を付けた方が良いぜ。あれもこれも欲張り過ぎると──全部失敗しちまうからよ」

　その忠告に、暁月はフンと鼻を鳴らして、

「馬ば～鹿か。これまで誰にもできなかった事をやろうとしてんだぜ、俺おれ達たちは……ここで欲張らねえでどうすんだよ」

　不敵な表情で告げる。

「戦いに勝つのも、停戦して和平を実現するのも、全部やるんだよ……最初から諦めてたら、その時点でお終しまいだろうが」

　これまでと同じでは意味がない。自分が目指しているのは、その先だ。

「だから海堂、お前にも協力して貰うからな……期待してるぜ、親友」

「便利な言葉だよな、親友ってよ……ま、アッキーの留守を守りきれなかった事もあるからな。ここは一つ、汚お名めいは早めに返上しとくとするかよ」

　と海堂は苦笑して、

「まあ戦闘の方は、単純に勝ち負けで良いんだろうが……和平となるとそうはいかねえ」

　そう言って、ふと表情を真しん剣けんなものにする。

「最後まできちんと見えてるのかよ──そこまでの道筋はよ」

「色んな要素や思惑が絡からむ問題だ……簡単にはいかねえだろうな」

　だが──だからこそ実現する価値がある。

「やってやるさ……こないだシェルフィードに行った時に、万が一の時の保険も掛けてある。何とかなるだろ」

　そう言って、凰沢暁月は不敵に笑って。

　遥はるか彼方かなたを見据えた。何も見えない闇の向こうに──和平という光を見み出いだすように。



    

  
    
      第２章《勇者のいない戦争》
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　リシャル聖教を国境に持つ、宗教国家アレクラスタ皇国。

　この国の皇都は、大地ではなく空に浮ふ遊ゆうしている空中都市アスラナーダだ。

　その最さい奥おう部ぶには、リシャル聖教の総本山があった。

　歴史ある彫ちよう刻こく形式で造られた大聖堂。その向こうに、限られた高位の教会関係者しかその存在を知らない、秘密の空間がある。

　それは、色取り取りの花が咲さき誇ほこる宙空庭園だ。

　選ばれた者しか足を踏ふみ入いれる事ができない秘密の花園。

　そこからは、アレイザードの大地を神の視点で見る事ができた。

　庭園の中央には、白いテーブルが置かれている。

　その傍かたわらにある二客の椅い子すには今、リシャル聖教のトップ２が腰こし掛かけていた。

「さて、ついに総力戦か……思ったより早かったなぁ」

　お茶の入ったカップに口を付けながら、呟つぶやいたのは教皇ヴォルクだ。

「それで──今の状じよう況きようはどうなっているのかな？」

「これまでの敗戦と、同じ轍を踏みたくないのでしょう。ディスディアは国防に必要な兵だけを残し、数十万の総軍で今回の戦闘に臨むようですわ」

　対するナンバー２、大司教のミランダは笑みを含ふくんだ声で、

「そしてシェルフィードは、前回と同様に数万の王国軍のみ。ただしその中には、ゼクス将軍だけでなく、リスティ女王やルーティエ精務長官も居るようです」

「ふむ……という事は、実質的にはシェルフィードもその総力を挙げている訳だなぁ」

　ヴォルクは楽しそうに、長い顎あご鬚ひげをしごく。

「やはり今回の戦場も、彷徨いの森周辺の中原かな？」

「──いえ、今回はゴルドノ大渓谷のようですわ」

　ミランダが告げた戦場は、彷徨いの森の東に広がる雄ゆう大だいな岩場だ。

　恐らくは谷底を進む事になるのだろうが、高い岸がん壁ぺきに囲まれた道は、複雑に入り組んでいるため、彷徨いの森への侵しん攻こうルートは限られる。大軍のディスディアは、兵を分断せざるを得ないだろう。

「恐らくはアカツキが誘い込んだのだろうが……よくバラム皇が乗ったなぁ」

「フォレストニウムが、今もなお強固な結界で包まれているせいでしょう」

　とミランダ。

「あちらを攻せめられない以上、ディスディアが狙うのは魔王となったアカツキ君です。そして彼がゴルドノを戦場に選んだなら、それに応じるしかなかったのでしょうね」

「しかし、待まち伏ぶせやゲリラ戦には適した場所だ。罠わなも仕し掛かけやすいだろう。おまけに、道みち幅はばにも限りがある。これまでは数的優位を作りやすい中原でも、アカツキ一人にやり込められてきたというのに、これでは大軍でも敗北するリスクがあるだろうになぁ」

「バラム皇も、承知の上でしょう。それでも、勝機があると考えたんですわ」

　何故なら、

「これまでの戦いで、アカツキ君は証明していますもの。この戦争はあくまで和平を実現するためのもので、戦闘ではディスディア兵を殺さないと」

　恐らくバラムは、そんな暁あか月つきの想いを逆手に取ったのだろう。自分達たちを殺す気のない相手ならば、たとえ地の利が相手にあろうとも、最終的には数で押おし切きれるだろうと。

「成る程なぁ……それで、そのアカツキは今回も一人で戦うつもりなのかな？」

「いいえ。どうやら今回は、仲間と共に戦うみたいですわね」

　リシャル聖教は、アレクラスタ国内だけの宗教ではない。アレイザード全土に信者を持っている。当然、ディスディアやシェルフィードにもだ。そのため戦場の兵士の中にも、信徒が潜もぐり込こんでいて。この決戦の状況も、リアルタイムで知る事ができていた。

　ミランダは笑いながら、

「まあ仲間と言っても、ゲイルペインの民ではなく、彼の個人的な友人のようです。恐らく、自分の世界から連れてきた者達でしょう」

「ふむ……そういえば和平交こう渉しようや試合会場にも、一人見慣れぬ少女がおったなぁ」

「ええ、彼女のような友人が何人か居るようです」

「アカツキが戦場を任せられると判断した者達だ。相当な戦力なのだろうなぁ」

　いよいよ総力戦の様相を呈ていしてきたという訳だ。ヴォルクは、からかうような口調で、

「なあミランダ。お主は、どちらが勝つと思うかなぁ？」

「決まっていますわ……そんな事は、聖下もお解りでしょうに」

　そう言って、ミランダは冷たい笑みを深いものにする。

　この戦争で勝つのは誰か。そんな事は言うまでもないだろう。

　それは暁月達を味方に付けたゲイルペインでも、ディスディアでも、そしてシェルフィードでもない。

　自分達アレクラスタだ。今回のディスディアの協力要よう請せいに対し、アレクラスタは静観という態度を取った。可能な限り争いを避さけるという、リシャル聖教の教義に則のつとって。

　それは既すでに、この戦争の先を見据えた選せん択たくだ。

　もしディスディアが勝ったならば、その勝利を不正義なものとして糾きゆ弾うだんする準備はできている。監かん視し部隊の壊かい滅めつについて、単独で第三国のエアスマリナに再調査を依い頼らいしたのは、シェルフィードだけではない。既にアレクラスタも、偽ぎ装そうの可能性があるとの報告を得ている。ディスディアは可能性にすぎないと言うかも知れないが、可能性で充じゆ分うぶんだ。民の心など、どうにでもできる。リシャル聖教の信徒は、ディスディアにも大勢居るのだ。

　逆にもし、暁月達ゲイルペインが優勢になったなら、戦局を見み極きわめてディスディアに加勢するか、もしくは仲ちゆ裁うさ役いやくを買って出るかを決めれば良い。もし状況が和平へ向かったとしても、その時世界は理解するからだ。

　アレイザードに真の和平をもたらしたのは、かつての勇者でも、魔族を打だ倒とうしようとした軍事国家でも、どっちつかずの魔ま導どう大国でもない。

　唯ゆい一いつ、最後まで非戦を貫つらぬいたアレクラスタなのだと。

「さて──各おの々おのこの戦いの先に、自分達の信じる未来を見ているのだろうが」

　リシャル聖教教皇、ヴォルク・レム・アレクラスタ世は笑う。楽しそうに。

「果たして何人が、この戦争の本当の意味を理解しているかなぁ？」
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　張り詰めた空気がある。

　息を呑のむようなその静せい寂じやくは、アレイザードの未来を決める戦場が生んだ緊張だ。

　そんな重い空気を意に介かいする事なく、凰おう沢さわ暁月は高い崖がけの上に立っていた。

　魔王の衣装に身を包んだ暁月の眼下に広がるのは、ゴルドノ大渓谷の戦場だ。

　視線の向こう側には、ディスディアとシェルフィードの軍勢がひしめいている。

　そうした状況を見据えながら、暁月は不敵な表情を浮かべて、

「ディスディア七、八十万に、シェルフィード数万ってところか。こっちに殺すつもりはないと高を括くくって、ノコノコここまでやって来たんだろうが」

　笑う。

「足りねえよ……俺を殺すつもりなら、あと百万は連れて来るんだったな」

　向こうがこちらに辿たどり着つくには、三本の進行ルートがある。

　中央、北、南の三つだ。

　そして既に千ち影かげ、葛くず葉は、遥はるか、海かい堂どうは、それぞれの持ち場についていた。

　四人には、今回の作戦を伝えてある。そして、無理をする必要はないとも。

　暁月は思う。あの四人ならば、きっと上う手まくやってくれるだろうと。

　だから、凰沢暁月は告げる。戦闘の火ひ蓋ぶたを切って落とす言葉を。

「さあ来な。お前達の敵は──魔王はここに居るぜ」
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　そして、拡声魔ま法ほうによるバラムの命令が響ひびき渡った。

「バラム・ダイ・アロン・ディスディアが命じる──全軍、進しん撃げきしろ」

　その命令を聞いたディスディア軍は、一いつ斉せいに進撃を開始した。

　先せん陣じんを切ったのは、中央ルートを進む第一軍だ。

　小さな窪みや隆りゆ起うきのある、足場の悪い大地を、数万の兵士達はひた走る。

　しかし、その進撃を遮さえぎるものがあった。

　それはどこからともなく響いた、凛りんとした声の呼よび掛かけだ。

「──忠告しますわ」

　その声を、ディスディア兵達は聞く。

「それ以上進めば、怪け我がをする事になると」

　しかし、そんな呼び掛けで止まる者は一人もいない。全速力での前進が続いてゆく。

「残念ですわ……私は忠告しましたわよ」

　すると、呟きは空から来た。

「居たぞ──上だ！」

　一人の兵士が叫び、全員の意識が上を向いた時。宙に浮かんだ少女の周りには、既に何重もの魔ま法ほう陣じんが展開していた。そして次の瞬間、辺り一帯を砂すな嵐あらしが包み込む。

「陣じん形けいを組め！　この程度の風ならば、恐れる必要はない！」

　叫び、姿勢を低くするディスディア兵達に、

「ええ……別に私も、これで貴方あなた達たちをどうこうできるとは思っていませんわ」

　少女の冷たい声が言った。狙ねらいは別にあるのだと。そして、彼らはすぐにその言葉の意味を理解する事になる。それは、あちこちから上がった悲鳴にも似た呻うめき声ごえだ。

「くっ……眼めが……っ」

　足場の悪い岩場の谷底。前進するには、当然ながら眼を開けなくてはならない。だが少しでも眼を開ければ、目め潰つぶしのように砂が瞼まぶたの中へ入ってくる。

　眼を閉じれば視界を奪うばわれ、かといって眼を開けば視力を奪われる。完全に進軍を止められた。しかし、それでもディスディア兵は諦あきらめない。

「堪えろ……これは魔法だ。いつまでも使える訳じゃない！」

「眼を閉じたままで構わない。弓隊は上空へ攻こう撃げきを行え！」

「魔法士部隊は前へ出ろ。障しよ壁うへきを張って砂嵐を遮断するんだ！」

　状況を冷静に判断し、選択したのは最善の対応だ。銃じゆうに砂さ塵じん用カバーを掛け、銃の中に砂が入り込んで使い物にならなくなるのを防ぎ。また弓は風で流れる事を考こう慮りよ。無理に当てようとはせず、的を絞らずに広こう範はん囲いを狙う事で、威い嚇かくと牽けん制せいを行う。そして魔法での攻撃は行わない。悪い視界で誤って岩がん壁ぺきを崩くずしたら、自じ滅めつするのは自分達の方だからだ。

　だが、状況は好転しない。たとえ障壁を張ったところで、砂嵐によって視界は完全に閉ざされていて。それでも、速度を落としてでも進軍を再開した時だった。

「──そう来ると思っていましたわ。それしか方法はありませんもの」

　砂嵐の轟ごう音おんの中、少女の声だけが明めい瞭りように響く。

「防ぼう御ぎよの要である魔ま法ほう使つかいを前に出したのは──失敗でしたわね」

　その言葉を耳にした次の瞬間。風速百ｍを超こえる豪ごう風ふうによって、中央ルートにいた数万のディスディア兵が、根こそぎ後方へと吹ふき飛とばされた。
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「うわー……凄いね副会長は」

　担当の北側ルートから、中央の様子を眺ながめていた五泉いずみ千影は、感かん嘆たんの声を漏らした。

　本来なら後方から遠えん距きよ離り攻こう撃げきを行ってくる厄やつ介かいな魔法士を、砂嵐をブラインドにして前に誘おびき出だすとは。そして豪風で吹き飛ばしたものの、中央ルート一帯の岩壁には、既に遥の魔法による空気のクッションが張られている。これなら、敵が死ぬような事はない。

「──っと、感心してる場合じゃないね」

　千影は正面に向き直ると、ＡＤで具現化した弓で水の矢を射続けてゆく。視線の先には、こちらを目指して駆かけて来る無数のディスディア兵の姿があった。

「そろそろ、弓だけじゃ厳しいかな……」

　だから千影は意識を集中。巨大な魔法陣を展開すると、その前面に大量の水流を生み出した。それはあっという間に濁だく流りゆうとなり、ディスディア兵達を呑み込み押し流す。

「溺おぼれる事はないから安心して良いよ。その水は触ふれるだけで、肺を通さなくても酸素を体内に取り込めるから」

　さらに遥と同じ様に、水自体にクッション性を持たせているため、岩壁への激げき突とつや兵士同士の衝しよ突うとつでも、深刻なダメージが生じる事はない。

　……それにしても。

　自分や遥が使用した魔法の威いり力よくや効果を考えながら、五泉千影は改めて思う。随分と力が上がったものだと。アレイザードに来てからしばらくの間、千影達は魔法を使用する事ができなかった。次元シフトの影えい響きようで、魂たましいと肉体の状態が安定せず、魔法を使うための意識チャンネルが上手く構築できなかったからだ。

　五泉千影は思い出す。かつて自分も異世界に召しよ喚うかんされた時、魔法の力に目覚めるまでには、しばしの時間を要したと。それは習熟としての面もあったのだろうが、あの時も今回と同様、魂と肉体の状態が不安定だったのだろう。だが異世界を訪おとずれたのが、二度目だからだろうか。千影達が取り戻した力は、これまでよりもずっと強大なものだった。

　しかも強くなっているだけではない。今までは力押しの強さだけだったものに、しなやかさのようなものが備わっていた。だからこそ、魔法で生み出した水に『酸素浸透』や『クッション』といった属性を付加する事ができるようになったのだ。

　……もっと早く、この力があれば。

　ＪＰＮバベルで、暴走した訓練プログラムのコカトリスや、フィル・バーネットの一件でも、もっと戦えていただろう。それこそ、かつて召喚された異世界バーンラクアでも、もっと何かを成し得る事ができたかもしれない。暁月のように魔王を倒したり、世界を救ったりなどという大それた事は、無理だったとしても。

　だが、五泉千影は構わない。自分は新たな力を手に入れた。

　それは暁月や美み兎うと出会って以来、求め続けていた力だ。

　足手まといにならずに、暁月と共に戦える力。親友である美兎や葛葉を守れる力。

　だから今、自分はここに立っている。彼らと共に戦っている。

「嬉しいね……」

　静かな笑みで呟いて、千影は再び前を向いた。

　視線の先には、水が引いた谷底の岩いわ肌はだが見えている。そして、そこには幾つもの土の防ぼう壁へきができていて──その陰から、ディスディア兵が飛び出した。

　千影を目指して、一気に突っ込んでくる。

　しかし次の瞬間。走っていたディスディア兵達が、いきなり前のめりに倒れ込んだ。

「な、何だこれは……？」

　いきなり平へい衡こう感覚を失い戸と惑まどう彼かれらに、千影は告げる。

「悪いね──その辺りの酸素濃のう度どを、上げさせて貰もらったよ」

　吸い込めば、激しい眩暈めまいや頭痛、吐はき気けを引き起こす。立ち上がる事はもちろん、精神の集中を必要とする魔法など、とてもじゃないが使用できない。

　──かつてザッハークとの戦いで、千影は水から水素を抽ちゆう出しゆつ・圧縮し、爆ばく発はつさせた。

　今回はそれの応用だ。

　酸素のみを抽出・凝ぎよう集しゆうし、一帯の濃度を上じよう昇しようさせたのである。

　しかし、単純に水素と酸素を入いれ替かえただけではない。水素爆発の時が「点」だとするなら、今回は「空間」だ。そのコントロールの難しさは、最も早はや比べものにならない。また酸素濃度が低ければ効果はないし、高すぎれば身体に深刻な障害を及およぼしてしまう。

　自分の力を完全に使いこなして、初めて実現できる高い次元の魔法。

　それを使ってみせた千影は告げる。

「──さて、しばらくすれば慣れると思うけど」

　苦笑して、

「悪いけれど……そのチャンスをあげる訳にはいかないんだ」

　そう言うと同時、再び大量の水を生み出し、その激流でディスディア兵を押おし流ながした。
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　ディスディア帝てい国こく皇こう帝ていバラムは、本隊の最後方で中央と北ルートの戦局を見ていた。

　どちらも苦戦を強しいられている状況を見て、それでも冷静に、問題なしと判断する。

　魔法は精神を消しよ耗うもうするものだ。暁月の氣のように体内で練り上げたり、周囲にあるものを利用できる訳ではない。いつまでも、今のようには戦えないだろう。おまけに彼女達は、こちらに死人を出さないよう細心の注意を払はらっている。当然、全力で魔法を使用する時よりも、多大な集中力を必要としている筈だ。そう長くは保たないだろう。

　……愚おろかな真ま似ねをさせたものだな。

　バラムは、遠く向こうの崖の上に悠ゆう然ぜんと立つ暁月を見据える。

　自分の下らない理想に、他ほかの者を巻き込むとは。

　その目で見るが良い──あの娘達が、自分のせいで死ぬ様を。

　バラムがフンと鼻を鳴らすと、

「陛下。まだ兵は、充分な数を残しています。南側ルートからも攻めさせますか？」

　隣に立つ、インベリアルナイトの隊長が進言してくる。

　だが、バラムは首を振った。

「向こうは道幅が最も狭せまく、より入り組んだ構造になっている。数の優位性を得られ難い所に、兵を割さく必要はない。南はシェルフィードにでも任せておけば良いのだ。我わが軍は、あくまで中央と北を攻める。兵に伝えろ。どれだけ敵の攻撃が凄すさまじかろうと、死ぬ事はない以上、恐れる必要はないと。戦えなくなった者は一度後方へ下がらせ、回復させろ」

　低い声で言い放つ。

「焦あせる事はない──時間を掛けて、ゆっくりと追おい詰つめて行け」
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　そして、それからしばらくの間、戦場は拮きつ抗こうした状態が続いた。

　攻め続けるディスディアに対し、守るゲイルペイン。

　その構図は、この戦争が始まった時から両者が貫き続けている戦い方そのものだ。

　──だが、戦闘開始から三時間が経過した頃ころ。徐々に、その均きん衡こう状態が崩れ始めた。

　ディスディア兵達が、中央と北の侵攻ラインを少しずつ押し上げ始めたのだ。

「……やっぱり、数的優位で押してきたわね」

　完全に戦場と化したゴルドノ大渓谷で、未いまだに戦せん闘とうが行われていない南側ルート。

　その周辺に陣じんを構えたシェルフィード軍の後方から、リスティは戦せん況きようを見つめていた。

　中央ルートでは、和平交渉の場や、暁月との試合で見かけたハルカと名乗った少女が。

　北側ルートでは、初めて見る──恐らくはハルカと同様に、暁月の仲間だと思われる少女が、それぞれ一人で、数万のディスディア兵の侵攻を食い止めようと戦っている。

「あの二人、私達と同等の実力の持ち主ですね……」

「そうだな。大したもんだ……あんな戦い方で良く保ってるよ」

　左右に立つルーティエとゼクスが、二人の少女の実力を冷静に称しよ賛うさんした。

　……でも。

　しかしリスティは思う。このままではやがて、彼女達は押し切られてしまうだろうと。

　ゼクスやルーティエも口にこそ出さないが、同じ見方をしている筈だ。

　無論、彼女達は充分過ぎる程に善戦している。そもそも数万の軍勢を相手にするだけでも厳しいというのに、さらに殺す事なく押おし留とどめ続けているのだから。

　だが、それを永遠に続けろというのは不可能な話である。今は押され始めたばかりで、まだ何とか均衡状態にあるが、崩れる時はあっという間だ。そうなれば、戦局は一いつ瞬しゆんでディスディアへと傾かたむく。

　……どうして動かないの、アカツキ……？

　リスティは、彼方の崖の上に立つ暁月を見る。

　状況が自分達にとって不利なものになりつつある事は、暁月も理解している筈だ。

　だが暁月は、戦闘が開始してから全く動いていない。

　恐らくは何か、策があるのだろうが──そうリスティが考えた時だった。

　俄にわかに、シェルフィード軍の前線が騒さわがしくなったのは。

「──何事だ!?」

　状況の報告を求めるゼクスの言葉に、騎き士しの一人が困こん惑わくした声を上げた。

「て、敵てき襲しゆうですっ！　南側ルートを抜けて来た単たん騎きの敵と、我が軍が交戦状態に！」

「まさか……っ!?」

　驚きよ愕うがくの表情で、リスティはバッと遠く前方の崖を仰あおぎ見みた。

　しかし遥はるか向こうの崖の上に立つ暁月は、その場を動いていない。

　予想外の事態だった。まさか暁月以外に、こんな無む茶ちやな真似をする者が居たとは。

　さらに信じられなかったのは、ようやく動いた暁月が狙ったのが、自分達シェルフィードだったという事だ。

「単騎駆けでもやるつもりか……どんな馬鹿だ!?」

　怒ど声せいにも似たゼクスの確かく認にんに、

「子供です！　小さな少女が、ゴーレムと思われる巨大な獅し子しの背に乗っています！」

「女の子……？」

「──妙みようですね」

　眉まゆを顰ひそめるリスティの隣で、ルーティエは即そく座ざに事態の不自然さを指し摘てきした。てっきり、やって来たのは暁月に負まけず劣おとらずの、無む鉄てつ砲ぽうな者だとばかり思っていたのだが、

「自分は後方から動かず、さらに女の子を一人で敵てき陣じんへ向かわせるなんて……」

「ええ、アカツキらしくないわ」

　恐らくは他のルートを防衛している少女達と、同等の力の持ち主なのだろう。しかし普通に考えて、あの暁月がこんな危険な真似をさせる筈がない。きっと何らかの策なのだ。　とはいえ流石さすがにこの状況で、その意図を汲くみ取とる事はできない。

「だったら、直接訊きくしかねえな……その理由ってヤツを」

「同感です」

　そう言って、ゼクスとルーティエが前へ出た。

　こういう形で戦局が動いた以上、もう後方支し援えんだけで済ませる訳にはいかない。

「行ってくるぜ、リスティ。何とかあの馬鹿に話を聞いてくる──力ずくでもな」

「ええ、任せたわ。でも無理はしないでね……」

　頷うなずきを返すと、ゼクスは視線を隣に送って、

「悪いが、こっちに向かってるっていう少女は、ルーに任せるぞ」

「はい。南ルートは私の方で対処します」

「良し──それじゃあグラント、陛下の事は頼たのんだ」

「はっ、お任せ下さい」

　壮そう年ねんの副官の頷きを合図に、ゼクスとルーティエは走り出した。

　駆けてゆく二人の背中へと、リスティ・エル・ダ・シェルフィードは呟いた。

「気を付けて、二人共……」

　そして視線を遥か彼方へ向けると、そっと呟く。願うようにして、

「信じてるからね──アカツキ」
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　単騎でやって来たという少女の対応へ向かったルーティエは、飛行魔法を使用した。

　急がなくてはならない理由があったからだ。

　今回、シェルフィードの将兵には、可能な限り戦闘を避けるように伝えてある。

　それは敵を殺さないように戦い続けている、暁月の想おもいに応こたえるためだ。

　──だが、かといって敵の襲しゆ撃うげきを黙だまって受ける訳にはいかない。

　あの暁月が単騎駆けを許すような少女だ。相当な腕の持ち主だろう。だとしたら、普通の兵士達が敵かなうとは思えない。相手ができるとしたら、それは自分かゼクス、もしくはリスティだけだ。

　だからルーティエ・トルムは行った。風系統とは異なる原理で発動する移動用の補助魔法は、風に乗るのではなく、風を裂さくようにしてルーティエを前へと運んでゆく。

　すると、程なくして視線の先に見えてくるものがあった。

　それは前線の兵の混乱だ。

　そして人の波を割るように、巨大な獅子が駆けて来る。その背に小さな少女を乗せて。

　だからルーティエは、宙で静止して魔まほ法うじ銃ゆうを構える。

「砲ほう撃げきします！　全員、対象から離はなれて下さい！」

　その呼び掛けを聞いた、シェルフィード兵の反応は迅じん速そくだった。とっさに空けられたスペース。その中央に残された小さな襲しゆ撃うげ者きしやへ向けて、ルーティエは魔法銃を発射する。

　甲かん高だかい放射音と共に、撃うち出だされたレーザー。それは狙った通りの位置へ、寸分違たがわず命中した。それは、こちらへと駆ける巨大な獅子──その少し前方だ。

　相手に制止を促うながす、警告の威い嚇かく射しや撃げき。しかし、少女は獅子を止めなかった。

　疾しつ走そうの勢いのままに斜ななめ前方へと跳ちよ躍うやく。そして切り立った岩壁に着地すると、そのまま水平姿勢の横走りでこちらへ向かってくる。

　……他の兵を巻き込むつもりはないという事ですか……。

　地面を走り、こちらの兵士達の傍そばを通とおり抜ぬければ、ルーティエは射しや撃げきを行えなくなる。

　だが少女はそれをせず、敢あえて不利な道を選んでいた。だからルーティエもまた、連続で威嚇射撃。すると少女は岩壁を上へ下へと移動しながら、砲撃を避けて前進を続ける。

　……仕方ありませんね。

　やはり威嚇では止まらない。だからルーティエは意識を集中した。

　魔法陣が展開し、そして魔法が発動する。しかしそれは、攻こう撃げき魔ま法ほうではなかった。

　ルーティエが唱えられる、最高レベルの防ぼう御ぎよ障しよ壁うへ魔きま法ほうだ。

　しかもルーティエは、それを自分に使用しなかった。

　展開したのは、疾走を続ける獅子の眼前だ。そして次の瞬間──轟音が響き渡った。

　眼に見えない透とう明めいの壁かべに、獅子が正面から衝突したのだ。

　そして獅子の背に乗っていた少女が、勢いそのままに宙へと投げ出される。

「────くっ」

　それでも空中で体勢を整え、少女は地面へ着地する。だがそれは、シェルフィード軍の兵士達の中央だった。そして、取り囲まれた少女の眼の前へ、ルーティエが空から舞まい降おりた。小さな少女だった。獅子の背から降りた事で、余計にその幼さが際きわ立だつ。

　……少し警けい戒かいしすぎたようですね……。

　正面の小さな少女を見据えながら、ルーティエは思う。単騎で向かってくる以上、中央や北側ルートを守る少女達と同等か、それ以上の実力の持ち主だとばかり思っていたのだが。どうやら、向こう程の強さは持っていないようだ。無論、それでも一いつ般ぱんの兵士達の手には余るだろうが、ルーティエ一人で充分に対応できる相手だ。だから、

「アカツキの仲間の方ですね。こんな無む謀ぼうな真似をしたのには、何か目的があるのでしょうが……しかし、ここから先へは行かせられません」

　静かに告げる。

「もしアカツキから何か言葉や手紙があるのなら、この場で私が預かります。ですから申し訳ありませんが、どうかここで退いて下さい。アカツキや貴女あなた達たちがこちらに対してそうしてくれているように、私達も貴女あなたを傷付けたくはありません」

　すると少女は、じっとルーティエを凝ぎよ視うししてきた。そして、

「その耳に、銀色の髪かみ──そして魔法銃。もしかして、貴女がルーティエさん？」

「ええ、そうです」

　きっと、暁月から自分の話を聞いていたのだろう。恐おそらく彼女は、こちらを信用できる相手かどうか確認したのだ。暁月の言葉を、託たくせる相手かどうかを。だが──少女が告げた言葉は、ルーティエの予想とは正反対のものだった。

「凰沢君の事を知る貴女なら、解るでしょう。悪いけど、ここで退く訳にはいかないの」

　だってそうでしょう、と少女は言う。

「貴女達と同じ様に──私達にも、譲ゆずれないものがあるから」
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　中央ルートでは、ディスディア兵による侵攻ラインの押し上げが続いていた。

　そうした状況に、七なな瀬せ遥は表情を少し厳しいものにする。

　……大分、押されてきていますわね。

　戦闘が始まって三時間。敵はこちらの攻撃に対して、対策を立ててきている。

　国土の大半が砂さ漠ばくのディスディア兵の魔法使いは、土系魔法を使用する者が多い。

　それは遥が使用する風系魔法と、対極にある系統だ。言うなれば、それは互たがいに相あい性しようの悪い関係。風による攻撃は土の壁に阻はばまれてしまう。かといって序じよ盤ばんに使用した砂嵐は、言わば不意打ちだ。周囲の砂を操る力は向こうの方が上であるため、もう通用しない。

　そうなると後は根こん競くらべだった。様々な魔法で攻撃を行い、敵がそれに対応してきたら、別の魔法で攻撃を行ってゆく。それもほぼ出だし尽つくした今、遥が行っているのは、既に敵が対応した魔法をローテーションし、組み合わせて使う事でできる時間稼かせぎだ。

　……こちらに来た兵については、大分減らしたとは思いますが……。

　しかし敵は、一度戦せん闘とう不能に陥おちいった兵を下がって休ませ、戦える兵と入れ替えている。

　このまま行けば、いずれは先に遥の体力が尽き、押し切られてしまうだろう。

　だが──七瀬遥は構わない。チラリと、遠く背後の崖の上に立つ暁月を見る。

　……信じてますわよ。

　遥は思う。戦闘の前、暁月が自分達に伝えた作戦は、信しん頼らいできるものだったと。

　だから自分は体力と気力が続く限り、任された戦場を死守するだけだ。

　そう強く心に誓ちかい、再び前を向いた時だった。視界の端はしに、遥は一つの影かげを捉とらえた。

「──なっ？」

　それは谷底にいるディスディア兵とは異なり、切り立った崖の上を走っていた。

　……一体、いつの間にっ？

　七瀬遥は焦しよ燥うそうを露あらわにする。その正体を知っていたからだ。シェルフィードの赤き剣けん王おうと呼ばれる、剣士の事を。そして彼は今、明らかに暁月を目指して走っていた。彼の実力を試合で目まの当あたりにしている遥は、この状況を危険と判断。だから、手加減はしない。

「行かせませんわ！」

　遥は一瞬で意識を集中。魔法陣を展開し、そして解き放ったのは全力のトルネードだ。

　それは宙を水平に駆け抜けた。指向性のある竜たつ巻まきが、ゼクス目め掛がけて襲おそい掛かかる。
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　崖の上を走るゼクスは、横からの竜巻が迫せまっても足を止めなかった。

　選んだのは、回かい避ひではなく迎げい撃げき。よってゼクスは、一つの動きを見せる。鞘さやから赤い長ちよう剣けんを抜き放ち、水平に一いつ閃せんしたのだ。その剣閃は風の刃を生み、迫る竜巻を上下に両断。それを見た遥が、慌てて第二波を生み出そうとするが、

「──遅おそいぜ」

　それより先にゼクスは跳躍した。眼の前に迫っていた崖を飛とび越こえたのだ。

　そして向こう側には、一人の青年が立っている。余よ裕ゆうの表情を浮かべる、凰沢暁月だ。

　だからゼクスは行った。着地と同時に、一気に疾走を再開。そして、

「おおおおおぉぉぉっっ！」

　瞬またたく間まに距きよ離りを詰め、赤の長剣で一気に暁月へと斬きり掛かかる。

　小細工のない、頭上からの振ふり下おろし。だが──暁月は動かなかった。そして、

「────────っ」

　緊きん迫ぱくの紙かみ一ひと重え。ゼクスは、ギリギリのところで剣を止めていた。

　暁月が自分の剣撃に対し、微び動どうだにしなかったからだ。それ処どころか、瞬まばたき一つしない。

　──だがそれは、余裕から来るものではなかった。

　無論、こちらが剣を止めるだろうと確信していた訳でもない。だからゼクスは、

「そういう事か……」

　呻くように呟いた。そして右手を横に振るい、剣の柄つかの先を暁月の側頭部に叩たたき込こむ。

　すると暁月は横へと倒れ込み──地面に激突すると同時、その身体が崩れ去った。

　土人形だった。頑がん丈じようさを重視する、通常のゴーレムとは根本から異なる作り。

　完璧に暁月本人に見えるよう、色や質感まで重視された精せい巧こうな人形だ。

　……一体いつから？

　ゼクス・ドルトレイクは確信する。決まっている。この戦闘の最初からだ。戦せん端たんが開かれてからずっと、この人形はここに置いてあったのだから。ならば──最初から戦闘に参加していなかった？　まさか。あの暁月が自分だけ逃げる筈がない。だとしたら、

「あの野や郎ろう……っ」

　完全に手玉に取られた形。ゼクスは、背後の戦場を振り返る。

　間ま違ちがいない。今この瞬間──この戦場のどこかに暁月が居るのだ。
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　──崖の上に居た暁月は、人形だった。

　その事実は、ゴルドノ大渓谷における全すべての戦場を震しん撼かんさせた。自分達が倒すべき敵を見失った──それは全ての兵士達の心を激しく動どう揺ようさせる。そして、その動揺は戦場の全てに行いき渡わたり、南側ルートのルーティエ・トルムの下へも届いていた。

「アカツキがいない……？」

　小さな少女と対たい峙じしていたルーティエが、眉を顰めてそう呟いた時だった。



「いいや──俺ならここに居るぜ？」



　聞き覚えのある声がした。

「────っ!?」

　ルーティエがギョッとなると同時、その事態は起きた。

　周囲のシェルフィード兵達が、一斉に気を失って地面へ倒れ込んだのだ。

　だからルーティエ・トルムは、今度こそ驚愕する。

「一体、いつの間に……」

　呆ぼう然ぜんと零こぼれた呟きに、返って来たのは言葉ではなく不敵な笑み。

　いつの間にか眼の前──小さな少女の隣に。悠然と、凰沢暁月が佇たたずんでいた。
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　暁月が南側ルートに姿を現した。

　その情報は、即座にディスディア軍本ほん隊たいにいるバラムの耳へと届いた。

「剣士隊と魔法士隊は、南側ルートへ向かえ！」

　バラムの隣に立つ、インベリアルナイトが叫さけぶ。それは当然の判断だ。しかし、

「いや──その必要はない」

　その命令を、淡たん々たんとバラムが撤てつ回かいする。そして、

「北側ルートに大たい砲ほうを打ち込め」

「……は？　いえ、ですがあそこは敵の魔法で、一帯の酸素濃度が上昇しています。そんな場所に火薬を打ち込めば、大だい爆ばく発はつが……」

「そうだ。だから良いのだ。南側ルートに奴が居るという事は、今の奴がどれだけ急いでも、北へ回るには時間がかかる。ならば、今が北側を制圧する最大のチャンスだろう」

「ですが、それでは我が軍にも被ひ害がいが……せめて魔法士隊に伝令で、防護障壁を──」

「ならぬ。わざわざ敵が警戒する隙すきを与あたえてどうするのだ。敵がこちらを殺すつもりがないからといって、勘かん違ちがいするな。これは戦争だ。多少の犠ぎ牲せいは止やむを得えまい」

　バラム・ダイ・アロン・ディスディアは、静かに告げる。

「爆発と崩ほう落らくが収まり次し第だい、後方の部隊を突とつ撃げきさせろ────撃て」

　その命令と同時、ディスディアの数十門の大砲が一斉に火を噴ふいた。

　──そして数瞬しゆん後。

　北側ルートその物を吹き飛ばすような爆発の衝しよ撃うげきが、ゴルドノ大渓谷全体を震ふるわせた。
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　爆発で空間を焼き、その衝撃が引き起こした岩壁の崩落は、北側ルートを壊滅させた。

　崩くずれ落おち、巨大な岩が地面に衝突した事で、周囲一帯を砂すな煙けむりが包つつみ込こむ。

　──そして砂煙が晴れた時、姿を現したのは悲ひ惨さんな戦争の現実だった。

　それまでの激げき闘とうがまるで嘘うそのような静寂。そこにあるのはただ、瓦が礫れきの山だけだ。

　突とつ然ぜんの爆発と崩落に対応できた者はいない。数万の兵士を相手に意識を集中していた少女にも、少女と必死に戦っていたディスディアの兵士にも、それは不可能だった。

　双そう方ほうが倒れ、瓦が礫れきに埋うもれた北側ルートで、それでも戦争は終わらない。

「どうだ──居たか？」

　砂煙が収まると、後方に居たディスディア兵達による捜そう索さくが開始された。

　当然味方は後回しだ。まずは敵少女の死亡を確認しなくてはならない。彼らは土系魔法を使用して、瓦礫の撤てつ去きよ作業を行ってゆく。すると程ほどなくして、

「居たぞ──こっちだ！」

　撤去された瓦礫の山の下から、倒たおれ臥ふした少女が発見された。ボロボロになっているが、身体から出血はしていない。どうやら岩に潰つぶされて圧死という最悪の死に方はしなかったようだが、最早生きてはいないだろう。それでも、念のために脈を調べようと、一人の兵士が首筋に手を伸のばして触れた。と同時──少女の身体が土になって崩れ落ちた。

「な……っ？」

　一瞬何が起きたか解わからず呆然となった兵士達は、だがそれ以上何も考えられなかった。

　突とつ如じよ、地面から水柱が噴ふん出しゆつ。そのまま巨大な竜りゆうへ姿を変え、彼らを呑み込んだからだ。

「あ、あれは……」

　辛かろうじて水竜の攻撃から逃のがれた兵士達は見る。その竜の背に乗る、少女の姿を。

「悪いけど──そんな簡単に倒される訳にはいかないんだよ」

「そ、そんな……」

　少女の苦くし笑ようを目の当たりにしたディスディア兵は、眼の前の光景に打ちひしがれる。

　敵を倒しきれていなかった。その事実は、彼らを呆然とさせるには充分で。

　だが、それ以上の絶望をディスディア兵達は味わっていた。何な故ぜなら敵少女は、一人ではなかったからだ。竜の背にいたのは、二十人の少女。しかし、仲間が他に居た程度では、彼らはここまで動揺しない。竜の背の少女達は、全員同じ顔で同じ姿をしていた。

　──それが意味するものは何か？

　それは先さき程ほど、倒した筈はずの少女が土になって崩れ落ちた事が証明している。

「それじゃあ、俺達が必死になって戦っていたのは……」

　だが、その答えを口にできる者はいない。認めたくなかったからだ。

　数時間を掛けて必死に戦い、多くの犠牲を出して、彼らがようやく倒した敵は。

　敵の姿を模して作られた、一体の土人形でしかなかったのだと。
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「あれは──貴女の仕し業わざですね」

　北側ルートで起きている状況を知り、ルーティエは、暁月の隣に立つ少女を見た。

　すると少女は、肯こう定ていの頷うなずきを返してくる。ルーティエの推測は間違っていないと。

「ええ……あれは私の魔法で作った『傀儡くぐつ』よ。本人の魔まり力よくを通した髪を媒ばい介かいにする事で、彼かの女じよ達たちの意思で動かせるだけでなく、媒介を通して魔法も発動させられる」

　カラクリを知らされたルーティエは呟く。

「彼女達──ですか」

　という事は、中央ルートで戦っている、あのハルカという少女も傀儡という事だろう。

　その推測が正しいとばかりに、

「そうよ……本当の彼女達は、私と一緒に離れた場所に居る」

　少女は自身の胸に手を当て、自らもまた傀儡である事を教えてくる。

　……道理で、大した力がなかった筈です。

　ルーティエは、ようやく理解する。先程、獅子の背に乗っていた少女に、他の少女のような強さがなかった訳を。当然だ。彼女はあの時、暁月の精巧な土人形の形状を維い持じし、さらに自身と他の少女達の傀儡まで生み出していたのだ。とはいえ、水竜の上に立つ二十体全てが、魔法を使用できる傀儡ではないだろう。幾いくらなんでも、そう何体もの傀儡を同時に維持できる訳がない。恐らく本物は一体だけで、残りはダミーの人形だ。すると、

「良く考えれば解るだろ。そりゃ俺おれは、この戦争で敵は殺さずに倒すって決めたけどよ」

　暁月が笑いながら告げて来る。それは暁月が仕組んだ、この戦いの真相。



「そんな危ない戦いで──この俺が、自分以外の女を危険に晒さらす訳がねえだろ」



　暁月の言葉を聞き、ルーティエは思う。確かにそれは真実だろうと。つい先程自分も、眼の前の少女が単騎でやって来たのを聞いて、暁月らしくないと思ったのだから。

　だが、そうすると納なつ得とくできない事が出てくる。それは、

　……ならば、どうして暁月はここに？

　少女は言った。傀儡は、本人の魔力を通した髪が媒介だと。それは彼女が土系統の魔法によって、傀儡を生み出しているからだ。しかし暁月は魔法を使えない。たとえ彼の氣を髪に通しても、魔法とは根源が異なる以上、傀儡を作り出す事はできないだろう。

　よって必然的に──眼の前の暁月は、傀儡ではなく本人という事になる。

　だが眼の前の少女が傀儡である以上、暁月がわざわざ彼女を守る必要はない。

　だとしたら暁月がここにいる理由は何だ？　この戦争を終わらせるには、バラムを止める必要がある。ならば暁月はここではなく、ディスディアの本隊へ向かうべきだろう。

　だが暁月はそれをしなかった。そして今、戦略的に重要ではないこの場所に居る。

「──俺がここに居る事が不思議か？」

　ふと。まるで自分の心を見み透すかしたような暁月の言葉を、ルーティエは聞いた。

「まだ解らないのか、ルー……この場所に何があるのか」

　すると暁月が笑いながら「なら教えてやるよ」と言うと同時。暁月の姿が掻かき消えた。

「─────っ!?」

　慌あわててルーティエは身構えようとして──しかし、それより先に真横へ気配が出現。

　こちらの肩かたに手を置いて、

「俺の目的はな、ルー……お前だよ」

　その言葉をルーティエの耳が聞いた次の瞬間、首に軽い衝撃が走って。

　そしてルーティエの意識は、深い闇やみに包まれた。
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　暁月が繰くり出だしたもの。

　それはルーティエを傷つける事なく、彼女の意識だけを奪う優やさしい手刀だった。

　そして、自分の腕うでの中で意識を失っているハイエルフから、葛葉へと視線を移して、

「それじゃあ委員長……計画通り、早さつ速そくルーを連れてフォレストニウムへ戻もどってくれ」

　凰沢暁月は告げる。

「僧そう侶りよ系のコイツは、上級の回復魔法を使える。リルルの事もきっと治せる筈だ」

「ええ、解ったわ……」

　頷くと同時、葛葉の傀儡が崩れ落ち、獅子のゴーレムへと姿を変えた。

　ルーティエをフォレストニウムへ運ぶための、最速の移送手段として。

　──これが、この戦闘における暁月の作戦だった。リルルを回復させる。それは葛葉との約束であり、また暁月自身の望みでもあって。だからこそ、この状況を作り出すための策を講じたのだ。中央と北側ルートに、ディスディア兵を釘くぎ付づけにしたのも。自身の土人形をわざと目立つ場所に置いて、意識をそちらへ向けさせたのも。葛葉一人で、シェルフィード軍へと突っ込ませたのも。全ては、確実にルーティエを捕とらえるためだった。

　暁月は、獅子のゴーレムの背にルーティエを乗せて、

「丁てい重ちように運んでやってくれ……コイツは俺の大切な仲間なんでな」

　そう告げると、葛葉の了りよう承しようを伝えるように獅子は頷き、南側ルートを逆走し始めた。

　あの速度なら、すぐにフォレストニウムへと戻れるだろう。

　だから暁月は思う。これで一つ、この戦闘での目的を果たしたと。ならば、

「さて──それじゃ、そろそろ俺も行くか」

　そう言って、暁月は跳ちよ躍うやくした。この戦闘におけるもう一つの目的──ディスディア軍を壊滅させるために。七～八ｍの幅はばがある左右の岩壁を、暁月は交こう互ごに蹴けって足場にしながら崖上へ。そしてまず向かったのは、隣りん接せつする中央ルートだ。

「──副会長！」

　暁月の呼び掛けに、少し離れた空に浮かんでいた遥がこちらを見る。

　作戦の第一段階は成功した──暁月が頷きでそれを教えると、

「────」

　彼女は一瞬だけ表情を明るくしてから、こちらに頷きを返すと、一つの魔法を中央ルートに向かって展開した。ルート上の岩壁に、改めて風のクッションを張ったのだ。

　そして遥は持ち場の中央ルートを離れて、北側ルートへと飛んでいった。向こうで戦っている千影の応おう援えんに行ったのである。全ては、当初からの作戦通りに。

　だが中央ルートには、まだディスディア兵が残っている。その相手をするのは誰だれか。

　決まっている。だから、凰沢暁月は崖の上から飛び降りた。

　そして、轟音と共に谷底へ──中央ルートへと降り立つ。

「なっ──!?」

　突然上から降って来た暁月に、ディスディア兵達は怯ひるんだように腰こしを引いた。

　そんな彼らに、暁月は不敵な笑みと共に告げる。悠然と、

「どうした、来ねえのか……お前らが倒したい魔王様が来たんだぜ？」

　そう言って、そのまま前へ出ようとした時だった。

「アカツキィィィィィィィ──っ！」

　暁月を呼ぶ叫びが、背後から降ってきた。ゼクス・ドルトレイクだ。土人形を破は壊かいした場所から、こちらを見つけて飛び降りたのだろう。だが、暁月は振ふり返かえらなかった。

　──そして。

　甲高い金属音に阻まれ、ゼクスの剣はあと一歩という所で暁月には届かなかった。

　二人の間に、割って入った青年が居たからだ。

「────っ！」

　慌てて距離を取るようにして、ゼクスが背後へと飛とび退すさり地面へ着地する。

　すると青年は、両手のナックルアーマーを交差した防御姿勢を解いて、

「ふっ……見たかよアッキー。このタイミングで登場とか、俺バッチリじゃねえ？」

「何言ってやがる。今まで何にもしてねえんだ。キリキリ働けお前は」

「ちぇっ。本当は感謝してるクセに、アッキーはツンデレでいけねえよ」

「おい海堂──」

　軽口を叩く海堂に、暁月は振り返る事なく告げる。真剣な声で、前だけを向きながら、

「──そいつの相手は任せたぞ」

「ああ──引き受けた」

　互いに背中で会話を済ませた後。

　暁月は黒の魔ま剣けんを具現化すると、ザッと一歩前へと足を踏み出した。

　数万のディスディア兵に対し、はっきりと宣言する。

「時間がもったいねえからな。覚かく悟ごしろ──あっという間に駆かけ抜ぬけてやる」
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　背後で連続して上がり始めた衝しよ撃うげ音きおんと、ディスディア兵達の叫びを聞きながら、

「さて、と……」

　海堂元もと春はるは、改めて正面へ意識を向けた。視線の先に立つゼクスを見み据すえながら、

「残念だったな……アッキーと戦いたかったんだろうけどよ」

　フッと笑って、

「悪いがここから先は、この俺が────おおっ!?」

　しかし喋しやべっている途とち中ゆうで、海堂は慌てて首を横へ捻ひねった。その鼻先を、赤い長剣の切っ先が通り過ぎてゆく。前まえ髪がみの数本が舞うようにして落ちてゆくのを見ながら、

「こ、怖こえぇ……喋ってる途中の奴の顔、思い切り突ついてくるかよ？」

「どうせ傀儡なんだろうが。これ以上、時間稼ぎに付き合ってられるか」

　フンと鼻を鳴らすゼクスに、海堂はブンブン首を振って、

「ふざけんな、俺は本物だ！　ドタマなんか串くし刺ざしにされたら、死ぬっつーの！」

　葛葉の力では、傀儡は三体までしか同時に生み出せない。そのため暁月は、遥と千影、そして葛葉本人に傀儡を使用させた。当然、残る海堂は生身の本物だ。すると、

「死ぬのが怖こわいのなら、さっさとそこを退くんだな……」

　そう言ってゼクスは淡々と、

「さもないと、この次は容よう赦しやしな──ぐっ!?」

　だが、最後まで言う事はできなかった。海堂が繰り出した拳こぶしが、ゼクスの胴どうを殴おう打だしていたからだ。鎧よろいの上からの衝撃に、地面を滑すべるようにして後方へ下がったゼクスへ、

「おいおい。話の途中で人を攻撃しておいて、何自分は呑のん気きに喋ってんだよ──」

　海堂はハッと笑って、

「──舐なめてんのか、お前？」

　すると、

「舐めてるのはどっちだ……そんな丸まる腰ごしで、俺とやるつもりか？」

　そう言って、ゼクスは剣を構える。対する海堂は、やれやれと嘆たん息そくすると、

「仕方ねえだろ……任されちまったんだからよ」

　それに、と言って表情を真ま面じ目めなものへと変えた。

「こっちは一回、任されてたガキ共を一人守れなかったんだ。二度目はねえよ」

「そうか……お互い譲れないなら、仕方ないな」

　と、ゼクスは諦めたように、

「悪いがこっちも、アカツキ以外の奴と戦っている時間はなくてな──押し通るぞ」

　そう言い終えるや、海堂へ向かって斬り掛かってきた。

「おっと……ととっ」

　次々に繰くり出だされる斬撃を、海堂は紙一重で避けてゆく。

　鋭するどい剣撃だ。ＡＤで具現化したナックルアーマーで受けるのは危険すぎる。先さき程ほど暁月への攻撃を受け止められたのは、あくまで背後からの一いち撃げきだったため。ゼクスが本気でなかったからだ。わざわざ声を出して自分の存在を報しらせていた事が、それを証明している。

　しかし、今は本気だ。下手に受けようとすれば、こちらの腕が飛ぶ。

「逃げるのが上手いな……大したもんだ」

「死にたくねーからな」

　こちらへ剣を振るうゼクスの言葉に、海堂は軽口を返した。

　とはいえ剣筋は本気だが、ゼクスの攻撃に海堂を殺そうとするものはない。

　……恐おそれ入いるぜ……全く。

　海堂は感心する。ゼクスに斬られても、海堂の体から血が流れる事はないだろう。恐らくは、骨折して意識を失う位だ。ゼクスは峰みね打うちが不可能な洋剣で、対象を斬らない剣撃を繰り出していた。達人の技わざ──海堂が避よけるのを止めれば、ゼクスは一撃で海堂の意識だけを断たち切きるに違いない。この場合はむしろ、下手に避ける方が危険なのだろう。

　当然ナックルアーマーでの拳や、蹴撃による攻撃も避けた方が良い。

　……かといって、ここで寝ねる訳にもいかねえしなあ……。

　任されたのだ。暁月に──ゼクスの相手をするようにと。

　そして、自分はそれを引き受けた。ならば、最低限の仕事はするべきだろう。

　だから海堂元春は反はん撃げきに出た。と同時、

「ぐっ──!?」

　突然ゼクスの体が、何もない真横の空間からの衝撃で吹っ飛んだ。

　辛かろうじて体勢を立て直し、足から着地したゼクスがこちらを見て、

「不可視攻撃だと……物理系魔法か」

「さあ、どうだろうな……」

　海堂は悠然と笑いながら、

「まあ、気にすんなよ。それが解る頃ころには──お前は俺に負けてるからよ」

　そう言うや、離れた場所にいるゼクスへ遠距離攻撃を開始した。

　上下左右前後のあらゆる方向から、不可視の連続攻撃を行う。しかし、

「ちぃぃっ……！」

　ゼクスは剣を振り、フットワークや体たい捌さばきを駆く使しして、海堂の攻撃を避けてゆく。

「おお、凄えな……やるじゃんかよ」

　恐らくこちらの呼吸や目線から、タイミングやある程度の方向を読んでいるのだろう。

　大したものだ。これまでもこうして、魔法を使えないハンデを補ってきたに違いない。

「まあ大たい抵ていの奴が相手なら、それで何とかなったんだろうが……」

　海堂は笑う。悪いが自分は、これまでの相手とは訳が違うと。

「残念だったな──呼吸や目線で攻撃を読む奴は、これまでにも居たんでよ」

　だから海堂は攻せめ方かたを変える。戦闘で相手の呼吸を読んで戦う、一定レベルの敵に有効な戦法へと。それは呼吸や目線を、フェイントにした攻撃だ。

　すると海堂の目もく論ろ見み通り、徐じよ々じよにゼクスがこちらの攻撃に被ひ弾だんし始める。

「……っ、くっ……がっ!?」

「へえ……それでも何発かは避けるのか。経験に裏打ちされた勘かんってヤツかよ」

　だがこうなった以上、海堂の絶対的な優位は揺ゆるがない。確かに剣の腕は大したものだが、ゼクスは魔法を使えないのだ。最早、恐れるに足らない。

　……アッキーのダチらしいし。さっさと倒してやるとするかよ。

　そう海堂が思い、一気に攻めきろうとした瞬しゆ間んかん、

「──舐めるなよ」

　低い声と共に、キンと甲高い音がした。

　……っ、やべえっ!?

　反射的に海堂は右へ回避。と同時、背後にあった岩山が上下真っ二つに切れた。

　その切断面は、輝かがやく程に鋭えい利りで。思わず海堂は「げ」と嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。すると、

「生あい憎にくだったな……剣士にだって、不可視の遠距離攻撃はあるんだよ」

　剣を振りぬいた体勢で、ゼクスが告げてきた。

　海堂は理解する。今の攻撃は、こちらの眼にも留まらぬ速さの剣閃だったのだと。

　あの甲高い音は、恐らく剣撃で生み出された風の刃が、音速を超えたのだ。そして、

「お前の攻撃と俺の剣──どっちが速いか試ためしてみるか？」

　そう言って再びゼクスは構えを取った。

「あれ……ひょっとして形勢が不利になってないかよ？」

　困ったように頬ほおを掻かいた海堂は、ふと人差し指の先に濡ぬれた感かん触しよくを得た。

　見る。そこにあったのは、紅あかい色しき彩さい──血だ。だから、

「へえ……」

　海堂はスッと眼を細めた。そして、その瞳ひとみに危険な色を宿して告げる。笑いながら、

「面おも白しれえ──良いぜ、ちょっとだけ本気を出してやるよ」
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　ゼクス・ドルトレイクは、周囲の空気が張はり詰つめてゆくのを感じた。

　理由は明白。眼の前の青年から来るプレッシャーが、一気に増大したのだ。

　……長引かせると、こっちが不利だな……。

　敵の攻撃は、得体が知れないものだ。次を喰くらえば、どうなるか解らない。だが、こちらの超ちよ音うお速んそくの剣撃も回避は不可能だ。相手が何かをする前に倒す事ができる筈。

　……とはいえ、殺さないようにしないとな……。

　ゼクスは剣の柄を握にぎる手に力を込めた。すると赤い剣身が微かすかに光り始める。それは魔剣の輝きだ。後はこれを振りぬくだけで良い。相手を斬る──そうしたゼクスの意志が、そのまま相手の精神に直接作用する剣気となって、敵へ向かって飛んでゆく。

　それは、あらゆる防護障しよ壁うへきを貫かん通つうする攻撃。魔法を使えないゼクスが、赤き剣王としてアレイザード中に名を馳はせた理由がこれだ。

　だから──後は、先手必勝あるのみ。

「喰らえ──！」

　気合と共に、ゼクスは赤い長剣を振りぬいた。放たれた剣気が、一瞬で相手に到とう達たつ。

　そのまま意識を断ち切る──その筈だった。だが、

　ギィィィィィィン！

　振りぬこうとした剣が、金属音と共に宙で止まった。

「──何っ？」

　ゼクスは驚おどろきの声を上げる。赤い長剣が、剣気を放つ寸前の所で止められている。

　手に返る反動があった。それは、受け止められたという感触だ。そして次の瞬間、

「なっ……くっ、これは!?」

　突如身体の自由を失い、ゼクスは地面へと倒れ込んだ。そして気付く。自分の身体に起きた異常と、相手の不可視攻撃。さらに自分の剣を受け止めたもの──その正体に。

　それは物理魔法ではなく、

「こいつは……鎖くさりか！」

「──ご名答」

　そう言うや、青年はパチンと指を鳴らした。

　すると、ゼクスの身体に巻きついていたものが可視化する。それは銀色の鎖だ。

「悪いな──国のために、何としてもアッキーと戦いたかったんだろうが」

　そう言って青年は笑って。そしてゼクスは、信じられない言葉を聞いた。

「でもアンタ──アッキーに負けるつもりだったろ？」

「………………っ！」

　思わず息を呑む。それは誰にも話していなかった、ゼクスの企たくらみだったからだ。

　将軍であり、兵士達の精神的な支柱である自分が負ければ、兵は間違いなく浮うき足あし立だつ。よって、自分の敗北がシェルフィード軍を退かせる建前になると考えたのだ。そして同時に、改めて暁月の強さを証明する事にもなる。それは自身の圧あつ倒とう的てきな力を示す事で、ディスディアに停戦と和平を呑ませようとしているであろう、暁月の助けにもなる。

　だからこそゼクスは、暁月と戦う事に固こ執しつしたのだ。

「だが、今アンタに怪け我がをされる訳にはいかねえよ。もうこっちは、女王の片かた腕うでのハイエルフを人ひと質じちにしてるんだ。軍を引く建前は、彼かの女じよが捕ほ虜りよになってるってだけで充分だろ」

「まさか……読んでたってのか、あの野郎──俺の考えまで」

「そうだろうな。俺をアンタにぶつけた事が、それを証明してるだろ」

　そして、

「──ホラ、来たみたいだぜ」

　そう言うなり、青年はいきなり背後へと大きく飛とび退すさった。

　すると、それまで彼が立っていた場所へ、無数の風の刃が突つき刺ささる。

「まさか……っ」

　ゼクスは空を仰あおぎ見た。そして確認する。南側ルートを抜けて、こちらへ向かって飛行魔法で一直線に飛んでくる存在。魔法杖を構えた、リスティの姿を。

「馬ば鹿か野や郎ろう……っ！　何で来たんだ！」

　ゼクスが迂う闊かつだと咎とがめると、眼の前へ降り立ったリスティは、

「そっちこそ──無茶するなって言った筈よ！」

　一歩も引く事なく、ゼクスに言葉をぶつけて来る。既にゼクスと戦っていた青年は、姿を消していて。リスティは、念のため周囲に敵の姿がない事を確認しながら、

「良いから見せて、今鎖を──」

『あー残念だけどよ……その鎖は、アンタでも消せないと思うぜ』

　しかしふと、どこからともなくあの青年の声がした。

　ゼクスはリスティと共に、その言葉を聞く。

『だが心配いらねえよ。そいつはしばらくしたら消えるから』

　まあ、

『その時には多分──この場所での戦闘は終わっていると思うけどよ』
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　七瀬遥から、担当を引ひき継ついだ中央ルートの戦闘が一段落していた。

　凰沢暁月が、その半分までを十数分で駆け抜けたのだ。

　その圧倒的な強さに、展開していた残りのディスディア軍は一時撤てつ退たい。

　僅わずかな時間で、暁月は中央ルートをほぼ制圧する事に成功していた。

「さて、どうすっかな……」

　黒の魔剣を肩に担かつぎながら、暁月は思案する。

　残っているのは北側ルートとディスディア本隊だ。千影達たちの応援へ行くか。それとも先に本隊を叩いて、一気にこの戦闘を終わらせるか。

　……ま、念のため北の様子を見ておくか。

　凰沢暁月は即座に決断。そのまま行動に移そうとして、

「おーお、凄えなこりゃ……」

　ふと背後から呑気な声がした。振り返ると、頭の後ろで手を組んだ海堂が立っていて。

　左右の岩がん壁ぺきへ吹き飛ばされ、気絶した無数のディスディア兵達を見ながら、

「派手にやったなあ。ここまで敵は全員気絶してて、しかもアッキーが通った場所以外は足の踏ふみ場ばがないとか、どんなモーゼ無む双そうだよ」

「別に、大した事はしてねえよ……俺はただ、駆け抜けただけだ」

　と笑いながら暁月。

「──で、片付いたのか？」

「ああ。頼まれてた赤毛将軍は、しばらく動けないようにしといたぜ。女王様が迎むかえに来てたから、しばらくしたら二人で退たい避ひするだろうよ」

「そうか……」

　ゼクスとリスティが一緒なら安心だ。一人なら感情に任せて暴走する可能性もあるが、二人ならそうはいかない。自分勝手な真似は、もう一人の迷めい惑わくになるし、ひいては相手を危険に晒すからだ。あの二人が一緒なら、無茶な行動の抑よく止し効果が望める。

　……この戦闘ではもうこれ以上、アイツらが戦う必要はねえからな……。

　そう。ここから先は、暁月が戦えば済むのだ。

「良し──行くか」

　そう言って、暁月が駆け出そうとした時だった。激しい轟音と共に、ゴルドノ大渓谷が振しん動どうした。その重低音が、大気が激しく殴打された事を教えてくれる。

「アッキー……今の」

「ああ。北側ルートだ──行くぞ」

　交かわす言葉はそれだけ。暁月と海堂は、中央ルートの岩壁を蹴るように登り始めた。

　あっという間に崖がけの上へ到とう着ちやくし、そのまま全速力で北側ルートを目指す。

　そして現場に到着した暁月と海堂は、断だん崖がいの上から谷底の北側ルートを見下ろした。

　戦闘が終わっていた。そこには最早、千影や遥が操あやつっていた傀儡の姿はない。

　そして、彼女達が戦っていた筈のディスディア兵達の姿も。

　ただ一人──佇むようにして立つ金色の鎧よろ騎いき士しを除いて。

　……アイツは確か……。

　暁月は、その姿に見覚えがあった。

　間違いない。和平交こう渉しようにバラムやアルフォンスと共に来ていた騎士だ。

「アッキー──奴だ」

　海堂の静かな声。それが全てを教えていた。視線の先に居る者こそが、フォレストニウムの悲劇を生んだ鎧騎士なのだと。すると、まるで海堂の声が聞こえたかのように、鎧騎士がこちらを見上げてきた。数十ｍの高低差をもって、互いが互いを認にん識しきする。

　だからもう──激げき突とつは避けられない。

「やっと会えたぜ……」

　暁月は、グッと拳を握にぎり締しめる。

　……テメエか……。

　ウルムを殺し、リルルを傷付けたのは。美兎や葛葉を泣かせ、リスティ達シェルフィードを苦しめたのは。自分達の目指した和平を──卑ひき怯ような真似で踏みにじったのは。

「手ぇ出すなよ、海堂……」

　自然と低い声が出た。そして暁月は、黒の魔剣を手に前へ出る。

「あの野郎は──俺が潰す」

　そして、そう言うと同時。暁月は地面を蹴ると、崖から谷底へとその身を躍おどらせた。



　谷底の鎧騎士へと急降下をしながら、暁月は黒の魔剣を構えた。

　小細工はしない。錬れん環かん勁けい氣き功こうによって上じよう昇しようした身体能力に、落下の勢いを乗せて剣を振り下ろせば、そこに最大の攻こう撃げき力りよくが生まれる。

　急速落下は、一呼吸の間に暁月と鎧騎士との間にあった距離を縮めて、

「おおおおぉぉぉぉらぁぁぁぁぁっ───っ！」

　暁月は勢いそのままに、全力の剣撃を繰り出した。

　しかし、暁月を迎え撃つ体勢の鎧騎士は、その攻こう撃げきを避よけようとはしなかった。

　ただ──スッと無造作に、剣を水平に掲かかげてみせたのだ。そして、

　ガキィィィィィィィィィィィィィィン！

　耳をつんざくような金属同士の激突音が鳴なり響ひびいた。と同時、鎧騎士を中心にして大地が陥かん没ぼつした。それは暁月の斬撃が生んだ余波だ。一いち目もく瞭りよ然うぜんの破はか壊いり力よく。だが、

「やるじゃねえか……」

　剣を合わせた状態で、暁月は眼前の剣士に告げる。

　その凄すさまじいまでの攻撃を、鎧騎士が完全に受けきっていたからだ。

　海堂や葛葉からは、強敵と聞いていた。この一撃で倒たおせるなどと、思っていた訳ではない。しかし両手のこちらに対し、相手は片手である。にも拘かかわらず、剣撃だけでなく暁月自身までをも受け止め、さらに微動だにしないとは。それが意味するところは一つ。錬環勁氣功を使用している暁月よりも、相手のパワーの方が上回っているという事だ。

「…………………………」

　対する鎧騎士は無言のまま、暁月ごと強ごう引いんに剣を振りぬいた。落下時を上回る速度で水平に飛ばされた暁月は、しかし宙で体勢を整えると、大地を滑るようにしながら着地。

　と同時、大地を吹き飛ばす衝しよ撃うげ波きはが来る。鎧騎士が放った剣閃だ。対する暁月は、黒の魔剣の横よこ薙なぎでこれに対応。衝撃波を弾はじき散ちらすと、舞まい上あがった砂煙を突つき破やぶって前へ出た。一気に距離を詰め、鎧騎士へ斬り掛かる。だがそれも、鎧騎士に受け止められ、

「──喰らえ」

　しかし互いの剣が重なる場所を支点に、暁月は右の水すい平へい蹴げりを繰り出した。

　狙ねらうのは鎧騎士の側頭部──入る。

　バキィィ！　金属を殴打する音と共に、鎧騎士の身体が左へ揺れる。まともに入った。

　その衝撃は鎧を通り抜け、確実に相手の脳を揺らした筈だ。手て応ごたえ有り。

　どうだ……と言いかけて、しかし暁月はその言葉を呑のんだ。相手が倒れなかったからだ。　そして鎧騎士に足を掴つかまれると、そのまま強引に地面に叩たたき付つけられる。

「がはっ──!?」

　背中に衝撃。まず呼吸が一瞬止まり、その直後に激痛が来る。だが暁月には、その痛みに苦しんでいる暇ひまはなかった。鎧騎士の剣が、下段突づきの軌き道どうで迫っていたからだ。

「──ちぃっ！」

　暁月は、横に転がって回避。その勢いで立ち上がると、水平に黒の魔剣を振り抜いた。

　生じたのは剣閃が生んだ空気の刃。だがそれは空を薙いだだけで終わった。

　そこに居る筈の、鎧騎士の姿がなかったからだ。だから暁月は、とっさに上を仰ぎ見た。

　そして視線の先、岩壁の中腹にある足場に、敵の姿を確かく認にんする。

「野郎……」

　睨にらみ据すえる暁月に対し、鎧騎士は一つの動きをもって応えた。暁月に背を向け、岩壁に向かって自分の剣を振るったのだ。ギンという甲高い音と共に、大きくＶの字に走った剣閃。それは刹せつ那なの静せい寂じやくの後、地じ震しんにも似た轟音と共に、鎧騎士から上の岩がん壁ぺき全すべてを崩落させる。そして己おのれに迫る巨きよ大だいな崖がけ崩くずれに対し、鎧騎士は連続斬ぎりを見み舞まった。

　切り裂かれた崖は、無数の岩となって、そのまま下にいる暁月へと降り注ぐ。だが、

「──教科書通りだな、オイ」

　落ちてくる岩石群を見上げながら、暁月は笑った。そして自ら、宙へ向かって跳躍。落ちてくる岩に対し、あるものは斬り、あるものは足場にして、崖を上に登ってゆく。そして一番巨大な岩を暁月が切り裂くと同時──その向こうから鎧騎士が突っ込んで来た。

「そいつも教科書通りだぜ！」

　だから暁月は、鎧騎士の斬撃を黒の魔剣で受けて立つ。そして二人は、落下する周囲の岩を足場として利用。刹那に戦場を立体化し、縦じゆ横うお無うむ尽じんに斬り合ってゆく。

　岩が次々に大地へ衝しよ突うとつし、鳴なり響ひびく轟音をＢＧＭに、幾いく度どとなく交わる剣と剣。

　──その中で、徐々に暁月の攻撃が、鎧騎士を圧倒し始めた。

「どうしたよ──そらァっ！」

　暁月の剣撃が、鎧騎士を追おい詰つめてゆく。最初こそ相手のパワーに戸と惑まどったが、それも対応できる範はん囲い内ないのものだ。向こうが剣だけなのに対して、こちらは両の手足も武器として使える。確かに強敵ではあるが、このまま戦えば押おし切きれるだろう。だが、

　……何だ……？

　暁月はふと、奇きみ妙ような感覚を得た。どうも何かが引っ掛かった──ただ、それが何なのかは解らない。なのに心臓の鼓こ動どうが、大きく速いものになってゆく。嫌な予感。フィル・バーネットの中に、邪じや竜りゆうザッハークの気配を感じた時とは、また別の危機感。

　そして、大きな岩の上で切り結んだ瞬間。

　……っ!?　まさか、コイツ──っ。

　その感覚の正体に気が付き、暁月は身を強こわ張ばらせた。

　しかし、それも一瞬。今は戦闘の最中だ。ここで剣を止める訳にはいかない。だから、

「オォラああああ──っ！」

　暁月は強引に黒の魔剣を振り抜き、鎧騎士を後方へ弾はじき飛とばした。すると鎧騎士は背後へ飛びながら体勢を整えると、岩の落下地点を読んで一足先に地面へ着地。

　対する暁月も、鎧騎士の後を追いかけて。二人の戦場は、再び地上へと移ってゆく。
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　そんな暁月と鎧騎士との戦いを、海堂元春は崖の上から眺ながめていた。

　地上で再開された二人の戦闘は、その激しさを増してゆく。

　両者の戦いぶりを見て、海堂は冷静に判断する。押しているのは暁月だと。だが、

　……戦い方が変わったか……？

　海堂の視線の先には、黒の魔剣を振るい続ける暁月がいる。しかしその暁月の様子に、海堂は違い和わ感かんを覚えていた。今まで海堂が見た暁月の戦闘は、ＪＰＮバベルでのランキング戦での戦いだ。待まち伏ぶせしていた一般生徒や、氷ひ神かみ京きよ也うやを除いた遥達たち生徒会メンバー三人。そして高位次元生命体のドラゴンとの戦い。そのいずれにも、暁月は勝利している。

　だが、その時にあった余裕のようなものが、今の暁月からは感じられなかった。

　つい先程までは──確かにあったというのに。

　……そりゃ、あの鎧よろ野いや郎ろうは強敵だろうけどよ。

　怪け訝げんそうに呟つぶやく。

「どうしたよ……らしくねえぜ、アッキー」
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「くっ───ッ！」

　放った斬撃の乱れ打ちを防がれ、暁月は背後へ大きく飛び退った。

　そして眼の前の鎧騎士を見据え、冷静に状じよう況きようを判断する。

　……あの野郎も段々、こっちの攻撃に慣れてきてやがる。

　相手の動きに対応したのは暁月の方が先だったが、向こうもこちらに対応し始めてきている。凰沢暁月は思う。その原因は明らかだと。

　……仕方ねえよな、こればっかりは。

　暁月は心の中で苦笑し、一つの決断をした。だから告げる。鎧騎士へと向かって、

「どうやらこのままじゃ、俺はお前を倒せねえみたいだ──」

　それは、己の確信だ。そして、

「だからなってやるよ……お前を倒せる俺に」

　そう言うと同時。暁月の身体が、眩まばゆい光を放ち始める。

　それは肉体から溢あふれ出でる、練り上げられた氣の奔ほん流りゆう。

　リスティ達たちとの試合で使用した、肉体の限界を超こえた錬環勁氣功だ。この戦闘の後の事も考えて、なるべく身体に負担は掛かけたくなかったが、そうも言ってられないだろう。

「お前を倒すには──これしかないからな」

　全身から氣を迸ほとばしらせて、暁月は告げる。そして、

「行くぞ──」

　そう言って身を深く沈しずめると、弾かれたように鎧騎士へと駆かけ出だした。

　それは正に神速。瞬く間に距離を詰め、大上段から黒の魔剣を振り下ろす。

　一撃で相手を倒せる斬撃。その動作の最中で、

「……良いのか」

　凰沢暁月は、鎧騎士の言葉を聞いた。確かな声で、



「──見ているぞ」



「────っ？」

　その言葉に、暁月の動きが一いつ瞬しゆんだけ止まった。視界の片かた隅すみに、鎧騎士の言ったものが見えたからだ。生まれたのは刹那の躊ちゆ躇うちよ。

「くそっ──！」

　それでも黒の魔剣を振り下ろす暁月に対し、鎧騎士は一つの動きを見せて。

　そして──二人の影が交こう錯さくした。
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　リスティがその瞬間を目もく撃げきしたのは、ただの偶ぐう然ぜんだった。

　ゼクスを縛しばっていた鎖が消えた後。彼女は激しい戦闘音に導かれるように、北側ルートへと向かって。そして見たのだ。暁月と金色の鎧騎士──二人の決着の瞬間を。

「………………………………」

　だからリスティは立たち尽つくす。自分が今、眼にしている光景を信じられずに。

　貫つらぬいていた。鎧騎士の剣が──暁月の左胸を。

　対する暁月の黒の魔剣は、鎧騎士の兜かぶとに当たる寸前で止まっていて。

　恐らく勝敗を分けたのは、ほんの一瞬の差だったに違いない。

　紙一重の悲劇。そして鎧騎士の剣が、暁月の胸から引き抜かれた。まるでスローモーションのように暁月が地面へと崩くずれ落おち──その胴に、鎧騎士の前蹴りが叩き込まれた。

　力を失った暁月の身体が、後方へと仰あお向むけに倒れる。その光景を見たリスティは、

「──────っ！」

　全てに構わずに動いていた。一瞬で飛行魔ま法ほうを発動。気が付いたらリスティは、自身の出せる最高速度で暁月の下へ向かっていた。戦争も、シェルフィードの女王としての立場も、頭の中からは飛んでいて。何も考えられなかった──暁月以外の事は全て。

「させないわ……これ以上はっ！」

　リスティはとっさに、倒れた暁月と鎧騎士の間に割り込んだ。

　胸からの鮮せん血けつを地面に広げる暁月を背中に庇かばい、正面へ向かって魔法杖を構えて。

　ディスディアの鎧騎士へ、明確な敵意を向ける。

　……ルーの回復魔法なら、何とか……っ！

　リスティは焦燥を露あらわにしながら、それでも暁月が助かる可能性を想う。ルーティエは、暁月の仲間によって連れて行かれた。ならば、彼かれらの里へ暁月を運ぶ事ができれば、どうにか助けられるかもしれない。戦っている時間はない。一刻も早くこの場を離れなくては。

　隙のない鎧騎士から、暁月を連れて逃にげる方法を、リスティは必死に模も索さくする。

　しかし──その時だった。

　焦るリスティが行動を起こすよりも先に、状況の方が動いた。

　バキン、と乾かわいた金属音がして。そして鎧騎士の兜が、真っ二つに割れ落ちたのだ。

　たとえ届かなくても、暁月の斬撃は相手の兜を断ち斬っていたのである。



　──そして。

　その瞬間──この戦争における最大の悲劇の幕が上がる。



「……嘘……」

　リスティ・エル・ダ・シェルフィードは、呆然と立ち尽くした。

　初めて目の当たりにした鎧騎士の素す顔がおに、懐なつかしい面おも影かげを見たからだ。

　だから。ただ呟くように、その名を呼ぶ。

「レオ、ン……」

　震えを帯びたリスティの呼よび掛かけ。

　すると金色の鎧騎士は──レオン・エスペリオは、ただ静かな笑えみを浮かべて。

　こちらに教える。リスティの眼の前に居るのは別人ではなく、紛まぎれもない本人なのだと。

　そしてレオンは、リスティの背後で倒たおれ臥ふす暁月へ向かって、

「どうしたアカツキ……らしくないな」

　笑いながら告げる。からかうように、



「五年前──俺を殺した時のお前には、迷いなんてなかったろう」



「え…………」

　そう放たれた言葉の意味を、リスティは俄にわかに理解できなかった。

　暁月が死に掛けていて、死んだ筈のレオンが眼の前にいて。それだけで、もうとっくに思考は混乱しきっていたというのに。なのに……それ以上の言葉を、レオンはあっさりと口にして。リスティは、とっさに受け止められない。思考が及およばぬ領域だった。

　暁月が──レオンを殺したなどと。

　だが状況は、混乱するリスティを置き去りにして、残ざん酷こくに動き続けていた。ゆっくりとレオンが、こちらへ向かって動き出したのだ。何をするつもりかなど、考えるまでもなかった。止めを刺すつもりだ。敵に──暁月に対して。

「…………っ！　止まってっ！」

　悲痛な声と共に、慌ててリスティはレオンを制止した。何とか魔法で牽けん制せいしようと、とっさに意識を集中する。だがレオンの足は止まらなかった。今のリスティが、魔法を使えるような精神状態ではない事は明白で。とてもじゃないが、止められない。

　──しかし、そんなリスティに代わって動いた者がいた。

　シェルフィードが誇ほこる赤き剣王。ゼクス・ドルトレイクだ。

　リスティと暁月を庇うようにして立ったゼクスは、

「止まれ──レオン」

　静かにそう言って、赤の長剣を構えた。躊躇なく、レオンにその切っ先を向ける。

　……どうして……？

　そうしたゼクスの行動は、リスティをより混乱させた。何故ゼクスは、この状況に対応できているのかと。まるでレオンが敵である事が、当然であるかのように。

　だが──両者の対峙は長くは続かなかった。一つの声がしたからだ。

「あーあー……マジかよ、勘かん弁べんしてくれよ」

　とっさにリスティが振り返ると、そこに一人の青年が立っていた。

　ゼクスを圧倒した、あの青年だ。彼は「よいせ」と暁月を肩に担ぐと、

「お取り込み中悪いが、俺おれ達たちはここで失礼させて貰もらうぜ。何せ今、俺が無事に元の世界へ帰れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんでよ」

「アカツキの仲間か……」

　スッとレオンが視線を細めて、

「──このまま逃がすと思うのか？」

　そう言って前へ出ようとした時だった。その場の空気が一変したのは。

「────っ」

　思わずリスティは息を呑む。暁月を担いだ眼めの前まえの青年、その顔にあるのは笑み。

　だが、圧倒的なプレッシャーが周囲を包み込んでいた。

　殺気だ。そして青年はフッと笑って、

「そう焦あせるなって。俺は基本的に平和主義で、傍ぼう観かん者しやで居たいんだからよ。まあでも、そうだな……もしアッキーが死んだら、その時は俺が相手をしてやるよ」

　だから、

「せいぜい祈いのるんだな……アッキーが助かるように。悪いが俺は、アッキー程この世界に愛着はねえんでな。はっきり言って──容赦なく潰すぞ」

　そしてそれだけを言い残すと、青年と暁月の姿が掻き消えた。

「逃げたか……足の速い仲間だな」

　それを見たレオンは、フッと笑って踵きびすを返した。

　そしてリスティ達に背中を向けて歩き出す。ディスディアの本隊へと向かって。

「…………っ！」

　このまま行かせる訳にはいかない。自分はまだ、レオンから何も聞いていないのだ。

　何故ここに居るのかも。暁月がレオンを殺したという、その言葉が意味するものも。

　だからリスティは、とっさにレオンを呼び止めようとして、

「駄だ目めだ、リスティ──止よせ」

　押おし止とどめるようにして、ゼクスに肩を掴まれる。

「嫌よ、離はなして……っ、どうして平気なのよ、ゼクスっ！」

　髪かみを振ふり乱みだして、必死にリスティは叫んだ。

「どうしてっ？　何でよっ!?　教えてよ……っ、レオンっ！」

　だが、その問とい掛かけに応こたえる者はいない。

　そしてレオンの背中は、みるみる小さくなっていった。

　最後まで何も解らないままの──リスティを置き去りにして。
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　そして、ゴルドノ大渓谷の決戦は幕を下ろした。

　暁月に与えた傷は、死を回避できない致ちめ命いし傷よう──そう結論付けたディスディアは、当初の目的を達成したものと判断。強化結界のあるフォレストニウムに攻め入る手段がない以上、ゴルドノ大渓谷には留とどまらず、一いつ旦たん軍を引ひき揚あげた。



　──ディスディアの剣が、新たな魔ま王おうを打うち倒たおした。

　この決戦の結果は、瞬またたく間まにアレイザード中を駆かけ巡めぐる事になる。



    

  
    
      第３章《真実の扉とびらを開けて》





１



　あの時は──ただ無む我が夢むち中ゆうだった。

　悲劇は既すでに起きていて。どうしようもない程に、事態は取り返しのつかない状態で。

　そして彼が、いよいよ最悪の選せん択たくを実行しようとした時。

　伝わらない願い、届かない想い、そうした言葉にならないものを叫びに変えて。

　気が付けば、地面に転がっていた剣を握り締めて、自分は駆け出していた。

　だから感触はなかった。彼の鎧を貫いても──彼の心臓を貫いても。

　ただ……その瞬間、確かに両手が震えたように思う。

　──そして。

　倒れた彼と一緒に地面を転がって。

　次に自分が眼を開けた時──既に彼は死んでいた。

　止まっていた思考は、上う手まく動いてくれなくて。

　呆然としながら、それでも徐々に理解する。

　自分は今、初めて人を殺したのだと。親友と呼べる存在を殺したのだと。

　本能で理解する。自分が──凰おう沢さわ暁あか月つきが犯おかした『罪』というものを。

　そして、

「…………礼を言うべきかな、貴様に」

　暁月が犯した罪の現場には、当事者が他ほかにも居た。

　男は呆然と座すわり込こむ暁月に、静かな声で告げる。

「名を訊きこう、少年……」

　しかし、暁月は沈ちん黙もくだけを返す。

　黙だまり込んだままでいる暁月に、程なくして男は返答を諦あきらめたのだろう。踵きびすを返して、ゆっくりと歩き始めた。

　去ってゆく。だから、

「…………何で俺を殺さない？」

　俯うつむいたままの暁月の問いに、男は背中を向けたまま、

「少なくとも今、貴様は私の敵ではないからだ。心情も、状況も、そして実力も……」

「ッ…………」

　男の言葉に、暁月はきつく歯を噛かみ締しめる。

　この期ごに及んでなお、弱い自分はこの戦争の部外者だった。

　だから。握り締めた拳は、まだ震えたままだったけれど。それでも改めて問う。

「……この戦争を止めるつもりはあるか？」

「ない。既に多くの血が流れ過ぎている。ここまで来ては、もう誰にも止められない」

　男は断言する。

「シェルフィードは落ちた……後はディスディアとアレクラスタだ」

「そうか……」

　誰も彼もが同じ事を言う。こんな悲劇が起きても。望んでいる事は同じだというのに。

　それでも、どうしても戦うしかないと言うならば。

「…………暁月だ」

「アカツキ……？」

「凰沢暁月……それが俺の名前だ」

　暁月は告げる。覚えておけと。

「忘れるな。遠くない未来、いつか必ず俺はテメエの前に立つ」

　一息。

「魔王ガリウス──お前を倒すために」



　──そして。座り込んだままの暁月を置いて、魔王ガリウスは去っていった。

　まるで天が悲劇を嘆なげくかのように、いつしか雨が降ふり始はじめていて。

　それでも、凰沢暁月は動かない。ただ黙って、ひたすら雨に打たれ続ける。

　それからどれだけの時が経たっただろう。

　ふと──向こうの方から、地面に溜たまった雨水を踏む音が聞こえて来た。

　足音は一つ。それが一体誰なのか、暁月は顔を上げないでも理解していた。

　確信……と言っても、よかったのかもしれない。

「…………アカツキ」

　彼女が自分の名前を呼んだ。だが、それでも暁月が顔を上げる事はなかった。

　見るまでもなかったからだ。そこに居るのは、間違いなく──リスティだったから。

　そして足音が途と切ぎれた。リスティが気付いたのだろう。

　この有り様に──この最悪の状況に。

　だから暁月とリスティはただ無言で、しばらくその場から動く事はなかった。



    

  
    
      　二人の間には、遠い距きよ離りがあって。

　そして──レオン・エスペリオの亡なき骸がらが、静かに横たわっていた。
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　名目上は捕虜として、ルーティエ・トルムはフォレストニウムへ連れて来られた。

　しかし本当の理由は、里が襲しゆ撃うげきを受けた際に怪け我がを負った、リルルの治ちり療ようが目的だ。

　そんな暁月の狙いを知ったルーティエの、理解と行動は早かった。

　僧侶として補助系魔法だけでなく、回復魔法にも長たけたルーティエは、即そく座ざにリルルの治療を開始。程なくして、リルルは意識を取とり戻もどした。

「良かった……」

　涙なみだを流しながらリルルを抱だきしめる葛くず葉はという名の少女を見て、ルーティエは思う。

　きっと彼女は、リルルと特別に親しくしていたのだろう。そして恐らくは、リルルが怪我を負った事に、何らかの責任を感じていたに違いない。

　……だからアカツキは、この少女を……。

　ルーティエは確信する。葛葉が自分を連れてくる役目を担になったのは、恐らくは暁月の指示だろうと。だからこそ暁月は、葛葉に南側ルートを任せ、シェルフィード軍へと走らせたのだ。リルルを助けるためにできる事を、葛葉にさせてやるために。すると、

「あの、ありがとうございます……」

　ルーティエに向かって、頭を下げてくる少女がいた。魔王ガリウスの娘むすめ──美み兎うだ。

「ボク達の中に、回復魔法を使える人がいなくて……本当に助かりました」

「いいえ、構いません。私に助けられる命なら、助けてあげたいですから……」

　穏おだやかな表情でそう言って、ルーティエは美兎を見た。

「貴女あなたは……戦場には立たないのですね」

　咎めるのではなく、ただ事実だけを確認するこちらの問いに、

「はい……あの人が『お前は戦うな』って。詳くわしい理由は、言えないんですけど……」

「……そうですか」

　頷きを返しながら、ルーティエはその理由を推測する。

　恐らく暁月は、自分達だけが戦う事で、美兎やゲイルペインを守ろうとしたのだろう。

　間違いない。暁月はまだ、和平と真の平和を信じているのだ。

　……ならば、今の私にできる事は……。

　そう心の中で、自分に問い掛けた時だった。

　──ルーティエ達のいる診しんり療よう用施し設せつの扉が、勢い良く開け放たれたのは。

　何事かと思い、誰もがそちらを見ると、

「急きゆ患うかんだ！　連れてきたハイエルフの姉ちゃんは居るかよ!?」

　一人の青年が血相を変えて中に入ってくる──血まみれの暁月に肩を貸しながら。

　明らかに、暁月に意識はないと解る。それ程の重じゆ篤うとくな状態。

　それを見たルーティエが息を呑んだと同時。美兎が、崩れるように床ゆかに膝ひざを着いた。

　真っ青な表情。震ふるえる声で、信じられないように、

「そんな……どうしてこの人が、こんな……」

　呆然と呟く美兎に、海かい堂どうの後ろから入ってきた遥はるかと千ち影かげが、沈ちん痛つうな面おも持もちで告げる。

「ディスディアの鎧騎士の仕業ですわ……」

「ウルムさんを殺した奴やつだよ……私達の傀儡くぐつも一撃でやられた」

「その話は後だ……治療を頼たのめるかよ!?」

「勿もち論ろんです──そこの空いているベッドへ寝かせて下さい！」

　切せつ迫ぱくした海堂の声に、ルーティエは慌てて頷きながら指示を出す。

　患かん部ぶは左胸だった。鋭利な傷きず痕あとが、前から背中へ貫通している。恐らく心臓や主要な血管にも損傷がある。即そく死ししていてもおかしくない傷だ。それでも暁月がまだ生きているのは、錬れん環かん勁けい氣き功こうのおかげだろう。かつて、体内で氣を巡らせるのは、血液と同じ流れで行うと暁月が言っていた。恐らくは氣の流れが、損傷した心臓や切断された血管が本来行う血流を代行しているのだ。とはいえそれが、いつまでも続くとは思えない。

　……このレベルの傷は難しいですが、それでも何とか……っ。

　ルーティエは意識を集中。自身が使える、最大の回復呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始める。自分の魔法だけでは難しいかもしれないが、暁月の錬環勁氣功による自己治癒力の向上もある。

　……お願いです、どうか間に合って……っ。

　魔ま法ほう陣じんが展開し、室内に眩い輝きが広がってゆく。

　そして、ルーティエの回復魔法が発動し、暁月を包み込んだ時だった。

　──癒いやしの白い輝きが、一瞬で消し飛んだのは。



　凰沢美兎は呆然と見る。

　輝きが収まった室内で、その視線の先に傷付いたままの暁月の姿があるのを。

「これは……？」

「ど、どうしたんですの一体？　今、魔法が弾かれたような……」

　驚きよ愕うがくするルーティエに、遥が説明を求める。するとルーティエは苦い表情で、

「アカツキに回復魔法を使用したのですが……何故か無効化されました」

　恐らく、

「和平交渉の際に行われた試合で、私達が最後に使用した魔ま法ほう攻こう撃げきを防いだのと、同じ原理だと思います。恐らくは高次生命体が持つ、絶対障壁のようなものでしょう。それが、アカツキが瀕ひん死しの状態に陥おちいった事で、自己防衛本能のように、彼の意識とは関係なく展開されてしまっているようです……」

「そんな……他に何か方法はないの？」

　リルルを抱きかかえながら、葛葉が悲痛な声で問う。だが、

「高次生命体の絶対障壁を破れるのは、より高位の精せい霊れいや神の力を借りた魔法だけです」

　と苦い表情でルーティエ。

「先さき程ほど使用したのは、私が使える一番高位の回復魔法でした……あれを無効化されては」

「それなら、回復魔法を間接的に作用させる事はできないのかい？」

　と、千影がアイディアを口にした。それはザッハークとの戦いで得た知ち恵えだ。

「直接の魔法は障壁で弾かれても、間接的になら弾かれないだろう？」

「難しいです……攻こう撃げき魔ま法ほうならばともかく、回復魔法は対象に直接作用させなくては意味がありませんから。何をしたところで、最終的には直接作用する事になります」

「……あらら。参ったね……どうにもよ」

　話を聞いていた海堂は、頭を掻きながら嘆息。そして全員に確認する口調で、

「つまり──このまま指を咥くわえて見てるしかないって事で良いかよ？」

　その言葉に誰もが息を呑み、しかし何も言えなかった。

　有効な手段を、思い付く事ができなかったからだ。

　恐らく暁月は今、一人で懸けん命めいに死と闘たたかっているのだろう。錬環勁氣功による自己治癒と、左胸の致命傷。そのどちらが上回るか、生と死の狭はざ間まで暁月の命運が揺れている。

　美兎は、ベッドに横たわる暁月を見た。暁月はいつも言っている。「俺を信じろ」と。

　美兎の中で、その気持ちが揺らぐ事はない。暁月はきっと助かる。そう信じてる。

　それは恐らく、この場にいる者は誰もがそうだろう。

　これまで暁月の強さに、自分達は何度となく守られてきたのだから。

「…………………………」

　だから美兎は強く思う。

　今回も暁月を信じて、彼が助かると祈る──そうやって、何もしないのは嫌だと。

　……御ご免めんだよ、ボクは……っ。

　もうこれ以上、ただ守られるだけなのは。暁月の強さに甘あまえてばかりなのは。

　だから美兎は、必死に頭を働かせる。暁月は今、自分の力で助かろうとしている。そして美兎達たちに直接暁月を助ける方法がないのならば、せめて彼のサポートができないかと。

　自分達にだって、何かできる事がある筈だ。絶対に諦めるものか。そして、

「あ……」

　凰沢美兎は思いつく。それは一つの可能性。一種の賭かけだ。だから美兎は立ち上がり、

「ルーティエさん……ボクが合図したら、もう一度だけ回復魔法を唱えて下さい」

「それは、構いませんが──何か良い方法でも？」

「うん。試してみる価値はあると思う……」

　頷き、前へと歩き出した。そして暁月が横たわるベッドの傍かたわらに立つ。

「──ただし、使うのは彼じゃなく、ボクに対して」

　そう言うや、美兎は唇くちびるを強く噛んだ。すると唇の粘ねん膜まくが傷付き、薄っすらと血が滲にじむ。

　凰沢美兎は、自身の仮説を想おもう。暁月は今、無意識に錬環勁氣功で傷を癒している状態だ。恐らく体内だけでなく、周囲に漂ただよう氣も取り込んでいるだろう。ならば回復魔法を美兎に掛けて貰い、美兎の体内で氣へと変へん換かん。それを暁月に渡わたせないかと考えたのだ。

　無論、美兎に錬環勁氣功は使えない。体内で氣を練る事など不可能だ。だが、生物の体は魔法でできているのではない。回復魔法にしても、怪我という事象をなかった事にするのではなく、かけられた対象の体内で回復エネルギーに変換される筈だ。ならば──その回復エネルギーを暁月に渡す事ができれば、暁月の自己治癒を大おお幅はばに促そく進しんできる。

　だから美兎は、己の唇に傷を付けた。こうすれば、魔法の効果はそこへ集中する。

　そして美兎の傷口と暁月の傷口を重ねれば、美兎の唇に集まった回復エネルギーが、暁月の左胸を通して彼の体内へと流れ込むという計算だ。

「そういう事ですか……ならば」

　美兎の意図を理解したのだろう。ルーティエが再び回復魔法を唱え始める。

　だから、美兎はゆっくりと暁月の左胸へと、自分の唇を寄せていった。

　瞳を閉じ、そっと傷に口付けしながら──今こそ凰沢美兎は、強く願う。

　……お願い、どうか……ボク達にもキミを助けさせて……。

　美兎が、暁月の血の味を感じたと同時。美兎と暁月が、白い光に包まれる。

　それは癒しの輝きだ。

　そして。

「────────」

　しばらくの後──ゆっくりと美兎は暁月の左胸から唇を離した。

　室内に満ちているのは静寂。そんな中、誰かがそっと呟いた。

「傷が……消えてる」

　それは誰もが願っていた奇き跡せき。

　その震える声に、最初に動いたのはルーティエだった。暁月の左胸にそっと手を触ふれて、嘆息を一つ。そして振り返る。瞳ひとみの端はしに涙を浮かべて、小さな笑みと共に、

「もう、大だい丈じよ夫うぶです……傷は塞ふさがりました。後はアカツキの生命力を信じましょう」

　そうルーティエが告げると同時、室内に歓かん声せいが生まれる。

　歓かん喜きの瞬間の訪おとずれを、心の底から祝うかのように。
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　暁月の容態は、無事に安定した。

　誰もが安あん堵どを得たものの、それでも診しん療りよ施うし設せつを離れる者はいない。そして、孤こ児じの面めん倒どうを見ている里の女性にリルルを任せた後。ふと、美兎が口を開いた。

「あの、海堂さん……」

　訊たずねる口調で、

「この人がこんなになるなんて……そんなに強い相手なの、その鎧騎士って？」

　美兎の問い掛けに、その場の誰もが海堂へと視線を送る。

　──暁月が考えた、傀儡を利用した作戦は成功したと葛葉から聞いていた。

　ゴルドノ大渓谷での戦せん闘とう自体は、ほぼ自分達の勝利で終わろうとしていた筈だ。だから、現場でその状況を直接見ていた海堂に、その真相を問う。すると、

「んー……確かに相当な強さではあるんだが、どうもややこしい状況みたいでよ」

　と海堂。

「俺は直接顔は知らないが、どうもあの金色の鎧騎士──レオンって奴らしい」

「──まさか！」

　それを聞いて、座っていた椅い子すを倒して立ち上がった者がいた。

　ルーティエだ。誰よりも事情を知っている彼女は、有り得ないと言わんばかりに、

「レオンは死にました、五年前に……彼が生きている筈がありません」

　その言葉に、誰もが黙り込んだ。この場に居る者ならば、誰もが大体の事情を知っている。かつて暁月を庇って、命を落とした勇者の話については。しかし、

「生あい憎にくだが、敵をレオンって呼んだのは俺じゃない。アンタの所の女王様と将軍だ」

　と海堂。

「もし本当に有り得ないっていうのなら、その二人が見み間ま違ちがえたんだろうよ。まあ俺の眼の前で、思い切り会話してたけどな」

「ならば──レオンさんは間違いなく、五年前に死んでいたとして」

　と遥。ルーティエに対し、可能性を問う。

「それでも彼が敵として、凰沢暁月の前に立ち塞がった可能性はどうですの？」

　死んだ人間が敵になった──それは矛むじ盾ゆんとも思える発言だ。だが、



「何者かによってレオンさんが蘇よみがえらされ、操られている可能性はありませんの？」



「………………………………」

　その可能性を聞かされたルーティエは、俯いて黙り込んだ。

　それは有り得ない話を耳にしたというよりは、

「どうやら……心当たりがあるみたいね」

　抑よく揚ようのない声で、葛葉がそっと呟いた。

　するとルーティエは、重く閉ざしていた口をゆっくりと開いて話し始める。

「少し前……シェルフィードの王城の霊れい園えん内ないにあったレオンの墓が、何者かによって破は壊かいされました。状じよう況きよう証しよ拠うこしかありませんが、恐おそらく犯行はフィル・バーネットという、貴方あなた達と同じ世界からやって来た青年と思われます。その後、彼は新たな勇者としてこのアレイザードで認められるべく、そちらの世界へと戻っていきました。ザッハークと契けい約やくしていた彼を、それでも貴方達はアカツキと共に退けたと聞いていますが……」

「まあ、ほとんど暁月が一人で倒したようなものだったけどね……」

　と苦くし笑ようしながら千影。しかし、すぐに表情を厳しいものにして、

「それで──フィル・バーネットがレオンさんの墓を破壊した時に、彼の遺骨か何かを奪うばっていった可能性があるって事かい？」

「恐らくは……無論、これは推測でしかありませんが。そして砂さ漠ばくのディスディア帝てい国こくは、ミイラを始めとする、魔法を使った死体保存術に秀ひいでた国です。公おおやけにこそされていませんが、一部の皇族のみが使える禁きん呪じゆの中には、死者を蘇らせる反はん魂ごんの秘術のようなものもあると聞いています。或あるいはそれを使用すれば──」

「レオンさんを蘇らせ、操る事は可能という訳ですわね」

　嫌けん悪お感かんを露あらわにしながら遥。

「どこまでも汚きたない真ま似ねを……っ」

「さあて──そいつはどうかな？」

　怒いかりに震える遥に対し、横からの声が来た。それは唯ゆい一いつ、現場を見てきた海堂だ。

　海堂はルーティエへと向き直り、

「レオンって奴が言ってたぜ……自分を殺したのはアッキーだってな」

「まさか……？」

「そんな筈はずが……だって」

　海堂が発した言葉を、ほとんどの者が信じられない表情で聞いていた。当然だ。暁月を庇ってレオンが死んだ。だから暁月は今の強さを手に入れた。それが全ての大前提だった筈だ。もし海堂の言った事が事実だとしたら、何もかもが根底から覆くつがえってしまう。

　しかし、レオンが生きていたと聞かされた時はうろたえたルーティエの表情に、今は動どう揺ようした様子はない。だから、

「どうやらアンタは知ってるみたいだな……なら、そろそろ聞かせて貰えるかよ」

　真実って奴を、と海堂。

「レオンって奴が蘇ったなら、どうせすぐに解る事だ。本当ならアッキーの口から話を聞くのが一番良いんだが……アイツの意識が戻る前に、状況が動くかもしれないしよ」

「……………………解りました」

　溜ため息いきを吐はくようにして、ルーティエは小さく頷いた。

「事がこうなった以上、恐らくは今いま頃ごろリスティも、ゼクスから話を聞いているでしょう。ならば、アカツキの友人である貴方達には、むしろ知っておいて貰うべきかもしれません。五年前にあった──シェルフィードの悲劇の真実を」

「そうか……やっぱり本当なんだな？」

　海堂の言葉に、ルーティエは「ええ」と頷いた。

「あの日レオンを殺したのは、ガリウスではなく──アカツキです」
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　精務長官のルーティエが捕とらえられた事を理由に、シェルフィード軍は完全に撤退。

　そして王城へ戻ったリスティは、すぐに自分の執しつ務む室しつへゼクスを呼び出した。

「どういう事よ……アカツキが、レオンを殺したっていうのは！」

　リスティは詰つめ寄よる。自分が最も信しん頼らいしている戦友の一人へ、真実を語るようにと。

　ゴルドノ大渓谷の戦場で、リスティは信じられないような光景を目まの当あたりにした。

　致命傷を負った暁月と──そして、ディスディアの鎧騎士がレオンだったという事実。

　現場が北側ルートだったため、中央を挟はさんで南側に展開していたシェルフィード兵達に、あの場所での出来事は目撃されていない。不幸中の幸いだった。もしも他の者にも見られていたら、今頃このシェルフィードは騒そう然ぜんとなっていただろう。

　リスティは唇を噛み締めた。まず思うのは、一つの事だ。

　……お願いアカツキ……どうか無事でいて……。

　暁月の傷は、かなり深刻なものだった。それでも暁月には錬環勁氣功があるし、向こうには捕虜となったルーティエもいる。今はとにかく、暁月が助かる事を信じるしかない。

　だからリスティは、必死にもう一つの問題を想う。

　暁月の胸を刺したのが、死んだ筈のレオンだったという事実を。

　そして、レオンが口にした信じられない言葉──その真実を。

　だからリスティは、ゼクスに問い掛ける。あの時、レオンを呼び止めようとした自分を制止したゼクスは、明らかに何かを知っている様子だった。それを確かめるように、

「本当なの……？　レオンを殺したのは、ガリウスじゃなかったの？」

「ああ、そうだ……五年前、アカツキ本人が話してくれたからな」

「そん、な……」

　苦い表情で告げるゼクスを見て、それでもまだリスティは信じられない。

　余りにも荒こう唐とう無む稽けいな話だ。暁月がレオンを殺したなどと。しかしだからこそ、そんな馬ば鹿かげた嘘うそや偽いつわりを語る必要はどこにもなくて。ならば、必然的に真実という事になる。

　ゼクスや、自分がゴルドノ大渓谷で対たい峙じしたレオンが口にした言葉は。

「まず教えて、ゼクス……この事を、アカツキと貴方あなたの他に誰が知ってるの？」

　とリスティ。まさかと思いながら、

「──もしかして、ルーも……？」

「ああ……アイツも知ってる」

　認めるゼクスに、リスティは思わず呆ぼう然ぜんとなった。

　そして──段々と、堪こらえられない怒りが込み上げてくる。

「みんなで私に隠かくしてたのね、ずっと……っ！」

　暁月、ゼクス、ルーティエ、そしてリスティ。自分達四人は、一いつ緒しよに世界を旅してきた。

　それは最早、単なる仲間などという簡単な言葉では言い表せない。戦友──否いや、家族にも近いような絆きずなが、自分達の間にはあった筈だ。それなのに、リスティだけが知らされていなかった。まるで一人だけ、本当の仲間ではなかったかのように。

　だとしたら、自分達のこの五年間は何だったというのだ。何も知らなかった自分と、全すべてを知っていた暁月達は、嘘と偽りの関係を続けてきたというのか。

　……あんまりじゃない、そんなの……っ。

　レオンの墓を破壊したのが、フィル・バーネットだったという可能性を報告しなかった事はまだ構わない。明確な物的証しよ拠うこはなかったのだし、それにあの時の自分は確かに冷静さを欠いていた。そして自分と、ゼクスやルーティエは、女王と臣下という間あい柄だがらではあるものの、その関係は五分の親友だ。二人には以前から、国のために自身が想う最善の行動をして欲ほしいと伝えてあった。もし自分が判断を誤った時は、止めて欲しいとも。

　だが──今回のこれは完全に話が別だ。

　リスティは唇を噛み締める。自分だけが何も知らされていなかった悲しみに、押おし潰つぶされてしまわないように。そしてリスティは、己が知っている事実を改めて反はん芻すうした。

　──まず、レオンが五年前に死んだのは間ま違ちがいない。それはリスティも確認している。

　あの悲劇の現場に一番最初に駆けつけたのは、他でもないリスティだったのだから。

　そのレオンが姿を現したという事は、何者かによって蘇らされたという事だろう。

　……恐らくは、ディスディアの仕業ね……。

　あの国に伝わる禁呪の中には、反魂の秘術もあると聞いている。恐らくフィルがレオンの墓を破壊した時に、彼の遺骨を持ち去っていたに違ちがいない。信じられないような悪逆非道だ。完全に常じよ軌うきを逸いつしている。もし事実なら、断じて許す事はできない。

　──だがその前に、自分にはしなければならない事がある。

　そう。リスティ・エル・ダ・シェルフィードは、知らなくてはならない。だから、

「教えて、ゼクス──私が知らない、五年前の真実を」

　正面から見据えると、やがてゼクスは大きく息を吐いた。そっと眼を伏ふせて、

「どこから話したもんかな……」

「決まってるわ……最初から全部よ」

「最初、か……そうだな」

　ゼクスは呟くようにして言った。それは真実を明かすためには、どこから話すべきか考えあぐねているかのようだった。そして、

「五年前──ガリウスが、このエルディアに攻め入ったのは侵しん攻こうが目的じゃない」

　ゼクスは、ゆっくりと真実を紐ひも解とき始める。

「ガリウスは、レオンに報復するために来たんだ──全ては、レオンを殺すために」
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　当時。勇者レオン・エスペリオには、誰にも知られていない秘密があった。

　その秘密を偶然──最初に知ってしまったのが、他でもない暁月だった。

　強くなる事を望んでいた暁月は、ある時レオンの後をつけた事があって。

　その結果、暁月は誰よりも先に『真実』へと辿たどり着ついてしまったのである。

　暁月と普ふ段だん一いつ緒しよに居る時のレオンは、特別な鍛たん錬れんを行っていなかった。それなのに誰よりも強いという事は、恐らく一人で居る時に、何らかの修しゆ行ぎようをしているからに違いない。だが勇者であるレオンが、一人になれる時間は限られている。考えられるとすれば、それは決まった日に、母セリーナのレストランを手伝いに帰っている時だけだった。

　誰も邪じや魔まをする事のない、プライベートな時間。悪いとは思いながら、それでも暁月は『山やま猫ねこ亭てい』へ帰るレオンの後をつけた。

　──しかし暁月の予想とは裏腹に、レオンは普通に母親の仕事を手伝っていた。

　店の外から裏庭の方へ回り、厨ちゆ房うぼうの様子を窺うかがっていた暁月は見る。料理の仕込みを共に行い、一緒に食事をして、笑え顔がおで母子水入らずの時間を過ごす二人の姿を。

　だから暁月も一度は結論付けたのだ。こうして母親であるセリーナと過ごす時間が、守るべき家族の存在が、レオンの強さの理由なのだろうと。

　そして陽ひが沈み、夜も更ふけて、暁月がそろそろ城へ戻もどろうとした時だった。

　裏口の扉を開けて──レオンが外へと出てきたのは。

　とっさに宵よい闇やみの影に隠れた暁月は、レオンの手に剣けんが握られているのを見て確信した。やはりレオンは、一人で鍛錬を積んでいたのだと。そしてレオンは父と姉の墓の前でしばらく立っていた後、ゆっくりと裏の森へと入っていった。

　少しでもレオンのように強くなりたくて。少しでもレオンの強さに追い付きたくて。

　暁月は再び、レオンの後を追いかけた。ところが夜の闇に覆おおわれた森の中での追つい跡せきは難しく、レオンを姿を見失ってしまった。

　だが──もしここで引き返していれば、暁月は何も知らずに済んだかもしれない。

　しかし暁月は諦められなかった。無人の夜の森の中を、必死にレオンを捜さがし続けて。

　そして目撃する。地面にあった魔法陣の中へ入ったレオンの姿が、一瞬で消えたのを。

《転移の門》の存在を知っていた暁月は、その魔法陣が同種の効果を持つと推測。後を追い掛ければ、レオンにバレてしまうかもしれない。それどころか、下手をすれば戻ってこれなくなるかもしれない。この場に留まるか、後を追うかで暁月は思案した。

　──引き返すとしたら、この時が最後のチャンスだった。

　だが、凰沢暁月は決断する。ここで待っていても、自分は何も得られないと。

　もし本当に強さを得たいのなら、レオンの後を追うべきだと。

　だから暁月は、ゆっくりと魔法陣の中へと足を踏み入れて。

　そして次の瞬間にはもう──見知らぬ場所へ立っていた。

　暗くら闇やみの中、暁月は辛かろうじてそこが、元居た場所とは異なる森だと理解した。帰るための魔法陣がある事を確認して胸を撫なで下おろすと、レオンを捜して歩き始めた。

　すると、程ほどなくして遠くから戦闘の音が聞こえて来た。

　暁月はその音に導かれるように駆け出して。

　そして──そこで『真実』を見た。
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　ルーティエ・トルムは、そこまで話を進めると、ふと言葉を切った。

　まるでそこから先を語る事を、躊躇ためらうかのように。

　だが真実を知らない者達は、ここで止まる訳にはいかない。

「続きをお願いしますわ──凰沢暁月は、そこで一体何を見たというんですの？」

　代表して遥が問うと、ルーティエはスッと床へ視線を落とした。

　そしてしばしの沈黙の後、ゆっくりと言葉を紡つむぎ出だす。

　告げられたのは──始まりの真実。

「レオンが……無む抵てい抗こうな魔族達を殺している姿です」
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　信じられない光景だった。

　逃げ惑まどい、泣なき叫さけぶ魔族達を、レオンが一人ずつ確実に殺して回っていたのだ。

　人間よりも身体能力や魔まり力よくに優すぐれているとはいえ、魔族の中にも戦う事のできない者達がいる。幼い子供や老人達がそれだ。だが、レオンは一切の容よう赦しやをしなかった。抵てい抗こうする者も、抵抗しない者も。ただ平等に、そして無む慈じ悲ひに、ひたすら殺し続けていた。

　思わず暁月は駆け出した。レオンを制止するために。だがレオンの肩かたを掴むと、「危険だから下がっていろ」と、当て身を喰くらわされて。暁月の意識は、一撃で闇に閉ざされた。

　そして──暁月が次に眼を覚ました時。

　眼の前には、地面に片かた膝ひざを着いて、暁月を覗のぞき込こむレオンの顔があった。

　思わず息を呑んだ暁月に対し、レオンは安堵の表情を浮かべた。

　返り血に染まった顔で。その背後の地面に、無数の魔族達の骸むくろをそのままにして。

　笑ったのだ。いつもの笑顔で。

　もう大丈夫だ、アカツキ──と。

　──家族を殺された憎にくしみから騎き士しを目指し、レオンは魔族を倒し続けた。

　その結果が、彼を勇者にしたのだ。そして魔族を倒す度に、レオンは世界中から賞賛を受けるようになって。やがて──彼は止まらなくなった。

　勇者としての自分の存在理由を、魔族を殺し滅ほろぼす存在と位置づけるようになって。

　いつしか彼は、無差別に魔族を殺すようになっていた。

　家族想いの優やさしい青年の心は──父と姉を失った時に、既に壊こわれてしまっていたのだ。

　当然、暁月は止めようとした。レオンのやっている事は、ただの虐ぎや殺くさつだと。そんな事では、死んだ者達の魂は浮かばれないと。だが、レオンは聞く耳を持たなかった。そして、こう言ったのだ。これはアレイザードの問題だ──部外者が口を挟まないでくれと。

　そして暁月に、早く自分の世界へ戻るように告げた。

　シェルフィードの北の森、その最さい奥おう部ぶにある《異界の門》を使って。

　──そしてシェルフィードへ戻った暁月は、力を持たない自分では、レオンを止める事はできないと判断。もう一人の親友である、ゼクスに相談した。

　どうか──レオンを止めて欲しいと。
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「──いきなりそんな話をされて、ゼクスは信じたの？」

　当然の疑問を投なげ掛かけられたゼクスは、「ああ」とリスティに頷うなずいた。

　そして告げる。過去を思い出すようにして、

「実際に俺おれも……この眼で見たからな」

　そう──暁月に見られた後も、レオンは魔族の虐殺を続けていたのだ。

　無論、暁月から真実を打ち明けられたゼクスは、最初は何かの冗じよ談うだんかと思った。

　だが暁月の表情は、とても嘘を吐ついているとは思えなくて。

　だからゼクスは、レオンに訊ねるような真似はせず、現場を押さえる事にした。

　そして目撃したのだ。魔族の魔力反応を探知して、転送先の場所を変へん更こうする魔法マジック道具アイテム。

　それを使用して、レオンが極ごく秘ひ裏りにゲイルペインへと飛び、魔族を殺していた所を。

「……覚えてるか？　以前、レオンが魔族を虐殺してるって噂うわさが流れたろ」

　ゼクスの言葉に、リスティは「ええ」と頷いた。

「でも、あれは……」

「ああそうだ。敵国の英えい雄ゆうを貶おとしめる風説を流すのは、戦争における常じよ套うと手うし段ゆだんだ。だから皆みんな、魔族が流した根も葉もない噂だと思っていたんだ……」

　だが──あの噂は、嘘うそ偽いつわりのない真実だったのだ。

　それからはゼクスも一緒になり、何度もレオンを説得した。もうこれ以上、こんな真似は止めろと。だが、レオンは一切の聞く耳を持たなかった。魔王を倒すのが、魔族を滅ぼすのが、勇者である自分の使命だからと。そのためゼクス達はルーティエにも相談し、レオンが一人で行動できないようにする方法も考えて。いよいよリスティの父──先代のシェルフィード王に事情を説明し、レオンの拘こう束そくを上じよ申うしんしたのである。だが、

「──しかし先王陛下は、レオンの拘束に対して慎しん重ちようだった」

「お父様が……？　そんな……どうして？」

「勇者としてのレオンの名声は、既にアレイザード中に轟とどろいていた。拘束するには、きちんとした理由が必要になる」

　だが真実を公表する訳にもいかなかった。もし虐殺の真実が他国に知しれ渡わたれば、シェルフィードに対して一気に非難が集中する事になるからだ。

　そうして、自分達には有効な手立てが見つからないまま、時間だけが過ぎていって。

　だが──事態はさらに最悪の方向へ進んでいた。レオンの狂きよ気うきは、既にゼクス達の想像すら及ばない領域へと向かっていたのだ。

　──本来、リスティの父である先王は、魔族との戦争に対しては消極的だった。

　そこで勇者となったレオンが抑よく止しり力よくとなれば、ガリウスや魔族達との争いを抑おさえられると考えて。レオンを、アレイザードの平和の象しよう徴ちようにしようとしていたのだ。そして一時期を境に、シェルフィードの方から魔族の討とう伐ばつに出る事はなくなっていた。

　そんな心優しい王は、民たみからだけでなく、他の王おう侯こう貴族や閣かく僚りようからも慕したわれていて。

　だが──それは魔族を滅ぼしたいレオンにとっては、障害以外の何ものでもなかった。

「だからレオンは……決して許される事のない謀ぼう略りやくに手を染めたんだ」

「謀略……？」

　オウム返しに問うリスティに、ゼクスは「ああ」と頷いて。

　僅かな沈黙の後に、言葉を紡いだ。それは、レオン・エスペリオの真の狙い。

　告げる。

「──シェルフィードの全王族の暗殺だ」
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「魔族の虐殺は、シェルフィード王族の暗殺計画の手始めだったんです……」

　伏せた視線で、ルーティエ・トルムは過去の真実を語ってゆく。

「レオン自身が抱かかえる憎しみのはけ口と──何よりもガリウスを挑ちよ発うはつするために」

　そしてその企たくらみ通り、虐殺に激げき怒どしたガリウスは、レオンを殺すために王都エルディアへと攻せめ入いった。それが、レオンの謀略に手を貸す事になる事も知らないで。

　そして──五年前のあの日、リスティ以外の王族は全員死亡した。

　それは魔族の襲撃を受けてとされているが、本当は違う。

　レオンが画策したのだ。暗殺ギルドに、王族を皆みな殺ごろしにするようにと。

　──そうなれば、一体どうなるか？

　王族を全て失ったシェルフィードの民が、真っ先に寄る辺として頼たよるのは誰か？

　そんなものは決まっている。勇者だ。そして王や、リスティという婚こん約やく者しやを失ったレオンは、悲劇の勇者として、魔族を滅ぼすための正当な権利を手中にできる。

　王族を皆殺しにするという依い頼らいに尻しり込ごみしていた暗殺ギルドも、依頼主であるレオンが次のシェルフィードの国主になり、自分達にあらゆる便べん宜ぎを図はかるという誘ゆう惑わくに乗って。

　そして──その手を王族の血で染めたのである。

「暁月がその真実を知ったのは──魔王軍の襲撃による混乱の最中、レオンを捜しにエルディア城を抜け出した時だったそうです。レオンが幼い魔族の子供を人ひと質じちに取り、武器を捨てさせたガリウスと対峙している現場を、アカツキは目撃してしまった……」

「そんな……」

　呆然となった葛葉の声を、ルーティエは聞いた。

　だがルーティエは思う。悲劇は──これからなのだと。

　そして、ゆっくりと言葉を紡いでゆく。過去の真実を、紐解くように、

「しかし、ここでレオンにとって計算外の事態が起きました。アカツキがレオンを追って城を飛び出したように。リスティもまた、アカツキを追って城を飛び出していたのです」

　そのためリスティだけが、暗殺ギルドの魔の手から逃のがれる事ができた。

　通信魔法で、リスティを殺し損そこねたとの報告を聞いたレオンは、しかし引き続きリスティの殺害を暗殺ギルドに命じた。そしてリスティの暗殺完かん了りようの報告があるまで、人質を盾たてにしてガリウスに動くなと脅きよ迫うはくしたのである。

「成なる程ほどな……王族連中を殺したのは、全部魔王の仕し業わざにしたかった訳だ」

　海堂の言葉に、ルーティエは「ええ」と頷いて、

「そして暗殺ギルドが移動中のリスティを捕捉し、後はレオンの命令一つで彼女の暗殺が行われようとした時──……」

　一息。

「──アカツキは剣を握にぎり締しめ、レオンへ向かって駆かけ出だしたそうです」

　そして暁月は、レオンの暴走を阻そ止しした。彼を殺す事で。そして依頼主であるレオンが死んだ事を知り、暗殺ギルドは逃とう走そう。その後ガリウスが、人質となっていた子供と共にその場を去ったのと入いれ替かわりで、リスティが悲劇の現場に駆け付けたのである。

　そしてリスティ達が王都を放ほう棄きし、アレクラスタへと落ち延びた後。ガリウスは廃はい墟きよとなったエルディア城に姿を現し、こう宣言する。王族を全て滅ぼし、唯一生き残ったリスティは国外へと逃とう亡ぼうした。これより、このエルディアを──魔族の支配下に置く、と。

「ちょ……ちょっと待ってよ」

　そこまで聞いた千影が、疑問を差さし挟はさんだ。

「それじゃあまるで、美兎のお父さんがシェルフィードの王族を殺したみたいじゃないか……どうしてわざわざ、自分の仕業みたいに？」

「ガリウスの真意は、私達には解わかりません……」

　ルーティエは首を振りながら、

「自身の力を、他国へ誇こ示じする狙いがあったのかもしれません……或いは」

　そう言って、一人の少女を見る。

「貴女ならば、その理由を知っているのではないですか──ミュウ殿どの」
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「あ……」

　矛ほこ先さきを向けられた美兎は、しかしすぐには言葉を返せなかった。

　レオンが魔族を虐殺していた事は、美兎も知っていた。

　だが当然ながら、その理由や背景までは知らなくて。

　自分の知らない真実が怒ど涛とうのように語られ、すぐに思考が追いつかない。

　だから美兎は、自分に視線が集まるのを感じながら、やがてゆっくりとした口調で、

「…………ごめんなさい。ボクもこの話は、今聞いて知ったばかりで……」

　そう言って頭を下げる。

「シェルフィードから戻った父からは、レオンさんを倒したとしか聞いていないんです」

「そうですか……すみませんでした。ただでさえ貴女にとっては、辛つらい話だというのに」

　申し訳なさそうに言うルーティエに、美兎は「いえ……」と首を振ふった。

　父ガリウスが何な故ぜ、レオンを庇うような真似をしたのかは、美兎も聞いていない。

　それこそ暁月との一いつ騎き打うちに敗れ、美兎を託たくした時も。

　最後までその時の事は語る事なく、父は息を引き取ったのだから。そして、

「──これが、私の知っている五年前の真実です」

　とルーティエ。

「この事を知っているのはアカツキと私、それにゼクス……後はもう一人だけです」

「もう一人って──リスティ女王は、この事を知らないのでは？」

　眉まゆを顰ひそめる遥に、ルーティエは「ええ」と頷いた。

「仰おつしやるように、リスティではありません。国家を揺るがす秘ひ匿とく情報のため、悪意ある者から狙われないよう、その人物の身元は明かせませんが……」

「………………………………」

　ルーティエの言葉に、美兎は思わず黙り込んだ。

　脳のう裏りに浮かんだ人物がいたからだ。それは確信にも似た推測で。

　……あの人だ……きっと……。

　その優しい声を、凰沢美兎は思い出す。

『……確かに私は、戦争で夫や子供達を亡なくした』

　それは自分の存在を許してくれた、優しい女主人。

　レオンの母──セリーナ・エスペリオ。

　そうだ。彼女はあの時、美兎に言っていた。



『──それにあんたも、ウチの息子むすこの事は知っているだろう？』



　あの言葉は、勇者としてのレオンを指していたのではない。

　魔族である美兎ならば、レオンがしていた事を知っているだろうと言っていたのだ。

　……だからあの人は……。

　凰沢美兎は今こそ理解する。

　何故セリーナがあんなにも戦争を嫌悪し、そして美兎に優しく接してくれたかを。

　彼女は誰より知っているのだ。多くの命を失わせ、家族を奪った戦争の本当の悲ひ惨さんさ。

　戦争が生んだ憎ぞう悪おが──人を狂くるわせてしまうと。そしてその狂った憎悪が、負の連れん鎖さを生んでしまうのだと。だからこそセリーナは、侵攻を止めようとする美兎達の味方になってくれたのだ。もう二度と、戦争によって悲劇が生まれないように。

　──しかし今、暁月は過去の悲劇によって重い傷を負った。

　だが、美兎は忘れていない。セリーナは言ったのだ。

　暁月と一緒に、この戦争を止めろと。そして、きっとまた自分の料理を食べに来いと。

　憎しみの連鎖を断たち切きり──過去の悲劇を清算して。

　……そうだよ。

　顔を上げる。自分の中にあった想いを、誓ちかいへと変えて。凰沢美兎は、前を見み据すえる。

「ありがとうございます、ルーティエさん……話してくれて」

　暁月は戦争を止めるためにも、美兎には戦闘に出るなと言っていた。

　だがたとえ戦闘は駄目でも、戦う事はできる。

　この戦争を止めるために、美兎にもできる事はきっとある。

　……まだ間に合うよね……。

　凰沢美兎は、拳こぶしをギュッと握りしめた。暁月は戦ってくれた──次は自分の番だ。



11



　生半可な言葉を許さない、重い沈黙があった。その重さは、真実の重さだ。

　ゼクスによって語られた、五年前の悲劇の真相。それらを聞いたリスティは、すぐには全てを受け止め切れずにいた。だが最後に、どうしても聞いておきたい事があって。

　だから後回しにしていた、最初の疑問を呆然と問う。

「…………どうして私に、話してくれなかったの？」

「アカツキだよ……解るだろ」

　溜め息のように、ゼクスはその名を呟いた。

「アイツが、どうしてもお前には知らせたくないって……俺達に頼んだんだ」

　残酷な真実によって、リスティが傷付く事のないように。

「私のためだったって……そう言うの？」

　リスティは、ゼクスを睨んだ。自分を想ってくれた暁月やゼクス達の気持ちは、素す直なおにありがたいと思う。だがそれでも──真実を話す機会は、これまでにもあっただろう。

　まず暁月がゼクスに相談し、そして二人はルーティエに。それから三人で、リスティの父・前シェルフィード王に具ぐ申しんしたのは自然な流れだ。リスティは思う。残念ながら自分が、悲劇の前にレオンの真実を知る事ができた可能性は、低かっただろうと。

　父はきっと、国やリスティの事を想って、レオンの真実について隠しただろうし、或いはゼクスやルーティエにも、口を閉ざすように命令していたのかもしれない。

　だが五年前──父を始め王族は皆死亡したあの日から、女王として即そく位いする事こそ後回しにしたものの、リスティはシェルフィードの国主となったのだ。

「この国の悲劇と、お父様達の死の真相よ……私には、知る権利があったわ」

「そうだな……その通りだ」

　とゼクス。

「だがな──権利なら、アカツキにもあったんだよ」

「アカツキの……権利？」

　リスティが問うと、ゼクスは「ああ」と頷いて──告げる。

「──お前の事を想う権利さ」

　そして、リスティ・エル・ダ・シェルフィードは、最後の真実を聞いた。

「本当はな……俺やルーは、お前にレオンの事を報告するつもりでいたんだよ」

　とゼクス。

「当時の俺達は、この国の一騎士と精務官だったからな。国を左右する重要な情報は、王女のお前に報告する義務があったし……それにアカツキに、レオンの死の責任を負わせるような事は、絶対にするべきじゃないと思った」

「だったらどうして……」

「それでもアカツキが、お前にだけは言わないでくれって……俺達に頼んだんだよ」

　五年前のあの日。王都エルディアを放棄して国外へ落ち延びてから、唯一王族として生き残ったリスティは、失意のどん底へと突つき落おとされた。だが、いつまでも悲しんでいる訳にもいかなかった。リスティには、王女としての責任があったからだ。

　だからギリギリの精神状態で、それでも王都奪だつ還かんへ向けて動き出す必要があって。

「そんなお前に残酷な真実を伝えたら、今度こそお前は本当に壊れちまう……って」

　そしてそれは、民やシェルフィードという国そのものも同じだ。ただでさえ王族がほぼ死に絶え、王都と城を落とされたというのに。その上それが、誰もが信じていた勇者の仕業だったと知ったら。シェルフィードという国は、今度こそ完全に崩ほう壊かいしてしまう。

　だから暁月は、ゼクス達に言ったのだ。部外者の自分一人と、リスティや残された民、そしてシェルフィードという国そのもの。どちらを優先するべきかは、明白だろうと。

　よって暁月は真実を胸に秘ひめ、同じ言葉を繰くり返かえす事を選んだのだ。

　レオンは──自分のせいで死んだ、と。

　その結果レオンの死は、魔王ガリウスから暁月を守って死亡したという事になり。勇者レオンの名めい誉よと共に、王都奪還の希望は──リスティの心は辛うじて守られた。

　真実を隠した暁月が、自ら泥どろを被かぶる事で。

「それでも俺やルーは、やっぱり今のお前と同じで納なつ得とくできなくて。面と向かって言ったよ、アイツに……お前は間違ってるって」

　とゼクス。

「そしたらアイツ、『それでも俺は、これ以上アイツの涙を見たくないんだ……』って、ボロボロの顔で笑うんだよ。辛いとか苦しいとか、そういう泣き言とか一切言わずに。それ以上、俺達に何が言えるよ？」

「ゼクス…………」

　声を震わせる赤毛の将軍に、リスティは言葉もない。そして、ようやく理解する。ゼクスらもまた、血の滲むような葛かつ藤とうの末に、黙っている事を選んだのだと。何より──暁月はそれ以上の悲ひ壮そうな決意で、自分の事を想ってくれていたのだと。そして、

「女の涙を止めるためには、何だってやる──アイツの美学は、あの時に生まれたんだ」

　ゼクスが告げた言葉。それは凰沢暁月の、鬼畜美学の始まりだ。たとえ恨うらまれる事になっても。少しでも女の悲しみを減らせるなら、あらゆる手段を厭いとわない。もし残酷な真実を隠す必要があれば、たとえ嘘や偽りだろうと口にする。だから、

「アカツキが、このシェルフィードを守ったのは……王都解放戦の時が初めてじゃない」

　ゼクスは告げる。それは、レオンの真実と同じように。

　誰にも知られていなかった──凰沢暁月の真実を。



「五年前のあの日。アイツはたった一人で、お前と──この国を守っていたんだよ」



    

  
    
      第４章《動き出す乙おと女め達たち》
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　薄うす闇やみの中に、静かな足音だけが響いていた。

　夜の静寂に包まれたその場所は、リシャル聖教が誇る大聖堂だ。

　他に人の姿がない廊下を、ミランダ・クエンティは静かな笑みを湛たたえて進んでゆく。

　そして程なくしてミランダは、目的の場所へ辿り着いた。それは巨きよ大だいな扉を構える広間だ。その扉の向こうには、リシャル聖教に伝わる旧時代の遺産──《転移の門》がある。

「ミランダ様。このようなお時間に、どうかされましたか？」

　転移の間を管理する女性司教が、ミランダに気が付き声を掛けてくる。

　だからミランダは悠ゆう然ぜんと、

「ええ、聖下のご命令よ……少し下の様子を見てくるわ」

　それはここ──アレクラスタの皇都、空中都市アスラナーダを出るという事だ。

　その言葉の意味を理解した女性司教は、恭うやうやしく頭を下げると転移の間の扉を開いた。

　ミランダは、ゆっくりと室内へと足を踏み入れる。扉が閉まる重たい音を背後に聞きながら、正面へ向かって歩を進め──そして、広間の奥おくで足を止めた。

　見上げる。ミランダの視線の先にあったのは、巨大サイズの円形状のオブジェだ。外を瑠る璃り色いろの聖石で囲んだ内側の空間には、鏡のように映し出されているものがあって。

　ミランダは見る。《転移の門》の鏡面空間に映った、楽しそうな己の表情を。

「さて──アカツキ君は倒れ、そしてあの娘達は、残酷な真実を知ってしまった」

　ミランダ・クエンティは、凍こごえるような冷れい笑しようを深くして、

「どう動くのか楽しみね。この世界も……そして彼かの女じよ達たちも」

　そう告げて──ゆっくりと《転移の門》を潜くぐっていった。
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　──和平交こう渉しようの一いつ環かんとして、闘とう技ぎじ場ようで行われた暁あか月つきとの試合後。

　激闘を終えたリスティは、暁月とは逆の東方の控ひかえ室しつへと戻った。

　一人だ。体内の氣を狂わされたゼクスとルーティエは、医務室で治療を受けていた。

「……………………」

　リスティは黙って、壁かべ際ぎわのベンチに腰こしを下ろした。そして震える指先で、そっと唇に触れてみる。すると、そこにはまだ暁月の温ぬくもりが残っていて、

「…………っ」

　リスティは自分の顔が赤くなっているのを感じ、慌あわてて両手を拳にして太ふと股ももの上へと押おし付つけた。暁月にキスされた──それも、前に暁月が自分の世界へ帰る時、不意打ちでされたようなものとは違う。本当のキスだ。暁月が求め、強ごう引いんに唇を奪われた自分が、それでも彼を受け入れた口付け。言い訳などできない。数万人の観客達が証人だ。

　自分と暁月を祝福した彼らの拍はく手しゆと喝かつ采さいの残ざん滓しが、まだ耳の奥に残っている。

「やだ……どうしよう、私……」

　リスティは呟いた。そこへ、

「何だ──どうかしたのか？」

　突とつ然ぜんの声が来た。リスティは、弾かれたように控え室の入口を見る。

　そして、いつの間にかそこに立っていた青年の姿を見て、呆然と呟く。

「アカツキ──どうやって、ここに？」

「どうって……お前に会いたいから、普通に来ただけだぜ？」

　何かおかしいか？　と言って暁月はニヤッと笑った。

　そして部屋の中へと入ってくると、ベンチに座っているリスティの隣となりに腰を下ろす。

「ちょ、ちょっと……っ、こんな所、誰だれかに見られたら──」

　リスティと暁月は、試合とはいえ戦った間柄だ。暁月はゲイルペインの代表代理として、そして自分は三国同盟の代表として。無論この試合結果を受けて、和平交渉は次のプロセスへと移行するが、今はまだこんな風に二人きりで話ができる状況ではない。

　そもそも通路の入口には、衛兵だって居ただろうに。しかし、暁月は平然と、

「別に構わないだろ。試合は終わったんだ。勝者が敗者の所を訪れるのはルール違い反はんだが、試合に勝ったのはお前達なんだし。何の問題もねえよ」

「でも……『勝負』に勝ったのはアンタの方じゃない」

　アルフォンスの策さく謀ぼうや、それに屈くつして試合に勝つ事しか考えられなかった自分達。

　暁月は、そんな圧あつ倒とう的てき不利の状況を、全てひっくり返してみせたのだから。

　そんな拗すねた口調のリスティに、暁月はフッと笑って、

「違うぜ。勝ったのは俺じゃない、俺達だ──俺とお前達だよ」

　こちらを見つめる視線でそう言われ、リスティは思わず暁月から眼を逸そらした。

　……やだ、私……っ。

　思わず顔が赤くなる。だって仕方がないだろう。あんなキスをされたばかりなのだ。

　すると暁月が苦笑しながら、こちらの心を見み透すかしたように、

「気持ちは解るが……あんまり雰ふん囲い気きを作るなよ」

「なっ──違っ、私は別に、そんなつもりは全然……っ」

　リスティは顔を真っ赤にしながら、

「わざわざからかいに来たのなら、もう気が済んだでしょ。早く出て行って。和平交渉の最中なのに、こんな場所に二人きりで居て……おかしな誤解をされるのは御免よ」

「そんな心配は要いらねえと思うけどな。何かやましい事をしてる訳でもねえんだし」

　そう言ってから、暁月はニヤリと笑みを浮うかべて、

「それとも──いっその事してみるのも良いかもな」

「してみるって……何をよ？」

　訊き返しはしたが、暁月の言葉の意味は解っていた。だからこそ、敢あえてリスティは素知らぬフリ。そして、ベンチの上で少しでも暁月と離れようと距離を取る。だが逃げられない。暁月の伸のばした手が、簡単にリスティの手首を掴つかんだ。笑いながら、

「決まってるだろ──やましい事だよ」

　そう言われると同時。抵抗する間もなく、リスティは暁月に唇を奪われていた。

「んんぅ──っ!?　……やっ、ん、む……、んん～～っ」

　リスティは暁月の唇から逃れようとして、しかしできなかった。暁月の手が、背中に回されていたからだ。まるで抱きしめるかのように、リスティを捕らえて離さない。

　……やだ、私、何で……？

　リスティは困こん惑わくする。抵抗しようと思うのに、何故か拒こばむ事ができなかった。

　思い知る。自分は既に、先程のキスで暁月に逆らえなくなってしまっているのだと。

　だから、暁月の求めに応えてしまう。

　リスティの口の中に入ろうとする暁月の舌に対し、リスティの唇は従順だった。

　開く。すると、あっという間に暁月がリスティの中に入ってきた。口の中に逃にげ場ばはない。舌が絡からめ取られる。ねっとりと舌が絡み、互たがいの粘膜が擦こすれ合あう。

「は……んむ、ちゅっ……んちゅ、んっ……んん」

　甘い声が口から漏もれると、恥はずかしさが募つのり、リスティの胸の鼓こ動どうを速くした。

　そして、体の奥が熱を持ち始める。

　感じているのだ。どうしようもなく。こんな場所で、無む理り矢や理りに唇を奪われて。

　……どうしよう……私……。

　その事実に、リスティは躰からだの芯しんから震えるような感覚を得た。こんなにはしたない自分を、リスティは知らない。しかし、いつしかそんな事すらも考えられなくなって。気が付けばベンチの上に押し倒たおされたリスティは、暁月の首に両りよ腕ううでを回して、夢中になって暁月を求めていた。呼吸すらもどかしい程に、暁月と、暁月とのキスに溺おぼれてゆく。



    

  
    
      　やがて──肺の中の酸素を全て使つかい尽つくし、意識を失いかけた時。暁月の唇がそっと離れた。リスティはゆっくりと瞳ひとみを開けると、眼の前には穏やかな暁月の顔があって、

「…………良いな？」

　投げ掛けられた優しい問い掛け。それに答えるよりも先に、彼の手がこちらの服へと伸びた。だがリスティは拒めない。暁月のキスは、抵抗という言葉をリスティの頭から消し去っていて。リスティが熱い吐と息いきを一つ漏らす間に、服の前が全部開けられた。戦闘で動きやすいようにと、上の下着は着けていない。リスティの胸むな元もとから腰までが露になって。

　見られる。

「ああ……」

　熱を持った肌はだが、暁月の視線と外気に晒さらされると、心ここ地ちの良い寒気がリスティの躰を駆かけ抜ぬけて。そんなリスティを見た暁月が、そっと告げてくる。

「ずっと……お前をこうしたかった」

　その言葉が止めだった。暁月の言葉は、リスティもずっと望んでいたもので。

　体中の力が完全に抜けると、リスティの躰がその柔やわらかさを増した。

　暁月を受け入れる準備が整ったのだ。

　そして優しく覆いかぶさってくる暁月に、リスティはゆっくりと眼を閉じた。

　──だが、その先はなかった。

「え……？」

　暁月の重みと温もりが消え、リスティは思わず眼を開ける。

　すると控え室の中には、いつの間にかリスティ一人だけになっていて。

「アカツキ……？」

　身を起こし、リスティは思わず立ち上がる。

　するとつま先に濡ぬれた感かん触しよくを得て、リスティは視線を床へ向けた。

　そこに──血まみれの暁月が倒れていた。
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「────ッ？」

　ビクンと身体を震わせて、リスティの意識が覚かく醒せいした。

「ハァ……ハァ……っ」

　荒あらい呼吸と共に、喉のどを鳴らして唾つばを飲み込む。そしてリスティは顔を上げた。

　見慣れた室内。そこはリスティの執しつ務む室しつだ。そしてリスティは、机の傍らにある椅子に座すわっていて。ようやく理解する。自分は今、夢を見ていたのだと。

　──闘技場での試合の後。確かにリスティは一人で控え室に戻った。

　そして、暁月にされたキスの感触を噛かみ締しめるように反芻もしている。

　だが、そこまでだ。暁月は、こちらの控え室になど来てはいない。

　……あんな夢を、見るなんて……っ。

　リスティは唇を噛み締める。不安に負けてどうするのだ。

　暁月は絶対に生きている。彼の事が信じられないのか。

　……大体何よ、その前の恥ずかしい内容……。

　リスティは顔を赤くした。夢は願望の表れというが、まさかあんな風に暁月にされるのが自分の願望だというのか。その事に気き恥はずかしさを覚えつつも、キス止まりだった事にほんの少しの安堵を得る。下手に知識があれば、夢の中で行き着く所まで行っていたかもしれない。……それにしても、

「いくら疲つかれているからって、こんな時に寝ねてしまうなんて……」

　リスティは嘆たん息そくした。だが、無理もなかったのかもしれない。暁月が新たな魔王となり、ディスディアに宣戦布告をして以来、ずっと眠ねむれぬ日々を過ごしていたからだ。

　室内には既に、ゼクスの姿はなかった。リスティは思い出す。全ての話を聞いた後、ゼクスに一人にしてくれと頼み、彼はこの執務室を出て行ったのだと。そして、これからどうするかを一人で考えている内に、限界の疲ひ労ろうに意識が負けてしまったのだ。

　ゼクスから聞かされた真実は、リスティの思考の許容範はん囲いを超えたものだった。

　──しかし、短時間ながらも数日ぶりの睡すい眠みんは、リスティの頭に考える力を呼び戻して。

　だからリスティは、改めて自分が知った真実と向き合い始める。

　まずは──レオンの抱えていた闇について。

　憎しみに囚とらわれ、狂ってしまっていた彼に対して抱いた想い。リスティの心の中で、それを一番相応ふさわしく表現するとしたら、それは『残念』という言葉につきる。

　自分以外の王族──両親や親しん戚せき達たちを殺したのがレオンだったという事実は確かにショックだった。だが家族を失った辛さや悲しさを、既にリスティは乗のり越こえている。それがレオンの犯行だったと知ったからといって、彼に憎しみを向ける気には余りならなかった。そもそも自分達王族が、魔族との戦争の道を選ばなければ、レオンが狂ってしまうような事もなかったかもしれないからだ。

「でも──」

　リスティは思う。同情はするが、それでも自分はレオンの行こう為いを認める訳にはいかないと。憎しみに負けてしまったのは、レオンの心の弱さが原因だ。その弱さを責めるつもりはないが、しかし擁よう護ごする事はできない。戦争で家族を失っているのは、レオンだけではない。同じ境きよ遇うぐうの者は沢たく山さんいるし、他でもないリスティだってそうだ。たとえ時に悲しみに負けそうになっても、その辛さに耐たえ、歯を食くい縛しばり、前を向いて今日を生きるのが、生き残った者の責務だろう。レオンに対してあるとすれば、それは傍そばに居た者として、彼の苦しみに気付いてあげられなかった後こう悔かいだ。

　……ごめんね、レオン……。

　元婚約者の悲しい真実を知ったリスティは──それでも心の冷静さを保てていた。

　──何故か？　その理由を、リスティは理解している。

　ずっと変わる事のない、確かな答えが自分の中にあったからだ。

　それは誰にも言った事のない、リスティの秘められた真実。

　リスティにとって、勇者だったレオンは婚約者で。

　だが──そこに恋れん愛あい感情は存在していなかった。



　──無論、かといって嫌きらいだったという訳でもない。自分と接するレオンはいつも優しくて、正義感が強くて。皆が言うように、誰よりも勇者であった事は、リスティだって認めている。そんな彼を、嫌いになる訳がない。自分の中にも、好意はあったと思う。

　だが、それが恋愛感情だったかといえば──その答えは否だ。

　王族にとって、結けつ婚こんは恋愛の結けつ晶しようではない。純然たる義務である。

　国を存続し、繁栄させるための義務。だから、もしゼクスの武ぶ勲くんが認められ、彼が勇者と呼ばれていたら、リスティの婚約者はレオンではなくゼクスになっていただろう。

　だが、その事に異を唱えようと思った事はなかった。王族として生まれた以上、その義務は果たすべきものだったから。そして自分とレオンが恋こい人びとのように振ふる舞まえば、将兵や国民が喜ぶ事をリスティは知っていた。だから、そうしていたのだ。

　……だけど。

　ある日──リスティは、嵐あらしのような出会いを経験する事になる。

　それが暁月との出会いだった。

　リスティは思う。今思い返してみても、あれは最悪の出会いだったと。何せこちらの入浴中に、全ぜん裸らの暁月が突とつ然ぜん降ふってきたのだから。異性に裸はだかを見られたのも、肌を触れられたのも、あれが初めての経験だ。絶対に許すものかと思っていたが、しかし暁月が異世界から召しよ喚うかんされたのだと知ると、何とか怒りを収める事ができて。そして城で、客人として扱あつかわれる事になった暁月との生活が始まった。城に居る者ならば、誰もがリスティに傅かしずき、敬う中。くだけた口調に、遠えん慮りよのない態度の暁月との交流は、毎日が驚おどろきの連続で。あの頃ころの自分は、いつも暁月に怒っていたと思う。だけど、そんな暁月に引っ張られるように感情を表に出せたから、リスティも本当の自分を出せたのだ。あの幸せな日々は、

　……楽しかったっけ、とても……。

　王女という立場上、羽を伸ばせずにいるリスティに、暁月はあっさりとその鳥とり籠かごを取り去ってくれた。また普ふ段だんは奔ほん放ぽうでありながら、時折一人でいる時の暁月の表情には、切ない程の憂うれいがあって。そんな二面性を知るにつれ、次し第だいに彼を眼で追うようになり。

　そしてある日、心の中に生まれた想いを自覚したのだ。暁月が──好きだと。

　だが、それは許されない想い。だからリスティは誰にも気付かれないよう、自分の気持ちに蓋ふたをした。王族の責任を果たすために必要な感情の抑よく制せいは、得意だったから。

　そう──嘘をついていたのは、自分も同じなのだ。

　暁月がリスティやシェルフィードを想い、レオンの事を隠かくし通とおすと決めたように。

　リスティもまた、自分の本当の気持ちを隠していたのだから。

　だが──ガリウスがシェルフィードの王都エルディアを襲撃したあの日。

　城を飛び出して行く暁月を見て、初めてリスティは自分の理性より感情を優先した。

　だから暁月の後を追ったのだ。そして、あの雨の中を捜さがし回まわり、暁月が無事に生きているのを見つけた時は、心の底から安堵して。

　しかしその日、リスティは余りに多くのものを失った。両親に親族、生まれ育った城に守るべき国。そして、国の希望だったレオンまで死んで。多くの希望を失い、途と方ほうに暮れ、最早限界の精神状態になった時。リスティは、心の底から思ったのだ。

　──この上、暁月の命まで失うような事だけは、絶対に避けなくてはならないと。

　怖こわかったのだ。暁月を失ってしまう事が。暁月が居なくなる寂さびしさには耐えられる。

　だが暁月が死ぬ辛さにだけは、耐えられなくて。だから暁月を拒きよ絶ぜつしたのだ。

　自分の世界へ戻るよう差し向けるために。これ以上、この世界に居てはいけないと。

　嘘をついた。



　──貴方さえいなければ、と。
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　リスティは、今でも思わずにはいられない。

　自分が口にしたあの言葉が、どれだけ暁月の心を抉えぐり、傷付けただろうと。

　だけどあの時は、とにかく暁月をこれ以上危険な眼に遭あわせたくない一心で。

　暁月を拒絶すれば、彼は自分の世界に戻るだろうと思っていたのだ。だから、彼が姿を消した時。誤解されたままでの別れは寂しいし、悲しかったけれど。

　暁月が無事でいてくれるのなら、それでも構わないと思っていた。

　──だけど、暁月は帰っていなかった。

　一人で《神層界》へ赴おもむき、全てを守れる力を手に入れるために命を懸かけていたのだ。

　だから王都解放戦で、絶体絶命の窮きゆ地うちに追い込まれ、思わず死を覚かく悟ごした時。

　あの背中が、突然自分の前に現れた瞬しゆ間んかんの事は、今でも鮮せん明めいに覚えている。

　別人のように鍛きたえ上あげられた肉体に、圧倒的なまでの力を身に付けて。短期間でそれを得るために、暁月がどれだけの血と汗あせを流したかは、容易に想像ができた。

　それは最早、感動という言葉ですら生なま温ぬるくて。

　どれ程の言葉を尽くしても言い表せない感情があるのだと、その時初めて知った。

　勿論その後、自分が発した酷ひどい言葉を、暁月に謝あやまった。すると暁月は、気にしていないと笑ってくれた。だが一度最悪の形で拒絶したリスティはもう、暁月に想いを伝える資格を失っていた。だから最後まで──それこそ、ガリウスを倒した暁月が元の世界へ戻る時も、自分の気持ちを言葉にして伝える事はしなかったのだ。

　……だけど。

　リスティは思う。これ以上、自分の気持ちに嘘をつくのは嫌だと。

　もう冷静ではいられない。だってそうだろう。リスティとリスティが守りたかったものを、暁月は五年前のあの日、たった一人で守ってくれていたのだから。

　もしも暁月がいなければ、自分やこのシェルフィードは今存在していない。

　これまでは辛うじて、暁月への想いを押おし留とどめる事ができた。

　だがゼクスが教えてくれた真実は、リスティの心の堤てい防ぼうを粉々にして。

　決けつ壊かいする。そして塞せき止とめられていた想いはもう、溢あふれて止まる事はない。だから、

「うん……」

　リスティは頷きを一つ。そして椅子から立ち上がった。決めたのだ。これまでは暁月に守ってもらってばかりだった。ならば、今こそ自分は彼のために何かをしなくては。

　……だって、もう後悔だけはしたくないから。

　信じよう。暁月は絶対に無事でいると。それでも現在の状じよう況きようは、彼にとって不利な事は間違いない。ならば自分は、何としてでも彼を守ろう。

　自分はシェルフィードの女王だ。その立場には責任がある。戦争というこの状況下では、暁月とシェルフィード、守れるとしたらどちらか一方を選ぶしかないだろう。

　だが、本当にそうだろうか？　暁月は諦めなかった。ゲイルペインも、シェルフィードも、そして和平も。ならば自分も諦めてたまるものか。

　暁月と、暁月が守ろうとしていたものを、今度は自分が守ってみせる。

「──────」

　リスティは執務室の扉を開け放つと、長い廊下へと飛び出した。

「リスティ様……あの、どうかされましたか？」

　部屋の外に待機していたメイドに、リスティは一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえんで、

「ワルキュリアに全閣僚を招集するように伝えて──これから臨時の閣議を行うと」

　そう告げると、廊下の奥へと向かって歩き出した。リスティ・エル・ダ・シェルフィードはもう止まらない。暁月が好きだ。そして、この国も愛している。

　そんな自分の想いに、もう嘘はつきたくないから。

　残された時間は少ないが──まずは諦めない事から始めてみよう。



５



　室内の沈ちん黙もくを重くするものがある。

　時の流れを遅おそく感じさせるそれは、夜の森が生む静せい寂じやくだ。

　フォレストニウムでは現在、暁月の回復が待たれている。

　きっと今頃ディスディアは、暁月を倒した戦果に沸わいている事だろう。凰おう沢さわ美み兎うは思う。恐らく相手は、勝利を確信しているだろうと。今ならば、相手に油断がある。しかし、自分達がその隙すきを突いたところで、状況をひっくり返す事ができるとは思えない。

　……もし動くなら、絶対に失敗しないようにしないと……。

　美兎は決めている。暁月だけに頼る事はしないと。だが自分達が勝手に動いて失敗すれば、暁月を危険に晒す事になる。これ以上、事態を悪化させる訳にはいかない。

　だから冷静に考える。今の圧倒的不利の状況を覆くつがえせるとしたら、それは暁月の健在を示す事だ。新たな魔王は致ちめ命いし傷ようすらものともしない、強きよ靭うじんな肉体を持っているのだと。

　幸い時間はある。現在、敵はこちらに対する有効な攻め手を持っていない。ウルムが命いのち懸がけで発動させてくれた、強化概がい念ねん結界は今も働いているのだ。もし彼らにこの結界を破れるのなら、暁月が負傷したこの機会を逃さずに、攻め込んで来ているだろう。

　だから美兎達は待つ。まずは暁月が──自分達の信じる青年が、復活するその時を。

「…………………………」

　海かい堂どうこそしばらく前に出て行ったが、それ以外の千ち影かげ、葛くず葉は、遥はるか、ルーティエの四人は、今も美兎と共にこの場に留まり、暁月が目覚めるのを待っていた。

　だが先さき程ほどまでは、短い会話で沈黙を埋うめていたが、いつしかそれもなくなった。そんな会話に意味などなかったからだ。美兎達は、暁月の回復を待つためにこの場に居て。

　だから、誰もが自然と言葉を発さなくなった。時間だけがゆっくりと過ぎて。

　すると──ふと診しん療りよ施うし設せつの扉が、外から控えめにノックされた。

「──誰？」

　腰を上げて問う美兎に、ドアの向こうから、

「クルトです……このような時に申し訳ありません、ミュウ様に少しお話が」

「良いよ。入って来て」

　こちらの承しよ諾うだくの言葉に、静かにドアが開かれた。すると入口に、夜の闇を背せ負おったクルトが立っていて。しかし彼は、部屋の中へ足を踏ふみ入いれようとしない。

「どうしたのクルト……話があるんじゃなかったの？」

「……………………」

　クルトは無言で、美兎以外の四人にチラリと視線を向けた。

　他の者には聞かれたくない話という訳だ。

「外で話した方が良いみたいだね……」

　クルトの意図を察し、美兎は彼の下へ。すると入口のクルトは首を振って、

「いえ、室内の方が良いと思われます……今は月が出ていませんので」

　そう言って、美兎に一通の封ふう筒とうを差し出した。

「少し前に、里の外に置かれていたのを、外の警けい戒かいに当たっている者が発見しました……申し訳ありませんが、危険がないか私の方で先に内容を確かく認にんさせていただいています」

　書状だ。既に開けられた封ふう蝋ろうには、ディスディアの紋もん章しようが押されている。

「…………………………」

　美兎は無言で封筒を開き、中の書状へと眼を走らせた。そして、

「──────っ」

　ディスディアが寄よ越こした言葉に、美兎は微かすかに身を震わせる。許しがたい宣告が、そこには書かれていた。だが、美兎はすぐに冷静さを取り戻す。千影達たちに、この事を知られる訳にはいかないからだ。すると、

「ミュウ様……つい先程、このようなものも」

　クルトはさらに、もう一通の封筒を渡してきた。美兎は見る。封筒にある、シェルフィードの紋章を。そして、中の手紙に書かれていた内容を確認し終えると、

「…………………………」

　無言で手紙を折おり畳たたみ、再び封筒の中へと仕し舞まい込む。そこへ、

「──何かあったのかい、美兎？」

　ふと背後から、千影が呼び掛けてきた。だから美兎は振り返る。笑顔で、

「ううん、何でもないよ。ただ里の人達が、少し不安になっているみたいなんだ……」

　そこまで言うと、美兎は部屋の奥へと視線を向けた。

　一瞬だけ、ベッドで眠り続ける暁月の横顔を見て。そして告げる。

「だから──ちょっとボク行ってくるね」



６



　外へ出た美兎は、即そく座ざに風の飛行魔ま法ほうを発動させた。そしてクルトと共に、近くの森の陰かげへと身を潜ひそめる。すると離はなれた視線の先、診療施設の扉が開いたのが見えた。

　中から姿を現したのは、千影と葛葉だ。上う手まく誤ご魔ま化かしたつもりだったが、美兎の様子がおかしい事に気が付いていたのだろう。心配して後を追おうとしてくれたのだ。

　……ごめんね。

　こちらの姿を見失い、周囲を見回す二人を遠くに見ながら、美兎は立ち上がった。

　そして歩き出す。フォレストニウムの外へと向かって。

「──行かれるのですか？」

　美兎の右側、一歩後ろの位置を付いてくるクルトの言葉に、

「うん。クルトもこの書状を見たのなら解るよね。今動かなかったら、あの人が回復する前に──ボク達は負けてしまうって」

　ディスディアからの書状に書かれていたもの。それは『日の出までに降こう伏ふくしなければ、彷徨さまよいの森に火を放つ』という脅迫を込めた勧かん告こくだった。無論、結界で守られているフォレストニウムに被ひ害がいは及およばない。だが結界の外の森は、焦しよ土うどとなる事は避さけられない。

　森と共に在れ──それはフォレストニウムに暮らす、ゲイルペインの民の信条だ。

　焼かれた森は二度と元には戻らない。たとえ新たな緑が芽め吹ぶいても、それはもう違う森なのである。この森を焼かれるという事は、美兎達が守ろうとしている国を焼かれるのと同義なのだ。また森の中には、多くの動物達も暮らしている。もし火が放たれれば、彼らは当然森の奥へと逃げ込むだろう。餌えさとなる動植物が存在しない森の外では、彼らは生きていけないからだ。だが森の奥へと逃げ込んでも、その先にあるのはフォレストニウムの結界だ。行き場を失った動物達は、やがて火と煙けむりに巻まかれて死んでしまう。

　……させないよ、そんな事は絶対に……。

　とはいえ、この勧告がただの脅おどしである可能性はある。森を焼くというのは、こちらを追おい詰つめるのには最も有効な手段だ。しかし相手は、これまでその手を使わなかった。

　という事は、恐らくそれができない理由か、もしくはそうしたくない思おも惑わくがある筈だ。

　森を焼いて虐殺したなどという事になれば、たとえその相手が魔族であっても、世論の批難は避けられないだろう。しかし、それを脅しだと決め付ける事はできない。和平交渉を無視し、強引に戦争状態へと持ち込むような相手だ。さらに禁呪でレオンを蘇よみがえらせるような、形なり振ふり構かまわない暴挙まで犯おかしている。その気になれば、魔族の森など容赦なく焼いてみせるだろう。だから、

　……守らなくちゃ、何としてもこの森を……。

　美兎は、歩を進める足に力を込める。だが向かう先は、森の外にいるディスディアの駐ちゆう留りゆ軍うぐんではない。美兎と想いを同じにする者の所だ。

　リスティ・エル・ダ・シェルフィード。

　それはフォレストニウムに届けられた、もう一通の書状の差出人だ。彼かの女じよの手紙には、この最悪の状況を打開するために、極秘裏に会談を持ちたいという提案が書かれていた。

　凰沢美兎は知っている。リスティが、暁月に対して己おのれと同じ感情を抱いている事を。

　だからこそ、彼女だけは信じられる。恐らく今の最悪な状況で、それでもこの戦争を止められるとしたら、自分とリスティが力を合わせるしかない。

　きっと、それが最後の希望。美兎は、ようやく自分にできる事を見つけた気がした。

　これが自分の戦いだと。

　だから行く。リスティが落ち合う場所に指定したのは、彷徨いの森の一角。美兎達がアレイザードへ戻ってすぐ、リルルやシェルフィードの偵てい察さつ部隊を発見したあの場所だ。

　森の外に出たら、ディスディア兵の眼につきやすい。彼かれらにバレないように会うなら、確かに森の中が一番だろう。すると、後ろを付いてくるクルトが慎重な口調で、

「確かに書状にあったシェルフィードの提案は魅みり力よく的てきですが……罠わなの可能性があります」

「うん、そうだね……」

　解っている。だから千影達を連れて行く訳にはいかなかったのだ。ディスディアの罠である可能性に備え、葛葉に傀儡くぐつを作ってもらう事も考えた。だがもし本当にリスティが待っていた場合、相手を信じずに偽にせ者ものがやって来たと知れば、リスティとは二度と心を通わせる事はできなくなるだろう。そして、その瞬間に最後の希望は失われてしまう。

　だから、ここは自分が行かなくてはならないのだ。

「どうあっても、行かれるおつもりですね……」

　美兎の意思が、固い事が解ったのだろう。クルトは嘆息を一つ。そして、

「ならば──私も護衛としてお供します」

「気持ちは有あり難がたいけれど……必要ないよ」

　と、立ち止まって美兎。クルトの顔を見上げて、

「リスティ女王が相手なら護衛は必要ないし、罠なら捕つかまるのが二人になるだけだもの」

　最悪殺される可能性だってある。危険な眼に遭あうのは自分一人で充じゆ分うぶんだ。それに相手は美兎を呼び出した。それは美兎が狙ねらいだという事だ。ならば美兎が行けば、時間稼かせぎ位はできるだろう。相手に森を焼かせなければ、暁月が回復する猶ゆう予よは得られる。

　しかし、クルトも譲ゆずらずに、

「リスティ女王も、護衛くらいは連れて来るでしょう。また罠だった場合も、ミュウ様お一人より、二人の方が逃にげられる可能性は高い。敵の不意打ちにも対応できます」

　真しん剣けんな口調で、

「ここで貴方を一人で行かせたら……私は二度とあの青年に顔向けできません」

　暁月は何も言わずに、ゲイルペインのために戦ってくれた。そんな暁月の想いに感謝し、応こたえたいのは自分も同じだと。クルトの瞳に、揺ゆるぎのない決意を見た美兎は、

「解った……じゃあ一緒に行こう」

　確かな頷きをクルトに返した。自分が行くのに、同じ想いのクルトを連れて行けないとは言えない。だから二人は、再び歩き始める。

　フォレストニウムの結界の外へ出て──夜の闇が広がる森の中を。
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　約束の場所にあったのは、息を呑のむような静寂だった。

「場所は、ここで合ってるよね……」

　辺りを見み渡わたしながら、美兎は呟つぶやく。果たして書状は、本物だったのかと。

　しかし、こちらを呼び出した相手の姿が見えない状況は、美兎を不安にさせた。

　書状は里の外の、目立つ場所に置かれていた。という事は、少なくとも相手は森の中にまでは来ていた筈なのだ。ならば、当然この場所へも先に到とう着ちやくし、こちらを待っているのが自然な流れ。それなのに、その姿がないという事は──

「──誰か来ました」

　クルトの言葉に、美兎はそちらへと振り返った。

　森の向こう側から姿を現したのは、一人のシェルフィード兵士だ。その姿を見て、

「良かった……本物だったんだ」

　思わず安あん堵どする美兎に、しかしクルトは表情を厳しくして、

「いえ──残念ながら、罠のようです」

　そう言い終えると、背に持っていた長なが槍やりを構えた。

　すると夜の森──その深い闇から這はい出でるようにして何人ものシェルフィード兵が姿を現した。その手には、いずれも剣や斧おのといった武器が握られている。

「そんな……」

　美兎は思わず呆然となる。無論、罠の可能性は考こう慮りよしていた。

　だがそれは、ディスディアによるものだとばかり思っていたのだ。

　……まさかシェルフィードが、こんな真似をするなんて……。

　信じていた相手に裏切られた──そのショックが美兎の心を襲う。だが、美兎を庇かばうようにして立つクルトに動揺はなかった。とっさに意識を集中し、魔ま法ほう陣じんを展開。そして、

「ハアアアアァァァ────ッ！」

　迸ほとばしるような気合を吐き出し、クルトは長槍を振り回した。と同時、魔法で生み出された風が巻き上がり、周囲のシェルフィード兵を地面や木の幹に叩たたきつける。

「ミュウ様、今の内に──」

　そう言いかけて、ふとクルトは言葉を切った。倒した筈のシェルフィード兵が、起き上がり始めたからだ。自分の攻こう撃げきが通じない相手に、クルトは表情を厳しくして、

「これは……里を襲ったディスディアの鎧よろ騎いき士し達と同じ」

「やっぱり、そういう事だったんだね……っ」

　呟くように言いながら、美兎は確信する。間違いない。これはディスディアの罠だ。

「わざわざシェルフィードの鎧まで着せて……手の込んだ真似を」

　そう言って、美兎が唇を噛み締めた時だった。



「──いや、その鎧は彼らのものだ」



　ふと声がした。とっさに美兎はそちらを見て、そして息を呑む。

　正面の闇の向こうから姿を現したのは、金色の鎧騎士。

　兜かぶとを脱ぬいだ状態で、こちらに素す顔がおを晒している相手の名を、美兎は呆然と呟いた。

「レオン・エスペリオ……っ」

　そんな美兎に対して、レオンは静かな笑えみを湛えながら、

「この戦争の発ほつ端たんとなった事件を覚えてるだろう。彼らは、壊かい滅めつした監かん視し部隊の兵士だ」

「え……？」

　一瞬、美兎はレオンの言葉の意味が理解できなかった。

　しかし、答えを考えるより先に──美兎の横を、一つの影かげが駆かけ抜ぬけた。



「──クルトっ!?」

　自分を制止する美兎の呼よび掛かけを、クルトは背中で聞いていた。

　しかし止まらない。止まれる訳がない。眼の前にいる男は、無抵抗だった祖父を殺した仇かたきなのだ。そして今、美兎に危害を加えようとしている。それを許せる程、自分は冷静じゃない。だからクルトは疾しつ走そうする。レオンとの距きよ離りを一気に詰めて、

「喰らえっ、外げ道どう──っ！」

　自分の中にある全ての力と想いを込めて、渾こん身しんの長槍突きを見み舞まう。

　だが──槍の切っ先がレオンに届く事はなかった。受け止められたからだ。無造作に上げられたレオンの左手……その中指と人差し指によって。レオンは笑いながら、

「残念ながら足りないな──憎しみが」

　そう言い放つと同時、光の糸が縦に走った。それはレオンの剣閃だ。

「くっ──？」

　クルトがとっさに後ろへ下がるが、回かい避ひが間に合わない。

　レオンの剣はクルトの長槍を切断し、さらに彼の胴どうに浅くない傷を負わせる。

「ぐ……っ」

　腹部に走った激痛に顔を歪ゆがめ、クルトは地面に片膝を着いた。すると、

「悪くない反応だ……少しばかり遅かったが」

　レオンは淡たん々たんと評し、こちらの止めを刺さしに来る。振り上げられた剣が宙に静止して。

　そして振り下ろされた──その刹せつ那な、横からクルトを吹ふき飛とばすものがあった。

　突とつ風ぷうだ。まるで飛行魔法のように、彼方かなたの空へと向かって。

「──ミュウ様っ？」

　高速の風に飛ばされた瞬間、クルトは確かに見る。

　こちらに向かって聖せい錫しやくを構えた美兎に、笑顔があったのを。その口元がそっと動く。

　後はお願い──と。

　そしてそんな美兎の胴に、レオンの剣の柄つかが叩き込まれた。

　その手から零こぼれ落おちた聖錫が虚こ空くうに消え、意識を失った美兎が地面へと倒れて。

　しかしみるみる地面は遠くなり、クルトはその先を見る事ができない。

「ミュウ様……っ、ぐっ──くそぉぉおぉおっ！」

　クルトの悲痛な叫さけびは、しかし彼を包つつむ魔法の風によって掻かき消けされた。

　暗い夜空を、ただ一いち陣じんの風だけが駆け抜けてゆく。
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　緊きんき急ゆう招集によって開かれた、シェルフィード王国の閣僚会議。

　それはリスティが女王に即位して以来、もっとも紛ふん糾きゆうした閣議となった。

　リスティが提案した議題に対して、ほぼ全ての閣かく僚りよ達うたちが反対したからだ。

　だがリスティは譲らなかった。現在の状況を説明し、この事態に際して国が取るべき最善の道を示して。そんなリスティの揺らぐ事のない固い決意に、やがて閣僚達は彼女の案を受け入れた。だから、リスティ・エル・ダ・シェルフィードは確信する。

　……これでまず、シェルフィードは大丈夫……。

　だがこれで終わりじゃない。リスティは閣僚達を残し、足早に会議場を後にする。

　そんなリスティを、外の廊下で待っていた者がいた。侍じじ従ゆう長ちようのワルキュリアだ。

　リスティが彼女の横を通り過ぎると、ワルキュリアは一歩後ろを付いて来ながら、

「……閣議の方はどうなりましたか？」

「何とかまとまったわ──後は戦争を止めるだけよ」

　とリスティ。

「ゼクスには、気付かれていないでしょうね……？」

「はい。リスティ様のご指示とお伝えし、別室に留まっていただいております。この閣議について、ゼクス様が知る事はありません」

　淡々と告げるワルキュリアに、リスティは「なら良いわ」と微びし笑ようする。悪いが、この計画をゼクスに教える訳にはいかない。彼はまだ、この国に必要な人間なのだ。

「時間がないわ、次の計画に移りましょう。まずは、ゲイルペインのミュウ元王女に連れん絡らくを取らないと……こちらの呼び掛けに応じてくれると良いんだけど」

「その事ですが──」

　ふと、ワルキュリアの声が硬かたくなった。それだけでリスティは理解する。何か良くない事があったのだと。立ち止まり、

「……何があったの？」

「つい先程、情報が入りました。ミュウ元王女が、ディスディアに捕とらえられたようです」

「っ！　まさか──どうやってっ!?」

　フォレストニウムには現在、概がい念ねん魔ま法ほうによる強力な結界が働いている。

　危害を加えようとする者は、何人たりとも立ち入る事はできない筈だ。

「ディスディアに潜せん入にゆうしている者からの情報では、罠に掛けられたと……リスティ様の名を騙かたって、和平のために会いたいという偽にせの呼び出しに応じて結界の外へ出たようです」

「何て事……っ」

　リスティは激しい怒りを覚えた。和平交渉を無視して侵攻したあげく、今度は卑ひき怯ような嘘で騙だますような真似をするとは。一体どこまで、人の心を弄もてあそべば気が済むのだ。

　……でも。

　ふとリスティは疑問に思う。なぜ美兎は、呼び出しに応じたのだろうかと。

　これからコンタクトを取ろうとしていたリスティですら、こちらを信じて貰もらえるかどうか難しいと思っていたというのに。間違いなく美兎も、罠である可能性は考えた筈だ。

　それでも彼女は行った。──何故か？

　暁月と、そして和平を信じていた少女の事を思い出し、

　……もしかして、あの娘こ──

　一つの結論に思い至ったリスティは、息を呑んだ。

　確信する。美兎は、呼び出しを信じたのではない。リスティを信じたのだ。

　暁月が不在の今、リスティとならばまだこの戦争を止められると思って。

　そして、罠である可能性があると理解しながらも、彼女は前へ出る事を決めたのだ。

　自分を犠ぎ牲せいにする事を厭わずに、ほんの僅わずかしかない和平への希望を信じて。

　暁月と、ゲイルペインの民を助けるために。

　だったら、とリスティは考える。自分はどうするのだと。彼女がそこまでやったのだ。

　ならば自分も命を懸かけるべきだろう。暁月を想っているのは、彼女だけではない。

「──ミュウ元王女が捕えられた件について、ゲイルペイン側に動きは？」

「ありません……現在も沈黙を保っています」

「そう……」

　ならば、とリスティは確信する。間違いなく暁月は生きていると。

　もし暁月が死んでいたら、最後の希望である美兎が捕えられたと知ったゲイルペインは、すぐにでも何らかの行動を起こす筈だからだ。それがそうしないという事は、彼らにとってまだ希望が残っているという事。それに、

　……アカツキがいるから、あの娘はきっと捕まる危険を覚悟で外へ出たのね……。

　そこまで解ればもう充分だった。行こう。次は自分の番だ。

　だからリスティは、前へ進む事を止めない。

「ワルキュリア──軟なん禁きん状態のアルフォンス皇子と何とか連絡を取りたいの。ディスディアに潜入している間かん諜ちようのルートで、接せつ触しよくできないか試ためしてみて」



９



　レオンによって気絶させられ、そして意識を取とり戻もどした時。

　そこがどこか考えるより先に、凰沢美兎は息を呑んでいた。

　自分の眼の前に、信じられない顔があったからだ。

　独どく房ぼうのような密室空間の中、美兎は両手を鎖くさりで壁かべに繋つながれ、磔はりつけのようにされていた。

　そんなこちらの意識を確認するかのように、手で美兎の頬ほおに触ふれていた彼女は、

「あら……お目覚めみたいね」

　そう言って、氷のような冷たい笑みを浮かべた。

「どうして貴女あなたが、ここに……」

　美兎は呆然としながら問とい掛かける。眼の前に立つアレクラスタのナンバー２。

　リシャル聖教の若き大司教──ミランダ・クエンティに向かって。

　どういう事だ。この戦争に関しては、アレクラスタは静観の構えを取っていた筈。

　なのに、何故ミランダがここに居る。まさか中立の立場を崩くずしたのか。

　……ひょっとして、ボクが捕まったから……？

　その想像に背筋が凍こおった。暁月が重傷を負い、さらに時間を稼ぐためとはいえ自分が人質に取られた以上、形勢はディスディアへ傾かたむく事になる。その状況がアレクラスタに、ディスディア側へ付く事を決断させたとしたら。美兎の行動が、状況を最悪の方向へと動かしてしまった事になる。しかし──その時だった。

「もう充分でしょう、ミランダ殿……本物であるかの確認は済んだ筈です」

　ふと鉄てつ格ごう子しの外から声が掛かった。ディスディア兵だ。見張りか何かなのだろう。武器を持った二人が、並んで扉とびらを固めている。その内の一人が苛いら立だたしげに、

「これで信じていただけましたか。我々が、ガリウスの娘を捕えたという事実を」

「そうね、もう充分よ。バラム陛下に無理を言って、お願いした甲か斐いがあったわ」

　とミランダ。美兎から離れて、

「フォレストニウムには今も強力な結界が働いているというのに、魔ま王おうの娘を捕えたなんて俄にわかには信じられなかったものだから──でも、どうやら間違いなさそうね」

　全く、と言ってミランダは薄うすく笑う。

「一体……どんな手を使ったのかしらね？」

「……それは、我々にはお答えできません。もし知りたいのであれば、申し訳ありませんが上の人間に訊きいて下さい。──それより、これでこの戦争は我々の勝利で終わります」

　とディスディア兵。

「今後──アレクラスタは、どのように動かれるおつもりなのですか？」

「さあ、どうかしら……それは私にはお答えできないわね」

　ミランダは笑みを深くしながら、言葉をそっくりそのまま返す。

「もし知りたいのなら、申し訳ないけれど上の人間に訊いてくれるかしら？」

「………………っ」

　ミランダの上にはもう、それこそ教皇のヴォルクしかいないのだ。訊ける筈がない。

　からかうようなその言葉に、ディスディア兵は憮ぶ然ぜんとして黙だまり込こんだ。

　両者の会話を耳にした美兎は思う。彼らはもう──戦後の話をしているのだと。

　和平交渉を無視して侵攻をしたディスディアにとって、今最も気になるのは態度を保留し続け、静観を決め込んでいるアレクラスタの動向だ。リシャル聖教という巨大な影えいき響よう力りよくを持つアレクラスタの行動如何いかんでは、ディスディアの今後が大きく左右される事になる。詳くわしい事情を知らない末まつ端たんの兵士でも、不安を感じずにはいられないのだろう。

　そんな彼らの焦あせりを嘲あざ笑わらうかのように、ミランダは悠然と牢ろう屋やの外へと歩き出した。

　そして鉄格子の扉の所で、美兎へと振り返ると、そっとこちらへ告げてくる。

「残念だったわね…………貴女の信じた未来にならなくて」

「…………………………」

　だから美兎は、俯うつむき黙り込んだ。そんなこちらの反応を見た、ミランダもまた無言で。

　やがてこちらの返答を待たずに、ミランダが外への出口へ向かって歩き出した時。

「……まだだよ……」

　誰にも聞こえない声で、美兎はそっと呟いた。

　まだ諦あきらめるには早すぎる。だってそうだろう。自分達たちにはまだ──暁月が居る。

　しかし、美兎の頬を伝うものがあった。それは涙なみだだ。

　人質にされ、いつ殺されるとも知れぬ不安と。

　自分と暁月が信じた未来を、ミランダに否定された悔くやしさと。

　そしてこの涙を、今はまだ暁月が止めに来る事ができない現実と。

　それら全てを想い、涙を零しながら──それでも凰沢美兎は信じていた。



　だからこの時──この瞬間から全てが動き出す。



　──そして。

　卑ひ劣れつなディスディアの罠によって、美兎が捕えられ。

　それを知ったリスティが行動を起こし。

　さらに一部の者達がまだ、各自の思惑を胸に不気味な沈黙を保つ中で。

　それでもこの戦争が終結へと、確かに動き出した時。

　一人の青年が、ゆっくりと眼を覚ました。

「……泣いていたな」

　天てん井じようを見て呟く。何か夢を見ていた気がする。だが、内容は思い出せない。それでも青年には、一つの確信があった。どこかで──自分の良く知る少女が泣いていると。

　ならば、その涙を止めなくてはならない。だから青年はベッドの上で身を起こした。

　すると左胸に僅かな痒かゆさを得て、そこで気が付く。貫つらぬかれた筈の胸の傷が、綺き麗れいに塞がっている事に。錬れん環かん勁けい氣き功こうでは、こんな風に傷はなくならない。これは回復魔法によるものだ。だから凰沢暁月は、何かを理解したかのような不敵な笑みを浮かべて。

　告げる。



「さて──そろそろ俺の出番だぜ」



    

  
    
      第５章《ただ君に伝えたくて》
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　暁あか月つきが眼を覚ました時、フォレストニウムの診療施設に、他ほかに人の姿はなかった。

　だから凰おう沢さわ暁月は、少しだけ拍ひよ子うし抜ぬけする。

　てっきり自分が眼を覚ますと同時に、誰かしら女の子が抱きついてくるかと予想していたので──その胸か尻を思い切り揉もんでやろうと思っていたのだが。

「どこだよ女の乳と尻は──俺の両手が寂しいぜ」

　すると入口の扉が開き、

「眼を覚まして、いきなりそれかよ……思ったよりも元気そうだな、アッキー」

　苦笑を含ふくんだ声と共に、海かい堂どうが部屋の中へと入ってくる。

「今度こそ礼とか言ってくれて良いぜ。無様に地面に転がってたアッキーを、ここまで担かついで来たのは俺だからな。『ありがとうございます、海堂様』とかどうよ？」

　軽口を叩く海堂に、暁月はふっと笑って、

「感謝はしてるが、良いとこ『サンキュー』程度だな。どうせ俺が死んだら元の世界へ戻れなくなるかもしれないって、焦ってたんだろうが──海堂様よ」

「あーあー嫌いやだねー、素直じゃねえ……人の親切は疑っちゃいけねえよ」

「悪いな。俺はツンデレなんだ」

　悪びれない暁月に、海堂は嘆息し、

「まあ良いか……色々と面おも白しろい事も解ったしな」

　聞いたぜ、と笑う。

「あの金色の鎧騎士、昔アッキーが殺した親友らしいな。道理で戦ってる途とち中ゆうから様子がおかしかった訳だぜ。感傷で剣が鈍にぶるとは、意外と大した事ねえなアッキー」

「ルーの奴やつか……口が軽いな」

　と苦笑しながら暁月。

「──で、どこまで聞いた？」

「取とり敢あえず、五年前の悲劇の真実について一通りって感じだよ。泣かせるね……狂った親友と、大切な女と、滅びかけた国のために自分だけ貧びん乏ぼうくじを引くなんざ。アッキーてば、実はマゾなんじゃねえの？」

　まあでも、

「女子連中には受けが良かったみたいだぜ。みんなアッキーに惚ほれ直なおしてたっぽいからな。そのせいか知らないけど一人先走った奴が出て、今少し面めん倒どうな事になってる位だからよ」

「道理で誰もいない訳だ──状況が動いてるのか？」

　暁月は海堂に訊たずねる。フォレストニウムには、ウルムが新たに発動させた概念魔法の結界があるのだ。てっきり自分が倒れても、膠こうち着やく状態のままだと思っていたのだが。

　すると海堂は「ああ」と頷いて、

「アッキーの妹──じゃねえのか、とにかく彼女が先走って、ディスディアに捕えられたみたいでよ。これまでは戦わない事に納得していた里の若い奴らが、救出に向かうべきだって騒さわぎ始はじめてる。だから五泉いずみに桐どう元もと、副会長の三人が今、必死に連中を説得してるよ。下手に動くなってな」

「成る程ね……」

　暁月はある程度の事態を把は握あくする。海堂はああ言ったが、幾いくら過去の真実を知ったとしても、美み兎うが無む闇やみに己の身を危険に晒すとは思えない。フィル・バーネットとの一件で、その事はきちんと理解している筈だ。だとしたら恐らくは罠か、ディスディア側から何らかの脅迫があったのだろう。それも、どうしても動かざるをえない類たぐいの。

「──で、アイツが捕まったってのは、いつの話だ？」

「つい先刻だよ。ほら、クルトって奴が居たろ……殺されたウルム祖じ父いさんの孫の。どうやらアイツが一いつ緒しよだったらしいんだが、アイツだけが腹から血ィ流してフラフラになりながら戻ってきてよ。それで事態が解ったのさ。今はシェルフィードのハイエルフに、治ちり療ようをして貰ってるところだ。まああの様子じゃ、しばらくは動けそうに──」

「──いいえ、私ならもう問題ありません」

　ふと海堂の言葉を遮さえぎる声が、入口から投げられた。見れば、胸から腹にかけて包帯を巻いた状態のクルトが、入口の扉にもたれるようにして立っていて。

　そして、身体を重そうに引きずりながらこちらの方へやって来る。

「おいおい、大だい丈じよ夫うぶか？」

「言った筈です。問題はないと」

　それより、とクルト。海堂に冷たい視線を向けて、

「申し訳ありませんが──良かったら外していただけますか？」

「良くなくても出てけって言ってるだろ、その眼め……」

　おっかねえな、と海堂は肩を竦すくめて、

「まあ良いぜ、俺はアッキーの顔を見に来ただけだからな。もう用は済んだよ」

　ゆっくりと診療施設を出て行こうとする。その背中へ、

「行く前に感想を聞かせろよ、海堂……」

　暁月は笑う。海堂の悪あく趣しゆ味みを。

　海堂は見に来たのだ。鎧騎士がレオンだと知り、彼に重傷を負わされ、眼を覚ませば美兎がディスディアに捕まっていたという情報を聞いて。暁月がどんな顔をするかを。

「どうだ──お前が見たかったものは見れたのかよ？」

「感想なら言っただろ。『思ったよりも元気そうだ』ってな」

　海堂は振り返り、ニヤッと笑う。

「それに見たいものは、これから見せて貰うさ。楽しみにしてるぜアッキー、頼たのむから俺を退たい屈くつさせないでくれよ」

　さもないと、

「いい加減この戦争──俺が潰しちまうぜ？」

　そう言って、海堂は診療施設を出て行った。対する暁月は、静かに笑みで彼を見送り。

　宣言する。

「心配は要らねえよ──この戦いにはもう、お前の出番は残ってねえ」



２



　海堂が完全に出て行ったのを確認した後。

　クルトは項うな垂だれるように、暁月へ向かって頭を下げた。

「申し訳ありません、アカツキ殿──ミュウ様を守れませんでした」

「謝らなくて良い。お前が、アイツを連れ出すような真ま似ねをするとは思えないからな……大方アイツが行くって決めたんだろ」

　だから、と暁月。

「教えてくれ──一体何があった？」

　暁月の問い掛けに、クルトは自らの無念を語り始めた。ディスディアから、彷徨さまよいの森を焼くという脅きよ迫うはくがあった事。さらにリスティの名前を騙って、美兎をフォレストニウムの外へ誘おびき出した事。そして美兎を拉ら致ちしたのが──レオンである事を。

「……そういう事か」

　呟くようにそう言って、暁月はフンと鼻を鳴らした。やってくれる。レオンを蘇らせるだけでも反はん則そく技わざだというのに。良いだろう。そちらがそういうつもりなら、こちらももう容よう赦しやはしない。潰してやる。二度とおかしな真似ができなくなるまで。

「それにしても──」

　と暁月。

「あの馬鹿は……また勝手に、自分一人だけ犠牲になろうとしやがって」

　やれやれと嘆息しながら言うと、

「その言葉は──聞き捨てならないですね、アカツキ殿」

　それまでとは打って変わって、クルトが低い声と共に暁月を睨にらんでくる。

「これまでミュウ様を守り、支えていただいた事には感謝します。ですが貴方あなたは、本当の彼女を解っていない。今回だけでなくミュウ様はこれまでもずっと、周囲のためにできる最善を考えて行動されてきたのです──それこそ本当の自分を押おし殺ころしてまで。傍に居て疑問に思った事はありませんか？　なぜ彼女が、あのような喋しやべり方かたをしているのか」

　暁月を責める口調で、

「彼女を愚おろかと評する貴方には、絶対に解らないでしょうが、あれは──」

　教えようとするクルトに対し、



「──昔、周りの連中が陰で言っているのを聞いちまったんだろ」

　暁月が、その答えを先に言う。

　それはきっと、凰沢美兎の真実。

「どうせなら男に生まれて欲しかった──ってな」



　暁月の言葉に、クルトは呆然となった表情を見せた。

　信じられないように、

「まさか──既すでにミュウ様がお話しに？」

「いや、聞いた事はねえさ……ただまあ、恐らくそうなんだろうとは思っていたがな」

　──圧倒的な戦せん闘とう力りよくとそのカリスマ性で、元人間でありながら魔王となったガリウス。

　美兎は、その世よ継つぎだったのだ。戦乱の時代、当然周囲は女ではなく男を望んだだろう。ガリウスの強さを受うけ継つぎ、自分達を率いる新たな王となるようにと。

　だが、生まれたのは女だった。子供の性別は選べない以上、それを不満に思う者はいなかっただろうが、残念に思う者はいた筈はずだ。さらに美兎は、高い魔法の才能も有している。周囲はなおの事、彼女が男に生まれていればと思ったに違いない。

　そして──そんな周囲の思惑に、美兎は気が付いてしまったのだろう。

　だからせめて、言こと葉ば遣づかいだけでもと思い、あのような喋り方をするようになったのだ。それでも女らしい彼女には、どうしても自分を『俺』とは呼べなくて。『ボク』というのが、きっと彼女の精せい一いつ杯ぱいだったのだろう。それでも成長するにつれ、美兎の外見はどんどん人間に近くなってしまって。その事でまた、美兎は苦く悩のうを深めていた筈だ。すると、

「……気付いていたのなら、どうして彼女にそれを伝えなかったのですっ!?」

　クルトが暁月に食って掛かってくる。

「魔王の娘という立場を捨て、異なる世界で新たな生活を始める以上、過去に囚われる必要はなくなる。せめて貴方の前だけでも、一人の少女でいられたならミュウ様は──」

「そうかもな……だが、かといって俺が女らしい言葉遣いにさせる訳にはいかねえだろ」

　と暁月。

「周囲の期待に応えようと男らしく振る舞っていたアイツに、今度は俺が気付いたから女らしくしろって？　言えるかそんなもん。それじゃあ嘘うそに嘘を重ねるだけで、本当のアイツがいねえだろうが。これ以上アイツに、偽いつわりの自分を振る舞わせてどうするんだよ」

　だから暁月は決めたのだ。この件は、美兎が自分から話してくれるまで待つと。

　急せかすような真似はしない。ゆっくりと、自然に変わってゆけば良いのだ。

　それに重要なのは、何も真実だけじゃない。偽りもまた、美兎の一部だろう。

　だから凰沢暁月は、美兎の全てを受け入れ、そして受け止める。

　幸せも苦しみも、嘘も真実も、何もかも。

　暁月は笑う。クルトへ向かって、

「心配すんな。全部解ってるからよ……」

　美兎の想おもいも、そしてガリウスの想いも。だから、凰沢暁月は約束する。

「必ずアイツを無事に取り戻して──その上で和平を実現してみせる」
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　暁月と二人きりでの話を終えた後、クルトは診療施設を出て行った。

　自分達で美兎を救出しようとする、里の若者達を説得するためだ。

　暁月は思う。先程の会話だけで、クルトが完全に自分を信用した訳ではないだろうと。

　しかし──それでも協力はしてくれる筈だ。だから暁月は、後の事をクルトへ任せ、自分は再び戦場へ立つ準備を始めた。左手で右の手首を握り、握った右の拳に力を込める。

　手の平を通して感じる自身の握あく力りよくは、平常時と比べて、

「半分ってところか……上等だ」

　暁月はニッと笑った。これは日程の決まった試合ではない。刻々と状況が変化する実戦だ。常に万ばん全ぜんのコンディションを望んでいては、いつまでも戦う事はできない。

　だから、今回はこれで行く。今の自分で勝ちに行く。

　そして暁月が、ベッドから下りた時だった。勢い良く診療施設の扉が開き、駆かけ込こむように中へと入ってくる者達がいた。千ち影かげと葛くず葉は、それに遥はるかとルーティエの四人だ。

　走ってきたのだろう。荒い呼吸の四人に、暁月は笑みを見せて、

「よお。どうしたよ、そんなに慌てて──っと」

　しかし言葉を遮られた。暁月の腰へ、小さな身体の葛葉が抱だきついたからだ。

「心配した……本当に心配したんだから……っ」

　肩を震ふるわせる葛葉を、暁月は苦くし笑ようしながら抱きしめて、

「そっか……そいつは悪かったな」

　すると、他の三人も次々に暁月の傍へやって来て、

「海堂に、暁月の意識が戻ったって聞いてね。みんなで戻ってきたんだ」

　そう言ってから、千影は笑え顔がおで嘆息して、

「でも良かったよ……元気そうで」

「まあな、こっちはもう大丈夫だ」

　と暁月。

「そっちの方はどうだ？　里の連中はまだ騒いでいるのか？」

「ええ……ですが無理もありませんわ。助けに行きたい気持ちは、私達も同じですもの」

　と、遥は沈ちん痛つうな面おも持もちで、

「つい先程、ディスディアから通告がありましたわ。美兎さんを人ひと質じちに取ったと。よって速すみやかに全武装を放ほう棄きし、降こう伏ふくをしない限り──日の出と共に彼女の処しよ刑けいを行うと」

「お決まりの常じよう套とう句だな……もう勝ったつもりか」

　暁月は、フンと鼻を鳴らして笑う。

「なら教えてやらないといけねえな──そいつは、とんだ勘かん違ちがいだって事を」

「やはり……行くつもりなのですね、アカツキ」

　間に合って良かったです、とルーティエ。

「ここで貴方を一人で行かせていたら──それこそミュウ殿の時の二にの舞まいですから」

「悪いが止めても無む駄だだぜ……今いま頃ごろアイツは、一人で泣いてる筈なんでな」

　と暁月。すると、

「解ってるわ……私達だって、貴方を止められない事ぐらいは」

　暁月の腰へ抱きついていた葛葉が、顔を上げて、

「だけどお願い、私達も一緒に──」

　そこまで言ったところで、しかし葛葉はくたっと暁月の方へと倒れ込んだ。

　暁月が気絶させたのだ。首の後ろへの優しい手刀が、葛葉を穏おだやかに眠らせる。

「悪いな委員長、そこから先を言わせる訳にはいかねえんだ……」

　昼間のゴルドノ大渓谷での戦せん闘とうで、既に葛葉は限界まで体力と精神力を消しよ耗うもうしている。

　そんな状態の彼女を連れて行く訳にはいかない。

　そして──それは他の三人も同様だ。

「ま、待ってよ暁月、どうして──」

　千影が困惑しながら詰め寄って来る。その額を、暁月は人差し指の先でトンと押した。

　すると途と端たんに千影の身体から力が抜け、ゆっくりと瞳が閉じられた。気を失ったのだ。

「どうしてって、言われてもな……気持ちは解るけどよ」

　暁月は穏やかに笑いながら、

「この程度の不意打ちを避けられない状態の奴を、連れて行ける訳ねえだろ」

　そして葛葉と千影を、寄より添そうように床ゆかへ寝かせると、暁月は残る二人へと向き直る。

　七なな瀬せ遥とルーティエ・トルムに。すると、

「私は、絶対に付いて行きますわよ……」

　と遥。

「私はそんな不意打ちぐらい避けられますし、何より貴方が言った事ですわよ。私に貴方達の事を見み極きわめろ、と。だから何があっても、最後まで見届けますわ」

「そうだったな……良いぜ、見極めてくれて構わねえよ。だがな」

　と暁月。ゆっくりと遥へ歩み寄り、

「戦えない状態の女を連れて行くような真似をしたら、そいつはもう俺じゃねえ。お前が見極めるべきなのは、この戦いの結末じゃない。お前らを危険に晒したくないと一人で出で掛かけていったアイツと、今ここでお前を眠らせる俺だ」

　そして神速の動きで腕うでを取った。そのまま強引に抱き寄せ、

「な、何を……っ!?」

　慌てる遥の耳元に、暁月は笑いながら囁ささやく。

「最近、耳でイクのが俺の周りの女達の間じゃ密ひそかなブームでな……乗のり遅おくれんなよ」

　そう言って、遥の耳を甘あまく噛かんだ。

「っ!?　ふぁっ──あぁぁああっっ」

　極きわまった声を上げながら、腕の中の遥の躰がビクンと跳はねる。しかし暁月は容赦しない。

　腰が抜け、意識を失うまで遥の体内へ氣を流し込む。念入りに、たっぷりと。

　そして、遥の躰から完全に力が抜けた事を確認すると、

「戻もどって来たら聞かせてくれ……お前が、俺おれ達たちをどう見極めたのかを」

　そう言って、彼女を千影達の隣に寝かせた。

「なあ、ルー……」

　と暁月。気を失っている三人を穏やかな表情で見ながら、背せ中なか越ごしに問う。

「レオンを助けてやる方法は……ねえんだよな？」

　すると、

「はい……残念ながら」

　寂しそうなルーティエの答えが返って来る。

「レオンはもう五年前に死んでいます。今の彼は、禁きん呪じゆで蘇った仮かり初そめの存在にすぎません。もし助けられるとしたら、それは彼の魂たましいに今度こそ真の安あん寧ねいを与あたえてあげる事でしょう」

「そうか……解った。じゃあ悪いが、こいつらの事は頼んだぜ」

　そう言って暁月が立ち上がると、

「アカツキ……貴方の怪け我がは治りましたが、それはあくまで傷を塞ふさいだだけです」

　止められないと解っていて、それでもルーティエが忠告してくる。

「体力はまだ回復していない……そんな状態で無む茶ちやをすれば──」

「──そんな状態？　おいおい、何言ってんだ、ルー」

　そう言って、ルーティエを振り返り、

「お前が傷を治してくれて、コイツらが心配してくれて、アイツが人質になってんだぞ」

　凰沢暁月は、不敵に笑う。全身から、確かなオーラを漲みなぎらせて、

「はっきり言って──今の俺は、ちょっと最強だぜ」



　そして──それから三十分後。

　暁月の姿は、ゴルドノ大渓谷にあった。

　倒したと思われていた暁月が生きていた事に、ゲイルペインの動向を見張っていたディスディア兵達は警戒を強めた。しかし、攻撃を仕し掛かけようとする者はいない。

　不気味だったからだ。場所こそ多少異なるが、悠然と立つ暁月の姿は、まるで昼間の決戦の再現で。だから誰も動けない。あの時の暁月は、完全にディスディアの意表を突いてきた。そう考えると、今回も何かあるのではという疑念が湧わき上あがって来る。美兎が人質に取られている事は既に知っている筈なのに、まるで動こうとしないのも不自然で。

　そのためディスディア兵達は、ひたすらに警けい戒かい心しんだけを強めてゆく。

　ただ──一つだけ言える事があった。

　それは今度は間違いなく、暁月本人だという事だ。土人形という事はありえない。

　遠目に見ても解る。暁月の全身からは、青白い氣のオーラが立ち上っていた。

　だからこそ余計に、離れた場所から監視する事しかできなくて。

　そして暁月は、そんなディスディア兵達を嘲笑うかのように佇たたずんでいた。
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　シェルフィード王国の王都エルディア。

　その城下町に、変わらぬ味を客に提供し続けているレストランがある。

　女主人が一人で切り盛りしているそこは、『山やま猫ねこ亭てい』という名の郷土料理店だ。

「はーい、毎度どうもありがとうね。気を付けて帰っておくれよ」

　夜になれば居酒屋に姿を変えるこの店で、女主人は最後の客を見送った。

　ようやく一日の営業が終わったのだ。既に本来の営業時間はとっくに終しゆう了りようしていて。

　確かな勤労の充じゆ実うじ感つかんに、彼女──セリーナ・エスペリオは大きく伸びを一つ、

「──さて、と」

　奥の厨ちゆ房うぼうへ戻り、大おお鍋なべの火を落とそうとした時だった。

　店の扉を開けて、一人の客が入ってきたのは。セリーナはそちらを見るなり、

「おや……これは随ずい分ぶんと珍めずらしい客が来たもんだね」

　意外そうにそう言って、深い笑みをその顔に浮かべてみせた。

　入って来たのはゴツイ男だった。顔がでかい。胴がでかい。手足までもがでかい。

　そんな男が、女物の赤いドレスを身にまとっているのだ。最も早はや、凶きよ器うきの次元だった。

　すると、男は鷹たかのように鋭するどい眼でセリーナを見て、

「来たわ……何か食べさせてよ」

「アカツキと言い、アンタと言い……ちゃんとした営業時間に来れないのかねえ」

　やれやれと嘆息するセリーナに、

「カタギの店に、他の客がいる時に私が来れる訳ないでしょ」

　そう言って、娼しよ館うかんギルドの首領──メリッサは憮然としながら、

「いつまでも客を立たせたままにしてるんじゃないわよ、気の利きかない店ね」

「あら、ウチは客が好きな席に座って良いのよ。どこかの高級な娼館みたいに、一から十まで案内するような堅かた苦くるしい所とは違うの」

　とセリーナ。

「とはいえ、店が終わった後に来るなんて……残り物の簡単な料理しか作れないわよ？」

「別に構わないわ。何でも良いから、早く作って持ってきて」

　と、奥の使われていなかった席へ移動しながらメリッサ。

「ただし──」

「はいはい……大盛りだって言うんでしょ」

　セリーナは苦笑しながら、奥の厨房へ。使える食材は残り物だけ。さらに急ぎなのに、量は多くというオーダー。しかも相手は、閉店後に来るような礼れい儀ぎ知らず。

　普ふ通つうなら、手っ取り早く簡単な物で済ませるところだが。

　……でも、それじゃあつまらないわよねえ。

　セリーナは笑う。折せつ角かく、古い友人が来てくれたのだ。下手な物は出せない。ならば、ここは腕の見せ所だろう。そして──セリーナは完全に客の要望に応えてみせた。

　メリッサが一杯ぱい目の麦酒を飲み終える前に、五品の料理を完成させると、それらを大皿に載のせて、テーブルの上にずらりと並べる。そして自信たっぷりに、

「こんなもんで、どうかしら？」

「そうね…………悪くないわ」

　ぶっきらぼうなメリッサの感想に、セリーナは満足感を得た。

　今のが、メリッサが自分に対してする最高の賛辞である事を、長い付き合いで知っていたからだ。そして早さつ速そく食べ始めたメリッサの正面の席に座り、

「──で？　今日は一体何の用なの？」

　久方ぶりの来訪の意図を問い掛けた。すると、

「別に……たまにはアンタの顔でも見てやろうと思っただけよ」

　それだけ言って、メリッサは黙もく々もくと食事を続ける。だからセリーナは、そんな友人に感謝した。恐おそらくメリッサは、自分を気き遣づかってくれているのだろう。

　──暁月が戦場で重傷を負った事や、美兎が人質になっている事は知っていた。

　今日一日、店へ来る客の話題はコルドノ大渓谷での決戦についてばかりだったからだ。

　そしてディスディアは、自分達に有利な情報を積極的に流していたのだろう。

　だからセリーナ・エスペリオは、友人の心遣いを想う。先日、アカツキがこの店を訪おとずれてからリスティ達と試合するまでの数日間は、恐らくメリッサの娼館に滞たい在ざいしていた筈だ。確か何か探しものがあると言っていたし、その辺の事はメリッサが詳しい。

　そして恐らくはその時、彼らから話を聞いていたのだろう。

　セリーナに──暁月や美兎らと交流があった事を。

　……夜明けになれば、戦争は一気に終局へ向けて動くだろうね……。

　セリーナは思う。恐らく自分は今日、眠れぬ夜を過ごすだろうと。だが自分にはもう家族はいない。寄り添って不安を和やわらげられるような、そんな存在はいないのだ。

　だから来てくれたのだろう。ぶっきらぼうな、この古い友人は。

「大丈夫かねえ……あの子達は」

　答えを求めない呟きを、セリーナは口にした。すると、メリッサは食事の手を止めて、

「私の所に入ってる最新の情報を教えてあげる。アカツキは無事よ──つい先刻、ゴルドノ大渓谷に姿を現したって話だわ」

「本当かい……？」

　不安そうに問うこちらに、確かな頷きが来る。

「ええ。だから信じると良いわ、セリーナ。貴女の望む結末を……今もアカツキを信じている娘達と同じように」

　メリッサは語る。確信にも似た声で。

「少なくとも、アカツキはまだ──この戦いを諦めていないのだから」
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　アレイザードの各地を、空間転移によって一瞬で行き来可能な装置がある。

　リシャル聖教に伝わる旧時代の遺産、《転移の門》だ。

　深夜にそれを使用したリスティの姿は今、ディスディア帝国の皇こう宮きゆ内うないにあった。

　目的は、ディスディア皇こう帝ていバラム──彼に申し入れた極ごく秘ひ会談のためだ。

　インベリアルナイトに先導され、長い廊下を歩きながらリスティは思う。

　……正念場ね、ここが私の。

　ディスディアの暴走を止める。そのためにリスティは、一人で行動を起こしていた。

　──本来、戦争が終局に差さし掛かかっているこの状況で、バラムにはリスティの会談要請を受ける必要性はない。既にシェルフィードとディスディアとを結ぶ軍事同盟は、完全に形けい骸がい化かしている。ここまで暴走とも思える独断専行を繰り返してきているのだ。今いま更さらシェルフィードと話す事は、ディスディア側にはないだろう。

　だがリスティは、バラムに極秘会談を呑ませる事に成功した──レオンの件を使って。

　恐らくバラムの目算では、リスティがレオンの件を持ち出す可能性は少ないと考えていた筈だ。間違いなくバラムは、レオンが行っていた虐ぎや殺くさつと、五年前の真実を知っている。よってもし禁呪でレオンを復活させた事をシェルフィードが糾きゆ弾うだんすれば、バラムは躊ちゆ躇うちよなくそれを公表するだろう。その残ざん酷こくな真実は、シェルフィードを国内から崩ほう壊かいさせるには充分な威いり力よくを有している。対するディスディアには、恐らくダメージは少ない。今のレオンは禁呪で蘇っている状態だ。その禁呪を無効化してしまえば、レオンごと証しよ拠うこを消し去れる。そうなれば、こちらの訴うつたえは根こん拠きよのない中傷として、逆にディスディアにシェルフィードを攻せめる口実を与えてしまいかねない。よって打つ手がなかった──これまでは。

　──しかし先刻、状況が好転した。死亡の可能性さえ囁かれていた暁月が、ゴルドノ大渓谷に姿を現したのである。リスティの予想していた通り、暁月は無事だったのだ。

　そして、あの暁月に対たい抗こうできる力を持っているのは、ディスディアの手て駒ごまの中ではレオンだけ。これによりディスディアは、レオンの禁呪を解く訳にはいかなくなった。そして純然たる証拠を消せない以上、今はレオンの件を言い訳できない。

　無論、それでもシェルフィードとディスディアは、まだ五分と五分の状況だ。互いに互いの真実を公表し合えば、両者とも共とも倒だおれになる。

　……でも、だからこそ良いのよ。

　互いに破は滅めつしかねないこの状況だからこそ、相手に本気だと伝える事ができる。

　こちらは──破滅も辞さない覚悟でいるのだと。そして、

「──こちらです」

　前を歩くインベリアルナイトが、突つき当あたりの扉の前で止まった。こちらを振り返り、

「どうぞお入り下さい──中でバラム様がお待ちになられています」

「ありがとう……」

　案内の礼を告げ、深呼吸を一つすると、リスティは扉を開いて中へと足を踏ふみ入いれた。

　リスティを迎むかえたのは、静寂に満ちた空間だった。初めて入る、ディスディア皇帝の執務室。そこは、想像していたよりも質素で。リスティは思わず、軽い驚きを得る。

　しかしリスティは、すぐに思考を切きり替かえた。部屋の奥。壁際の執務机の椅子に腰こし掛かけ、こちらに厳しい視線を送ってくるバラムを見たからだ。

「このような夜よ更ふけに、貴重なお時間をいただきありがとうございます──バラム陛下」

「そう思うのなら、その貴重な時間とやらを下らん挨あい拶さつで無駄にする必要はないだろう」

　とバラム。

「用件を聞かせて貰おうか──大方の想像はつくがな」

「では、早速──」

　そう言って、リスティは入口から前へと歩を進めた。執務机を挟はさんでバラムと対たい峙じし、

「ゲイルペインとの停戦と、和平の締てい結けつをお願いしに参りました。僭せん越えつながら、シェルフィードが仲ちゆ裁うさ役いやくを引き受けさせていただきます」

「ふん……既に我わがディスディアの勝利は、ほぼ確定している。その停戦や和平を受ける事に、こちらに何のメリットがある？」

「見返りについては、既に陛下もご存知の事と思いますが──」

　リスティはスッと眼を細め、囁く吐息のように、

「もしこの停戦と和平を呑んでいただけるなら、禁呪によって蘇らせたレオン・エスペリオを使った一連の謀ぼう略りやくについて、シェルフィードは沈黙を守りましょう」

「…………………………」

　無言になったバラムに、リスティは畳み掛ける。

「どのような理り屈くつを付けたところで、貴国が和平交渉のプロセスを無視してゲイルペインに侵攻した事実は誤魔化せません。彷徨いの森への侵攻はまだしも、卑怯な罠で前魔王の娘を捕えた件を知った将兵の間では、動どう揺ようが広がっているのではありませんか？　たとえこの戦争に勝ったところで、ここまでの事をしでかしている以上──国内外から自分達が批判に晒される事態は避けられないのではないか……と」

　それに。確かに戦争は最終局面を迎えてはいるが、バラムが言うほど状況はディスディアに優勢ではない。何故ならば──あの暁月がまだ健在なのだから。

「そんな中、今ここで真実が公表されれば……現場の将兵達の戦意は完全に失われる事になるでしょう。レオンの件は明らかに人道的、倫りん理り的てきに反した許されざる行為です。自分達の正義を信じられなくなれば、どれだけ勇ゆう敢かんな兵士達も烏う合ごうの衆と成り果てます」

　さあ陛下、どうかご一考を。

「今ならば、まだ間に合います──どうかこの停戦を受けて下さいませんか？」
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　時間の流れを把握しにくい環かん境きようがある。

　外界から隔離され、さらに沈黙に包まれた状態の密室空間だ。

　その条件を満たす場所に今、美兎は捕とらえられていた。

　……今、何時なんだろ……？

　ミランダが独房を出て行ってから、もう随分と時間が経たっている気がする。美兎の公開処刑は、夜明けに執しつ行こうされる予定だ。フォレストニウムを出た時には、既に夜は更ふけ始はじめていた事を考えると、恐らく美兎に残されている時間はそう長くはないだろう。

　だが、凰沢美兎は後悔していない。死ぬ事は確かに怖いが、それよりも譲れないものが自分にはあって。自分の命を懸ける価値があると──確かにそう思ったから。

　──先日、フィル・バーネットは美兎を人質にして、魔族を滅ほろぼそうとした。

　あの時は、そうなっていれば最悪の事態に陥おちいっていたかもしれない。魔王の娘というのは、それだけの価値を持つ人質だったから。だが、今はもう違う。既にゲイルペインには新たな魔王が──暁月がいるのだ。そして暁月の本心を、既に美兎は里の若者達に伝えてある。たとえ自分が命を落としても、彼らは暁月と共に戦ってくれるだろう。

　だからこそ美兎は、人質になる危険を顧かえりみずに赴く事ができたのだ。

　しかし──それでも美兎は思う。だからといって、自分の命を諦めた訳ではないと。

　自分が人質になったのは、あくまで他に時間を稼ぐ方法がなかったからだ。

　凰沢美兎は、大切な事を知っている。それは自分が、父ガリウスの生きた証だという事だ。だから父が生きていた意味を無駄にしないためにも、簡単に死ぬ訳にはいかない。

　……忘れてないよ、ボク。キミが教えてくれた事……。

　美兎は想う。自分の心の中に、確かにいる青年を。自分を美兎の居場所だと──そう言ってくれた暁月の事を。彼は教えてくれた。最後まで諦めない事の意味と、美兎にとっての最善を。だからもう、凰沢美兎は諦めない。

　自分が死ぬ事なく、自分の助けたい人達を助けてみせる──暁月と一緒に。

　だから美兎は、改めて自分が置かれた状況を確認した。

　……問題なのは、反魔法結界アンチマジツクフイールドだよね……。

　人質や罪人を閉じ込めておくための牢ろうなのだ。当然おかしな真似はできないように、魔法を使用できないように処理がしてある。さらに見張りは見える所に二人、恐らくは外にも何人か居るに違ちがいない。そして自分は、鎖に繋がれた状態だ。残念ながら、自分一人で逃げる事はほぼ不可能だろう。

　……でも、まだチャンスはあるよ……。

　美兎の処しよ刑けいは、公開される事になっているからだ。時が来れば、彼らの方から美兎をこの独房から出してくれる。無論、逃げるとしたらそれが最後のチャンスだという事は、敵も解っている筈。処刑台への護送は、厳重な態勢で行われるだろう。

　だがチャンスがそれしかない以上、美兎はそこに懸けるしかない。

　全力で逃げてみせる──それこそ命を懸けて。

　そう美兎が心に固く誓った時だった。独房の扉が、外から開けられたのは。

　そして、中へと入ってきたのは金色の鎧騎士──レオンだ。

「どうかされましたか？　まだ夜明けには少し時間がありますが……」

　困こん惑わくする見張りの兵に、レオンは笑みを見せて、

「解っているさ。ただ、ちょっと念を入れに来たんだ……悪いが少し外してくれないか」

　穏やかな言葉に中には、確かな圧力が込められていて。

　見張りの兵士達は互いに顔を見合わせると、仕方なく牢屋の外へと出て行った。

　彼らを見送り、扉が完全に閉ざされたのを確認すると、

「日の出と共に行われる公開処刑──お前の首は、俺が刎はねる事になった」

　そう言って、レオンは鉄格子の中へと入ってきた。

　無言で睨む美兎に対して、レオンは静かな笑みを浮かべて、

「このまま、むざむざ死ぬ気はないと言わんばかりの眼だな……」

　だが、と美兎の眼の前に立ち、

「これから定刻になって処刑台に移動するまで、俺おれはお前の傍を離れない。隙を突いて逃げられるなどとは思わない事だ」

「……………………っ」

　こちらの考えが読まれているとは思っていたが、まさかここまで徹てつ底ていするとは。

　悔しそうに唇くちびるを噛む美兎に、レオンは感かん慨がい深ぶかそうに、

「もうすぐだ。もうすぐ長きに亘わたって続いていたアレイザードの戦乱が終わる。ガリウスがもういないのは残念だが──新たな魔王はいるんだ。後はお前を殺し、暁月を倒せば、やっと俺の戦争も終わる」

　そんなレオンの言葉を聞き、美兎は確信を得る。海堂が言っていたように、やはりレオンは操あやつられているのではない。彼は自分の意思で、暁月や自分を殺し、魔族を滅ぼそうとしているのだ。五年前のあの時と、同じ様に──狂くるった正気で。

　だからこそ美兎は、己の意志を譲らない。

「まだだよ……まだボクらは負けてない」

　絞しぼり出すような声で告げる美兎に、

「アカツキを信じているんだな……しかし無駄だ。ここがどこだか教えよう。ディスディア帝てい国こくの皇宮の地ち下か房ぼうだ。そしてアカツキは今……ゴルドノ大渓谷にいる」

　その言葉を聞いた美兎は、驚きに眼を見開いた。レオンが口にした言葉は、美兎が待ち望んでいた瞬間の訪れだったからだ。美兎は、心の底から安堵の表情を浮かべて、

「良かった……意識が戻ったんだ」

「あの傷で本当に生きていたのは驚きだが……今さら意識が戻っても、手て遅おくれだ」

　と、レオンは笑って、

「夜明けまでにここの居場所を突き止め、ゴルドノの駐ちゆう留りゆう部隊、国境の警備隊、そして皇都警備隊の全すべてを倒して、この皇宮まで来るのは不可能だからな」

　それに、

「たとえもし、アカツキが今そこの入口の扉を開けても──俺がお前を殺す方が早い」

　諦めるんだな、と言うレオンに、それでも美兎の瞳は揺らがない。すると、

「その眼……前にどこかで……」

　美兎を見ていたレオンが、ふと気が付いたように口にした。

　だから凰沢美兎は告げる。過去の真実を思い出させる言葉を。

「忘れたの？　ずっと前に一度だけ会っているんだよ、ボク達は」

　そう。



「五年前──貴方が死んだあの日、あの場所で」



　その言葉に、レオンの眼が驚きに見開かれた。彼の中で、現在と過去が繋がったのだ。

「お前は……まさか、あの時の子供か？」

　美兎はただ、無言の肯こう定ていを返した。その通りだと。今、眼の前に居るのは、かつてレオンが父ガリウスを殺すため、人質に取ったダークエルフの子供だと。

　解らなかったのも無理はない。この五年に自分の容姿は大きく変化した。現にあの暁月でさえ、まだこの事実には気付いていないのだから。

　そして、父は話してくれなかったが、ルーティエの話を聞いた美兎は確信する。

　きっとこれが──父があの日の真実を語らなかった理由なのだと。暁月がレオンを殺した事で、助かったのは単なる幼子の命ではない。大事な一ひと人りむ娘すめの命だった。だからこそガリウスは、レオンの真実を明かさず、シェルフィードを完全に崩壊させる事はしなかったのだ。結果的にガリウスと美兎の命を救った暁月に、借りを返すために。

　そしてこれこそが──ガリウスが美兎を、暁月に託たくした本当の理由なのだろう。

　あの時、美兎は途中から気を失っていた。だからこれまでは、てっきり父がレオンを倒したものとばかり思っていた。だが、ルーティエから真実を聞かされた今ならば解る。

　父ガリウスがシェルフィードから戻り、自分に語って聞かせた言葉の意味。

　──もし自分を倒す人間が現れたら、許されるならお前はその者と生きろ。

　あれは最初から、暁月の事を言っていたのだ。全ては、暁月がはぐれ勇者となる前から、決められていた事だったのである。そして──その事実を知ったレオンは、

「そうか……歴史は繰くり返かえすんだな」

　ゆっくりと、その表情を驚きから笑みへと変えた。

「確かに状況はほとんど同じだ。お前が人質になり、俺は魔王を殺そうとしている」

　そして、

「──リスティに死が迫せまっているところまで」

「何それ……どういう事？」

　ハッとなって問う美兎に、レオンは楽しそうに、

「今、この皇宮にリスティが来ている。バラム皇に、停戦を承諾させるために。ここと同じで、他に人はいない密室だ。何か起きても、言い訳はどうとでもできる」

　そして告げる。だからこそ自分は、ここに居るのだと。

「俺が死んでからの、アカツキの話は聞いている。確かに今のアイツなら、万に一つの可能性を現実のものにして、状況を逆転させるかもしれない」

　だが、

「前回は俺を殺す事で、お前とリスティを同時に救う事ができたが……今回はそうはいかない。今回俺が殺すのはお前だけで、リスティを殺すのはバラム皇だ。離れた場所に居る二人の敵を、同時に倒す事はできない。もしアカツキがこの皇宮へ来たとしたら、アイツは選ばなくてはならなくなる。お前とリスティの、どちらを助けるかを」

「その状況を作り出すために、わざわざここへ……っ」

　怒いかりの表情を浮かべる美兎の言葉に、

「どうした？　信じているんだろう、アカツキを」

　レオンは笑う。

「そうだな。確かにお前を先に助けに来る可能性の方が高いか。今のアカツキには、リスティがここに来ている事を知る術すべはない訳だしな……先に死ぬのは向こうだろう」

「……大丈夫だよ、リスティさんは。あの人はボクなんかより、ずっと強いもの」

　美兎は、想いを同じにしている少女を信じる口調で告げる。

　暁月との試合で見せた、彼女の強さは本物だった。だから間ま違ちがいない。

「一人で来たって事は、絶対に何か勝算があるんだ……負ける筈がないよ」
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　決断を迫るリスティに、バラムは無言のままだった。それでもリスティは待ち続ける。

　既に、こちらは問い掛けた。ならば後は、向こうが答えるのを待つだけだ。そして、

「──貴国の提案に対し、返答としてディスディアの意思を伝えよう」

　バラムはゆっくりと口を開き、静かに告げた。

「戦争は続行する──停戦も和平も受け入れられない」

　対するリスティは、確認する口調で、

「……真実を公表されても、構わないと？」

「ここで我々が引いても、レオン・エスペリオの秘密は残るだろう。もし和平を結べば、我々はゲイルペインに弱みを握にぎられた格好になる。将来に破滅の種を残すような、不利な条件を呑む訳にはいかない。つまり、そちらの言う交こう換かん条件は、どちらにせよ我々にとって不利にしか働かない脅迫と同じだ」

　それに、とバラム。

「もしその真実が公表された場合──いよいよこちらは、退路を断たれる事になるだろう。後には引けない以上、我々は我々の正義を信じて最後まで戦い続けるしかなくなる。そうなれば、停戦や和平など断じて有り得ない。確かにディスディアは破滅するかもしれんが、同時にシェルフィードも崩壊し、そしてゲイルペインは壊滅する事になる」

　だが、

「もし誰もが真実に眼を瞑つぶり、口を閉ざしてさえいれば、滅びるのはゲイルペインだけで済む。ならば、考えるまでもないだろう」

「停戦を断られた私が、黙ったままでいるとでも……？」

「そうだ。レオン・エスペリオの件は、シェルフィードにとっても不都合な真実だろう。事が公になれば、国の存続を左右しかねない程ほどに。間もなく貴国は王制を廃はい止しし、国民選挙によって新たな国家として生まれ変わる。それは貴女にとって悲願だった筈だ」

　一息、

「──自分の手でその希望を潰つぶし、国を崩壊させる覚悟が貴女にあるとは思えんがな」

「…………………………」

　脅しにも似たバラムの言葉に、リスティは黙って俯いた。やがて、

「確かに……シェルフィードを犠牲にする事はできません」

　呟くように言って、だがそれでもリスティは問う。

「最後にもう一度だけお聞かせ下さい。停戦と和平は──」

「有り得ん──その道だけは、絶対にな」

「……………………そうですか」

　そう言った次の瞬間──リスティは背中に隠かくしていた魔法杖を取り出した。

　そして、その先をバラムに向けて構える。

「…………何の真似だ？」

　眉まゆを顰ひそめるバラムに、

「見ての通りです。言葉を尽つくしても駄だ目めならば、力に訴えるしかないでしょう……」

　リスティは、先手を取ったまでだと告げる。何故なら、

「もし私が、真実を公表すると言ってこの部屋を出ようとすれば、陛下は即座に私を殺すつもりだったでしょうから」

「ほお……私を殺すか」

「いいえ、命を奪うばうつもりはありません。貴方には少しの間、私と一緒にそこの窓から行方不明になって貰うだけです。そうすれば、皇帝不在のディスディアは暫ざん定てい的てきに、唯ゆい一いつ皇位継けい承しよ権うけんを持つアルフォンス殿が国を司つかさどる事になる」

　そして既に──潜入中の間諜を通じて、軟禁中のアルフォンスと連絡を取り、彼の同意は取り付けてある。

「アルフォンス殿は、私が提案した停戦と和平に賛同してくれました……これ以上ディスディアに、破滅の道を歩ませないために」

「成なる程ほど……初めからこの展開を予想して、ここへ来たという訳か」

　バラムは、フンと鼻を鳴らして、

「しかし極秘の会談とはいえ、ここまで案内させた兵士を始め、貴女がここへ来ている事を知っている者は少なからずいる。一国の女王が他国へ乗り込み、その国の皇帝に狼ろう藉ぜきを働く──その事の重大性を良く考えるのだな。貴女が死ぬだけでは済まない。身勝手な正義の責任を取るのは、シェルフィード王国そのものだという事が解っているのか？」

　するとリスティは笑った。それも会心の笑みで、

「その心配はありませんよ。シェルフィード王国に責任は及びませんから」

　告げる。

「だって──そんな国はもう、どこにもありませんから」



　ここへ来る前に、リスティが開いた緊急の閣かくり僚よう会議。

　その議題は、今回の作戦の説明と──そしてリスティの王位剥はく奪だつの決議だった。

　全てはバラムを拉致し、アルフォンスにゲイルペインとの和平を結ばせるために。

　当然ながら閣僚達は反対した。中には、リスティは女王のまま、この作戦をシェルフィードの決断として動くのでは駄目なのかという者もいて。そうした嬉うれしい申し出を、それでもリスティは断った。シェルフィードを、巻き込む訳にはいかないと。

　──だから今、リスティは女王ではなく、一人の少女としてここに立っている。

「停戦と和平を実現するためならば、真実を明らかにしてシェルフィードを犠牲にする事も止やむなし──そう訴えた私を、議会は王権の暴走と判断しました。ご存知でしょう。既に民主化へ向けて動き出している我わが国くにの議会は、王を罷ひ免めんする権限を有しています」

「馬ば鹿かな……そんな戯ざれ言ごとが通じるとでも思っているのか！」

　バラムはいきり立ち、

「たとえ元女王であっても、その行動の責任はシェルフィードにある。新たな国主は、その事を理解して──」

「申し訳ありません。私の罷免は先程決まったばかりでして、現在シェルフィードは国主不在の混乱状態です。もうしばらくお待ち下さい──ええ、数ヶ月後の国民選挙まで」

　リスティは悠ゆう然ぜんと笑い、

「それに私は、自分で王位を返へん還かんしたのではありません。国家の反逆者として、女王の座を剥奪されたのです。程なくシェルフィードからは、私を見かけ次し第だい拘こう束そくするようにと、協力要よう請せいがある筈です。もしディスディア国内で何かしでかした場合は、ディスディアの法に則のつとって裁いて貰って構わないと」

　それは完全に建前。だが道理さえ通れば、それで良い。

　道理によって、真実を無効化する──それは、バラムが先に使った手なのだから。

「お解りになりましたか？　私はもう、シェルフィードとは無関係です。この事でシェルフィードが負う責任は、ごく軽けい微びでしょう。何せここへは、国を追われた末に──せめて自分の理想を成なし遂とげようと、半ば錯さく乱らん状態で来ていますから、私。そうでなければ、陛下を拉致しようなどという、とんでもない考えに及ぶ筈がありませんもの」

　ねえ陛下？

「確かに私には、シェルフィードという国を巻き込む覚かく悟ごはありませんが──」

　リスティは極ごく上じようの笑みから一転、表情を真剣なものに変えて。きっぱりと言い放つ。

「舐なめないで──自分の命と王位ぐらいなら、懸ける覚悟は持ってるわよ」
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　リスティを信じると告げた美兎に対し、レオンは黙ってスッと瞳を閉じた。

　そして「そうか」と前置きして、

「そうまでリスティが死なないと言うなら──お前には絶対に死んで貰わないとな」

　そう言うや、レオンの右手の先が黒い煙けむりのようなものを放ち始めた。

　おぞましい闇やみ色いろのオーラ。それを美兎に見せながら、

「これが禁呪で蘇った俺が操れる『死』だ。死者に使えば、俺と共にフォレストニウムを襲おそった鎧騎士や、先刻お前を森で襲ったシェルフィード兵のような、死し骸がい兵が作れる」

「死骸兵……だから、それで……っ」

　美兎は、先日のフォレストニウム襲しゆ撃うげきが可能だった理由を確信する。

　あの里に展開されている概がい念ねん結界は、敵の侵しん入にゆうを防ぐものだった。だがそれは、あくまで生きている敵が対象で。だから禁呪で蘇ったレオンや、死骸兵は結界を通る事ができたのだ。そしてウルムが命を懸けて展開した結界は、悪意ある存在から里を守るというものだった。だからレオン達も、あれ以降はフォレストニウムへ攻せめ込こめなかったのだ。

　恐らく、先程森で美兎達たちを襲った死骸兵は、壊滅した監視部隊のシェルフィード兵なのだろう。すると、レオンは笑いながら、

「そして、生きている者に使えば──生ける屍しかばねへと変える事ができる。生前と外見は同じで、意識もあるが、俺の意思一つで簡単に活動を止められる存在に」

「やれるものなら……っ。人質が死んだと解れば、みんな心おきなく戦えるよ」

「いいや解らないさ。言っただろう。外見は生前と同じで、意識もあると。アカツキ達は、お前が生きていると信じて疑わない。だが停戦や和平はもうないんだ。人質が無事である必要はない。公開処刑で首を刎ねる時は、あくまでまだ生きているように見えるだけで良いんだ。実際に生きている必要はない」

　笑う。

「今ここで殺し、処刑台で首を刎ねる……魔王の娘を二度殺せる訳だ。魔王ガリウスが俺から奪った、父さんと姉さんの命と同じ数だけ。それに楽しみだよ。もしアカツキが処刑時刻の前にお前を助けに来て、生きている筈のお前が、既に死んでいたと知った時──アイツがどんな顔をするのか」

「決まってる……仇を取ってくれるよ、絶対に！」

「どうかな。俺を倒せば、必然的に俺が作った死骸兵や生ける屍も、ただの死体へと朽くち果はてる事になる。自分の手でお前を殺すような真似が、あのアカツキにできるかな？」

　レオンの問い掛けに対し、美兎は答える言葉を持たなかった。理性では、眼の前の男に絶対に負けて欲ほしくないと思う。だが本音では、迷って欲しかったからだ。せめてそれ位は、暁月に想われていると信じたい。だがそれを、レオンに言う訳にはいかなくて。

　美兎はただ、悔しそうに唇を噛み締める。すると、

「お前でも迷うんだ、当のアカツキはもっと迷うさ。ゴルドノ大渓谷で俺と戦った時、剣けんに迷いを生んだように。そしてその躊躇は、今度こそアカツキを殺すだろう」

　レオンは美兎を嘲笑うかのように、

「安心しろ、痛みはない……死は安らかだ」

　そう言って、死のオーラを纏まとった右手を、美兎の首元へと伸のばしてくる。

「く……っ……っ」

　何とか逃のがれようと、美兎は必死に身をよじる。だが背後は壁で、両手は鎖で繋がれていて。だから、どこにも逃にげ場ばはなかった。そして最後に、

「──そう言えば。先刻から、リスティが勝つと信じているみたいだが……本当にあいつが、無事でいるとでも思っているのか？」

「ど、どういう事……？」

「リスティに勝算があるなら──バラム皇にも同じものがあるとは思わなかったか？」

　怪け訝げんそうに問う美兎に、レオンが告げる。

「残念だったな──向こうも今頃、バラム皇がリスティを始末している」
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　リスティ・エル・ダ・シェルフィードは見る。

　啖たん呵かを切ったこちらに対し、それでもバラムは余よ裕ゆうの態度は崩さないのを。そして、

「大した筋書きだが……あくまでそれは、私を捕えられたらの話だ」

　ならばまだ、未来は決まっていない。

「私の剣より先に、貴女の魔ま法ほうの詠えい唱しようが終わるとは思えないがな……」

　バラムは、自身の腰こしにある剣について言げん及きゆうした。

　現在の状況は、リスティではなく──自分が優位に立っているのだと。だが、

「──その心配なら必要ありません」

　とリスティ。何故なら、

「魔法なら既に唱え終わっています。魔法陣をキャンセルして──この城に来る前から」

　リスティは油断していなかった。ここまでの事態を読みきって、ずっと魔法を待機状態にしていたのだ。今ならやろうと思えば、瞬まばたきするより先に発動できる。

「軍事国家ディスディアの皇帝である、バラム陛下の剣の腕うで前まえは、私も聞きき及およんでいますが……試してみますか？　私の魔法と貴方の剣、本当に早いのはどちらか」

　リスティが言い終わると、室内はシンと静まり返った。

　──そして次の瞬間。

　バラムの手が剣に伸びるのと、リスティの魔法が発動したのは、全くの同時だった。

　リスティがバラムに使用したのは、風系統の雷らい撃げき魔法だ。それはバラムに命中し、彼の肉体の自由を奪う。その筈だった──しかし、

「っ!?　きゃあぁァ──っっ!?」

　魔法の発動と同時、悲鳴を上げて床に倒れたのは、リスティの方だった。

　床に転がりながら、リスティは愕がく然ぜんとなる。

　……まさか……反魔法結界アンチマジツクフイールド……っ!?

　皇帝の執しつ務む室しつなのだ。防ぼう御ぎよ対策が取られている可能性は、リスティだって考慮していた。突とつ然ぜん不意打ちを喰くらう可能性だってある。だから、自身の周りに不可視の防護障しよ壁うへきを展開させていたのだ。無論、反魔法結界の可能性についても想定していた。だがもし反魔法結界があったなら、リスティが室内に入ったと同時に、防護障壁や待機状態の雷撃魔法は打ち消された筈だ。そうならなかったからこそ、安心して魔法を使ったというのに。

「油断したな……」

　と、抜いた状態の剣を手に持ちながらバラム。

「この部屋の反魔法結界は、あえて攻こう撃げき魔ま法ほうの発動にのみ反応し、術者へ返すようになっている。その方が──皇帝の命を狙うような、愚おろか者ものを捕えやすいのでな」

「く……っ」

　読み負けた。何とか身を起こそうとするリスティに、バラムの蹴けりが横から来る。

　胴に衝しよ撃うげき。しかし痛みはない。身体の感覚が一時的に麻ま痺ひしているからだ。

　そして仰あお向むけの状態にされたリスティの胸を、バラムの足が踏みつけた。

「やはり甘いな。自じ爆ばく覚かく悟ごで広こう範はん囲い魔法を使用すれば、私を殺せたかもしれん……自分の命を懸けると言っても、所しよ詮せんは私と一緒に死ぬ覚悟まではなかったという訳だ」

「……うっ、かは……っ」

　麻痺で痛みはなくても、肺が圧あつ迫ぱくされれば息は上手くできなくなる。

　苦しそうに顔を歪めるリスティを、見下ろすようにバラムが言った。

　冷れい酷こくな表情で、剣を逆手に持もち替かえて、

「さて──女王ではなくただの反逆者ならば、この場で殺して問題ないな」
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　それは同時に訪れた絶体絶命。

　だから最早──美兎とリスティの死は、避けられないものになっていて。

　自らの最後に直面した彼かの女じよ達たちが、同じものを想うのは必然だった。

　それは二人が、心の底から想いを寄せる一人の青年。

　彼女達は最後まで、彼を信じ続けて。



　そして次の瞬間──美兎とリスティは、力強い腕に抱きしめられていた。



　その感覚を得たと同時、二連の衝しよ撃うげ音きおんが鳴なり響ひびいた。

「…………え？」

　二人の少女は、思わず眼を開けた。そして呆ぼう然ぜんとなる。

　別の場所にいた筈の自分達が今、向かい合う形でいたからだ。

　それどころか二人は、先さき程ほどまでとは全く別の場所に立っていた。

　そんな彼女達の腰を、しっかりと抱いているものがある。

　たくましい腕だ。美兎とリスティは、それが誰の腕なのかを知っていた。

　だからゆっくりと、二人は顔を上げて。

　そして見る。不敵な笑みを浮うかべながら、両りよ脇うわきに自分達を抱きしめて立つ青年を。

　凰沢暁月を。

「ハッ──やっぱり最高だな、絶望的な状況をひっくり返す瞬間ってのはよ」

　そして、余裕の態度で言い放つ暁月に、

「馬鹿な……」

「一体……何が」

　正面から、二つの呆然とした声が来る。バラムとレオンだ。少し距離があるのは、先程の衝撃音によるものだろう。恐らく暁月の蹴りか何かを受けて、こちらと距離ができたのだ。彼らは全く事態が呑み込めていない表情でこちらを見ている。

　しかしその戸と惑まどいは、腕の中にいる美兎とリスティも同じで。

　そんな四人に、暁月はこの逆転のカラクリを教える。

「最初の和平交こう渉しようの後──エルディアの城下町の骨こつ董とう屋やで、あるものを買っておいてな」

　それは一体何か。

「──昔、子供用のお守りの一種として売られていた魔法道具だ」
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「……使い捨ての転送シール？」

『山やま猫ねこ亭てい』のフロアに置かれたテーブルの一つで。

　女達の話題は、暁月がメリッサに頼んで探していた物の話になっていた。

　向かいの席に座すわるメリッサに、セリーナ・エスペリオは訊ねる。

「そんなもの、アカツキは何に使うつもりなんだい？」

「さあね……アイツは保険って言っていたわ」

　と、メリッサは言って、

「子供が迷子や行方ゆくえ不明になったり、それこそ誘ゆう拐かいなんかされた時のためのお守りでね。貼はられた対象が、生命の危機に陥ったと強く意識すると、それを貼った人間の下へと転送してくれるというものよ。模様が魔法陣になっていて、貼ると対象の身体に組み込まれて透とう明めい化かするから、見た目を気にする必要もない」



    

  
    
      「ああ、そういえば昔そんなものがあったわねぇ……でも」

　ふと、思い至ったようにセリーナ。

「最近は売ってる所を見ないね。そんなに良い物なら、需じゆ要ようがありそうなのに」

「仕方ないわよ。自衛のお守りとしては、致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあったから……」

　とメリッサ。

「何せ転送の際に──対象に触れている人間も一緒に連れてきてしまうんだから。それで誘ゆう拐かい犯はんごと親元に転送されてきて大問題になって、それっきり製造中止になったのよ。使い方によっては、悪用される可能性もあったしね」

　だから、

「今ではもう……それこそ物好きな骨董屋にしか、置いていないようなシロモノよ」
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　そして時を同じくして──ゴルドノ大渓谷。

　凰沢暁月は、メリッサと同じ説明を終えていた。

「そんなシール……いつの間に？」

　まだどこか信じられない様子の美兎に、暁月は笑いながら教える。

「お前らが俺にホクロ吸われたりキスされたりして、夢中になってる時にちょろっとな」

「あ、あんた、あの時そんな真似を……っ」

　こちらの腕の中で、リスティが思い出したように顔を赤くした。と同時、

「馬鹿なっ、あの和平交渉の時点で、既にこの状況を読んでいたというのか!?」

　事態を認めたくないのか、怒りにも似た声を上げるバラムに、

「おいおい、俺は占うらない師しじゃねえんだ……先の状況なんて読める訳ねえだろ」

　と、暁月は肩かたを竦めて、

「──だが、最悪の事態を予想する事ぐらいはできるさ。俺のいない場所で、こいつらが狙われる可能性ぐらいはよ。そして、そういう真似をする馬鹿を潰せば、この戦争は終わると思ったんでな。この手でぶっ潰せるように、わざわざ不良品の骨こつ董とうモノを手に入れておいた訳だ。大体、俺は言っておいた筈だぜ……」

　覚えているだろう。和平交渉の会議で、一番最初にした宣言を。

「アンタ達がどう思うかは自由だが──今回の件の全てを、この俺が司ると」

　そして──これで舞ぶ台たいは完全に整った。

　だから、ようやく全てに決着がつけられる。最高のクライマックスの幕開けだ。

　二人の少女をその両りよ腕ううでに抱きながら、ニヤッと笑みを浮かべて。

　ここに今、凰沢暁月は宣言する。

「さあ、終わりにしようぜ──この戦争をよ」



　そして──この戦争の行く末を決める最後の戦いが始まった。

　運命の担にない手ては、新たな魔王とかつての勇者。暁月とレオンだ。

　凰沢暁月は思う。

　これは現在を背負う自分と、過去を背負ったレオンとの、未来を懸かけた戦いだと。

「────」

　そして、先に動いたのはレオンだった。

　レオンは弾はじかれたように駆け出すと、暁月との距離を詰める間に一いつ瞬しゆんで抜剣。

　対する暁月は、美兎とリスティの腰に回した腕を解くと、

「離れてろ、俺一人でやる──お前達は手を出すな」

　二人の耳元に届くように呟くと、そのままスッと前へ出た。

　その右腕のＡＤに、闇色の粒りゆ子うしを放たせて。黒の魔ま剣けんが具現化する。そして次の瞬間、

　ギィィィィィィィイィィィィッィィン！

　激しい剣撃の音が打ち鳴らされた。
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　状況を一気に五分へと戻されたが、レオンの中に焦りはなかった。

　レオンは高速で剣を振ふりながら、自分の周囲に連なる金属音の響きを聞く。

　途と絶だえる事のない鋼鉄の調べは、その全てが剣撃だ。

　見る者の目が霞かすむ程の速度の中で、攻撃と防御を入れ替えながらレオンは思う。

　……これが、五年前には何の力もなかった者の剣か。

　それは昼間の戦闘でも感じていた驚おどろきだ。

　冷静に考えて、今の暁月の強さは、間違いなく生前の自分を超こえていた。

　だが問題はない。暁月の錬環勁氣功が、常人の限界を超えた力を使用者に与えるというのなら。自分もまた死者として蘇よみがえった事で、人の限界を超えている。本来、人が持つ力を全て発揮すれば、肉体はその負ふ荷かには耐たえられない。それが人の限界ならば、自分は今その制限の外にある存在だ。その代だい償しようとして、これまで使えていた元素系魔法は使えない。死者は精せい霊れいの力を借りる事ができないからだ。だが、魔法を使えないのは暁月も同じ。人の限界を超えている暁月と、人の枠わくから外れた自分なら、

　……勝つのは俺だ、アカツキ。

　不完全な状態である生に対し、死は絶対だ。一度起きた死を、生は覆くつがえせない。だが死は、生を殺す事ができるのだ。そして既に死んでいる自分には、疲つかれというものはない。

　あるのはただ、人間の限界を超えた力だけだ。対する暁月は、負荷や疲ひ労ろうとも戦わなくてはならない。生きとし生ける者が、決して逃れられない宿命として。

　だからレオンは思う。最後に勝つのは、間違いなく自分だと。しかし、

　……その最後に至る前に、俺を倒たおすつもりか……。

　暁月と剣を合わせながらレオンは思う。

　速い。そして重い剣撃だ。一瞬の判断を連続でこちらに強しいる暁月の連撃。

　それは錬環勁氣功の円運動が生んだ、剣撃の乱れ打ちだ。

　しかし直線的な動きに対し、円運動での連撃には弱点がある。常に攻撃を連ならせ、流れるように繰り出される攻撃と攻撃の間には、無駄な動きを多く含んでいる。

　それは隙すきだ。だからレオンはそこを突つく。攻こう守しゆを入れ替えるのではなく、暁月の連撃の間に自分の攻撃を割り込ませた。暁月の攻撃の流れとリズムを狂わせようとして、

「──甘いぜ、そんな単純な考えで、どうにかできると思ってんじゃねえよ！」

　剣を振り回すだけだった暁月の攻撃に、両足、両りよ膝うひざ、そして両りよ肘うひじが加わった。

　さらにそれまでは前後左右といった平面的だった体たい捌さばきに、縦回転がプラスされて。

　それは正に縦じゆ横うお無うむ尽じん。そして暁月の攻撃の、バリエーションが一気に増す。

　左右二連の回し蹴りと同じ軌き道どうで、黒の魔剣の斬撃が。

　斜ななめに振り下ろす袈け裟さ斬ぎりの後、その回転を活いかした胴どう回まわし蹴りが。

　次々とレオンを襲う。剣を止めれば手足、手足を止めれば剣といった具合に。

　強い。心の中で暁月をそう評して、しかしレオンはそんな暁月の立体的な攻撃に対応する。注意するのは、黒の魔剣の斬撃だけで良い。既に死んでいる自分に、錬環勁氣功で乱される氣は存在しない。ならば、手足の攻撃はただの打だ撃げきだ。人の限界を超えた身体能力を持つ自分なら、意識すれば衝撃には耐えられるし、体勢を崩される事もない。

　だから自分に、暁月の攻撃は通用しない。その事は暁月も解わかっているだろうに、

　……その表情は目め障ざわりだな……。

　レオンは見る。自分と渡わたり合あう暁月の顔に、確かな笑みがあるのを。

　そして通じないと解っていながらも、次々に躍やく動どう感かん溢あふれる攻撃を繰り出してくる。

「昼間にはあった迷いが、完全に消えているな……」

「ああ──お陰さまでな」

　こちらの言葉に、暁月はフンと鼻を鳴らして。

　しかし次の瞬間──レオンには理解できない言葉を放ってきた。

「言っただろ……お前を倒せる俺になるって」

「…………何？」

　レオンは思わず訊き返していた。暁月が言った言葉を忘れた訳ではない。

　それは昼間の戦闘で、最後の一撃を繰り出す前に暁月が投げてきた言葉だ。そして暁月は、限界を超えた錬環勁氣功を使用した。迷いを捨てて切り札を使ったのだ。

　レオンを倒せる、暁月になるために──だから、それが全てだった筈だ。

　しかし今の暁月の言い方は、こちらの認にん識しきと食くい違ちがいがあった。暁月は、まるで今の暁月こそが、レオンを倒せる状態になったのだと言ってきている。

　それが意味するものは何か──その答えに思い至り、レオン・エスペリオは激げき昂こうした。

「アカツキ、お前は……っ！」

　叫ぶ。



「わざと自分の胸を貫かせて──五年前のあの日を、真逆の立場で再現したのか！」
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　怒りの表情を浮かべるレオンに、暁月は笑う。悠然と、

「当然だろ──それ以外に理由なんかあるかよ」

　そう。あれは、暁月の中にある迷いを消すための、言わば儀ぎ式しきのようなものだった。

「まずはあの時の貸し借りを清算しないと、思い切り戦えそうになかったんでな」

　敵がレオンだと解った以上、決着をつけるなら、あそこから始めなければ意味がない。

　暁月があの場で、限界を超えた錬環勁氣功を使用した理由もそれだ。体内で臨界まで活性化した氣は、内的な負荷をかけながらも、外的な傷に対して治ち癒ゆり力よくを限界まで向上させる。暁月はあの時、攻撃のために自分の限界を超えたのではない。防御のために、それを行ったのだ。そして──左胸を貫かれた暁月の心臓は停止した。それは、刹せつ那なの死だ。

　だがそれでも限界まで上がっていた自己治癒力によって、辛かろうじて心臓への傷を最小限に止め、何とか命を取り留めたのである。

　唯一……その現場をリスティに見られてしまった事だけは、計算外だったが。

「誤解させたなら悪かったな……だが、もう安心して良いぜ」

　と暁月。

「今ここに居る俺は──紛まぎれもなく、お前を倒せる俺だからよ」

　そう言って、レオンに向かって左の手の平をかざした。と同時、無数の光球がレオンへ向かって解き放たれた。氣弾による連続攻撃だ。するとレオンは、

「こんなもので──」

　その全てを右手で振った剣で斬きり裂さき、或あるいは左ひだ腕りうでで弾き散らした。

　ダメージを与える事のない爆ばく裂れつが、連続して巻き起こる。すると、

「──ぐっ？」

　レオンが腕で弾はじき飛とばそうとした氣弾の一つが、霧む散さんする事なくそのままレオンを後方へと吹っ飛ばした。まるで爆ばく弾だんの中に、一つだけ鉄球が混ざっていたかのように。

「何でも弾けると思うなよ……氣ってのは凝ぎよう縮しゆくする事もできるんだぜ」

　暁月は余裕の表情でそう言って、レオンとの距離を詰めるために前へ出た。

　行く。そして、こちらに向かって剣を構えるレオンに、黒の魔剣を叩き込んだ。

　受け止められる。だが構わない。暁月は手を休める事なく攻撃を続けてゆく。

　あるものは避けられ、あるものは受けられ、あるものは捌かれた。だがそれでも良い、と暁月は思う。暁月は一つ一つの攻撃に、自らの想いを込めてゆく。

　どうか自分の成長を知って欲しいと。

　……どうだよ、親友っ！

　五年前は遠く及およばなかった。あらゆる攻撃が届かなかった。だが今は違う。

　この剣撃はかつてと違うだろう。この拳撃や蹴撃は知らないだろう。

　この連撃は──かつての自分にはなかったものだろう。

　解るか。これは全て、お前を失った事で得た力だ。お前を殺す事でしか止められなかった俺が、絶望の果てに得た力だ。だから知ってくれ。お前が俺を知ってくれ。

　今の俺が──どれだけ強くなったかを。

「おおおおおおおおおおおおおぉぉ──っ！」

　暁月は吼ほえた。攻撃をぶつける。魔族への憎ぞう悪おに狂い、かつては殺すしかなくて。

　今もこうして敵となって戦っていて──それでも。

　自分達は、今でも確かに親友だ。だから自分が止める。自分が倒す。

　今度は正面から。その力が自分にはあると──どうか届くようにと。

　──そして暁月は、戦法を変えた。これまで使っていた、膝ひざや足の攻撃を捨てたのだ。

　代わりに下半身を、フットワークや移動する事だけに使う。

　速度のギアが、これまでの状態から二段、三段と上がってゆく。

「これは……っ」

　暁月は流れるようにして、戸惑うレオンの声を聞いた。

　言葉の始まりと終わりが、別の場所から聞こえてくる。それ程の超ちよ高うこ速うそくに、暁月は急停止を織り交ぜた。そのストップ＆ゴーは、暁月の残像を作り出し、レオンの攻撃をまるで当たらせない。それはフィル・バーネットとの戦いで見せた、速度だけの目め眩くらましとは根本から異なる、攻撃と回避の完全な一体化。それは相手から、攻撃という概念を奪う。

「く──っ！」

　防戦一方となったレオンは、とっさに死者の身体能力を活かして宙へと逃れた。

　正しい判断だ。暁月の高速移動や急停止は足場があってこそのもの。

　それがない空中に逃げれば、状況を五分へと引ひき戻もどせる。だが、

「──させねえよ」

　レオンを上回る速度で、暁月は先回り。背面で上を取り、オーバーヘッドの蹴撃を叩たたき込こむ。ガキィ！　という衝撃音と共に、レオンが地面へと叩き付けられた。

「っ…………？」

　即そく座ざにレオンは跳はね起おき、宙を見上げ──しかしその視線の先に暁月はいない。

「どこ見てんだ、俺ならこっちだぜ」

　そう言って暁月は、背後からレオンへと呼びかけた。もう二度と、五年前のようにレオンを背後から襲う事はしない。だから、こちらを振り返るレオンに、

「構えろレオン──次で終わりにしてやる」

　堂々と告げた。これで決着をつけると。

　しかし、対するレオンは動こうとしなかった。そして、

「そうだな……」

　ふと。冷静さを取り戻した声で、

「確かに、次で終わりだな──お前が」

　レオンが、そう告げた時だった。

「────っ？」

　急激な眩暈めまいに襲われ、暁月は地面に片かた膝ひざを着いた。



「な、んだ……こいつ、は……っ？」

　身体から力が抜ぬけてゆくようだった。呼吸は完全に乱れ、立ち上がる事ができない。

　……くっ、どういう事だ……？

　暁月の身体に、異変が起こっていた。息切れではない。心しん拍ぱく数すうはむしろ下がっている。

　というよりも、心臓の鼓こ動どうが弱まっているような──そう暁月が思った時、

「はっ──はははははははははははははははははははははははははッ！」

　レオンが、狂ったような笑い声を上げた。

「いけないな、アカツキ……禁呪で蘇った俺に、何度も直接触れたりして」

　そして、そう言って笑うレオンの全身から、闇色の煙が立ち上り始める。

「禁呪で蘇った俺の存在は『死』そのものだ。気が付かなかったようだが、お前が直接俺に攻撃する度に、徐じよ々じよにお前の身体を死が蝕むしばんでいたんだよ」

「…………っ、そういう事かよ……っ」

　そう言って、暁月は心の中で舌打ちする。

　毒ならば錬環勁氣功を使えば、体内で浄じよ化うかもできた。しかし『死』は概念だ。

　それは直接、暁月の肉体と生命を蝕む。恐らく寿じゆ命みようがどうこうなったのではなく、単純に今の暁月は、生命力が限りなく低下している状態なのだろう。

　だが──凰沢暁月は己の危機を恐れない。どの道、次で決めるつもりだったのだ。

　ならば最後の攻撃だけ行えれば、それで終わりにできる。

　だから暁月は、しっかりと敵を──正面に立つレオンを見た。

　これから自分が向かう、到とう達たつ点てんを見み据すえる。レオン・エスペリオ。あそこがゴールだ。

　届いてみせる。そう思い、必死に両足に力を込めて立ち上がろうとして。

　──その背中に灼しや熱くねつのような激痛が走り、今度こそ暁月は両膝を着いた。

「ぐっ──な……っ？」

　黒の魔剣が手から零こぼれ落おち、地面に転がると同時に消失した。

　凰沢暁月は振り返る。背後を、全身から最後の力が抜けてゆくのを感じながら。

　そして薄うすれかけた視界の中で、そこに一つの人ひと影かげを確かく認にんした。油断していたつもりはない。だが、生命力を失った暁月の意識は、僅かに散さん漫まんになっていて。

　だから対応できなかった。そして、

「──この戦争の行く末が、一対一の決けつ闘とうだなどと誰が言った？」

　そう言って、バラム・ダイ・アロン・ディスディアは暁月を見下ろした。

　その手に握られた剣が、月光にきらめいて。やられる──そう暁月が思った瞬間。

「がっ────!?」

　短い呻うめき声ごえを上げて、驚いたかのようにバラムが硬こう直ちよくした。

　その直後、肩から腰へ抜ける軌道でバラムの胴どうに赤い線が走り、大量の血が噴ふき出だした。

「ば、かな……な、ぜ…………」

　自分に起きた出来事が信じられないように、絞り出すようにそう言って。

　ゆっくりとバラムは、地面へ崩れ落ちるようにして倒れた。

　そして、それきり動かなくなる。死んでいたからだ。

　それが強大な軍事帝国に君臨していた皇帝の──突然の最さい期ごだった。
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　暁月は、震えを伴ともなう声を聞いた。

「どうして邪じや魔まをしたんだ……っ」

　それは溢れそうになる感情を、抑おさえるような声。

　そして見る。正面──剣を振りぬいた体勢で立っている、レオンの姿を。

「魔王は……父さんと姉さんを殺した仇かたきは、俺が一人で倒さなくちゃいけなかったのに」

「……レオン……」

　凰沢暁月は知っている。かつてレオンが、いつも父親と姉の墓に誓ちかっていた約束を。

　必ず自分がガリウスを倒す──どんな手を使ってでも。

　その悲願を、かつて目前で暁月は奪った。だから今回レオンは、暁月を──新たな魔王を自分の手で殺す事に、全てを懸かけていたに違いない。

　その憎にくしみの対象を奪われそうになり、とっさに反応してしまったのだろう。

　だが──バラムの死は、レオンの存在を崩壊させ始める。

　禁呪で生み出された存在は、その術者が死ねば、後は無に帰す運命だからだ。

　レオンの全身から、存在の根源となる死のオーラが、漏れるようにして抜けてゆく。

　だが、それでも悲しい勇者は止まらない。狂ったように、

「魔王は、俺が殺す……っ、誰にも邪魔はさせない……誰にも……っ」

　うわ言のように繰り返しながら、一歩ずつ暁月へと近付いてくる。

「く……っ」

　このままでは……暁月は思わず表情を厳しいものにして。

　その時──二人の少女が、暁月を庇かばうようにして並び立った。美兎とリスティだ。

「この人は、殺させないよ──絶対に」

「お願い、レオン……もう眠ねむって」

　だが二人の声は、憎しみに囚とらわれたレオンには届かない。

　そして彼女達は、今のレオンの前に立つには──二人とも優やさしすぎた。

　二人は説得の言葉しか持たなくて、だから止められない。

「邪魔を────するなあぁぁぁぁあぁぁぁっっ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、離はなれた場所からレオンが剣を振り上げた。

　……っ、やべえ！

　それを見た暁月は、刹那に表情を厳しくした。

　あれは自身の存在の全てを懸けた、レオンの捨て身の攻こう撃げきだ。

　暁月には解る。同じものを、先程自分もレオンに対して見み舞まおうとしていたのだから。

　レオンが抱かかえていた怨おん念ねんの全てを乗せた、最後の一撃だ。とてもじゃないが、美兎やリスティに防げるものではない。あんなものを喰らえば、三人ともお終しまいだ。

　だが。

　……だったら、させねえまでだ！

　こんな所で自分も、美兎やリスティも死ぬ訳にはいかない。だから暁月は、自分の中に残っていた全ての力を振り絞った。かけがえのない、二人の少女を守るために。

　全てを──解放する。

　と同時、新型のＡＤが反応した。装備者にとって、最も相応ふさわしい武器が具現化する。

　今の暁月に最も相応しい武器──黒の魔剣・レーヴァテインの第二形態を。

　そして暁月は、美兎とリスティの間を抜けて前へ出た。しかしレオンは、黒の魔剣の間合いからは離れた場所にいる。その距きよ離りを詰めている時間はない。

　だから暁月は、その場で黒の魔剣を振り下ろした。

　レーヴァテインが空を薙なぎ──そして地面に叩きつけられて。

　地を這はう最強の衝しよ撃うげ波きはが、レオン目め掛がけて駆け抜けた。



16



　凄すさまじい衝撃だった。

　それはゴルドノ大渓谷の北側ルート、その端はしから端までレオンを吹き飛ばし、

「ぬぅぅぅぅぅぅぅぅぅぁぁぁぁぁぁあああああああああっ！」

　しかし、それでもレオンの執しゆ念うねんの剣撃が、暁月の生んだ衝撃波を弾き散らした。

　倒れそうになりながら、

「まだだ……まだ終わらない……っ」

　そう言って、レオンは顔を上げて。

　そして見た。暁月の姿が──すぐ眼の前に迫っていたのを。
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　暁月が駆け出したタイミングは、衝撃波を繰り出した直後だった。

　最初から決めていたのだ。レオンを倒す時は、背後からではなく正面からで。

　そして──剣ではなく、己の拳で決着を付けると。

　だから凰沢暁月は、右の拳を固く握って。軸じく足あしの右足で大地を蹴けった。

　爪つま先さき、足首、膝、腰、肩、肘ひじ、手首の順に関節に捻ひねりを加え、後を追うようにして足の先から拳の間の筋肉に、回転エネルギーが加えられる。

　そして最後に、錬環勁氣功によって練られた体内の氣が、同じルートを駆け抜けて、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおらあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ───────っ!!!」

　暁月の放った渾身の右拳が、轟ごう音おんと共にレオンの左胸へと叩き込まれた。
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　その衝撃は、突き抜けるようにしてレオンの胸から背後へと貫通した。

　拳を繰り出した暁月も、それを受けたレオンも、そのままの体勢で動かずにいて。

　そしてしばらくの後──先に動いたのはレオンだった。

　倒れ込む。全ての力を失ったように、ゆっくり前へと。

　そんなレオンを、暁月の腕が抱きとめた。

「随分と重くなっただろ……俺の拳も」

　静かな笑みと共に、暁月は語りかける。

「この五年の間に、色んなものを背せ負おってきたからな……」

　五年前、レオンに強さの理由を問うて、その答えを貰った時。まだ暁月に力はなく、反論する事も、自分が考える強さの理由を語る事もできなかった。

　だが、今なら言える。憎しみが生む力は、確かに強い事を承知の上で。それでも、

「何かを守ろうとする力ってのも──結構大したもんだろ？」

「それでお前は今回、この世界を守るために戦ったという訳か……」

　ふっとレオンは、力のない笑みを漏らして言う。しかし、

「そんな大層なもんを守ろうなんて思った事は、一度もねえよ」

　そう言って、暁月はゆっくりと眼を伏せた。

「俺が守ってきたのはこの目に映る女と──その涙を見たくないという俺の美学だけだ」

「ふっ……ははっ、成る程……そういう事か」

　レオンは、心の底から楽しそうに笑って、

「なら先に行って、向こうで見てるよアカツキ──女の涙を止めるために世界を敵に回す。そんな綺き麗れい事ごとを、いつまで続けられるかを」

　そして──そう言い終えると同時。レオンの身体は砂のように崩くずれ去さり。

　そして吹く風に流れるようにして消えていった。

　だから、残された暁月は右の手を固く握った。

　その拳の中に、舞まい散ちる親友の残ざん滓しを確かに感じながら、

「ああ。見せてやるさ、いつまでも──俺が俺である限り、最後の一瞬までな」

　呟くようにそう宣言すると、くるりと背後を振り返った。

　そして、確かな足取りでゆっくりと歩き出す。



　遠くの方から駆けて来る、二人の少女──美兎とリスティの方へと向かって。



    

  
    
      終章《未来への布石》
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　柔やわらかく清純な空気がある。

　森が本来持つあらゆる生命を癒いやし、そっと優しく包み込む大気。

　それがようやく、彷徨さまよいの森に戻ってきたのだ。

　森の中央にある悠ゆうき久ゆう森林都市フォレストニウム。

　その外れ──ひっそりとした場所に、設けられた墓標がある。

　レオンら鎧よろ騎いき士しの襲撃で命を落とした、長のウルムと。

　そして、偉い大だいな魔王──ガリウスの魂を弔とむらう墓だ。

　──暁あか月つきによってガリウスが倒された後。ガリウスと共に戦っていた者の多くが、戦う事を止めてこのフォレストニウムに移り住んだ。

　元人間でありながら、誰よりも魔族を想って戦い続けたガリウス。そんな彼を心の底から敬愛していた彼らは、ガリウスの墓標をここに作ったのだ。だが争いを嫌きらい、ガリウスとは歩む道を異にしたフォレストニウムの中に、堂々と墓を設ける事はできなくて。その墓標は一部の者しか知らない里の外れに、隠れるかのようにひっそりと建てられていた。

「やっと終わったよ……全部」

　二つの墓を前に腰を落として、凰おう沢さわ美み兎うは静かに告げた。

　報告する。

　長きに亘わたり繰くり広ひろげられてきた人と魔族の争い。

　アレイザードの憎しみの連れん鎖さと争いの螺ら旋せんに、ようやく一つの終しゆ止うし符ふが打たれたのだと。



　──暁月とレオンが繰り広げた死し闘とうから、五日の時が流れていた。

　二人の一いつ騎き打うちにより、ゲイルペインとディスディアとの戦争はその幕を下ろして。

　そして幾つかの問題が残されてはいたものの、戦後処理は比ひ較かく的てきスムーズに進んだ。

　停戦交渉を行ったのが暁月とリスティ、そしてアルフォンスの三人だったからだ。

　和平の可能性を残すため、ディスディアの兵を殺さないように戦い続けた暁月。

　そうした暁月の想いを理解していたリスティ。

　そして、自国ディスディアの暴走を止めたかったアルフォンスの思おも惑わくは一いつ致ちしていて。

　シェルフィードが仲裁役という形で、ゲイルペインとディスディアは停戦。

　そもそもの発ほつ端たんとなった監視部隊の壊滅の件も、当事者の三国間で互たがいに遺い恨こんを持たない事を決定し、犯人不明のままで決着。そして不ふ可か侵しんの和平条約の締結までが、あの死闘から三日の間に行われた。

　事態を静観していたアレクラスタも、他の三国の決断に異を唱える事はなく。

　ガリウスとウルムが願っていたゲイルペインの平へい穏おんが、ようやく訪れたのである。



　二人にその事を報告した美兎は、改めて並ぶようにして建てられた墓を見た。

　人間との戦争を選んだガリウスと、最後まで争いを拒こばんだウルム。

　正反対の道を選んだ二人。しかし先にあったガリウスの墓標の隣となりに、ウルムの墓を建てる事を決めたのは、ウルムの孫息子むすこのクルトだった。

　たとえ選んだ道は別であっても、二人が信じた未来は同じ筈だからと。

　そんなクルトの心遣いを、凰沢美兎は嬉しく思う。これで今後は、ウルムと共に父の墓を弔とむらってくれる者が増える。きっと父も寂さびしくないだろう。

　そして、完全に争いがなくなった事を知れば、各地に散らばっている他の仲間達もやってくるかもしれない。

　これから始まるのだ。ガリウスとウルムが目指していた、新しいゲイルペインが。

「……………………うん」

　美兎は小さな頷うなずきを一つ。

　そして、ふと右隣へ見上げる視線を向けた。

　そこには、この場所を自分と一緒に訪れてくれた青年──凰沢暁月が立っていた。

　ガリウスとウルム、二人の墓を見つめる暁月の表情は真剣で。

　美兎は思う。暁月も、自分と同じく死んだ二人に語りかけてくれているのだろうと。

　すると──暁月が眼を閉じた。それは短い黙もく祷とうだ。

　そして暁月がゆっくりと瞳ひとみを開けたのを見て、美兎は立ち上がった。

「まだ時間はあるんだ……急ぐ必要はないぜ」

　声を掛けてくる暁月に、美兎はゆっくりと首を振って、

「大丈夫。ゲイルペインはもう心配いらないって……ちゃんと伝えられたから」

　よって二人との別れは済んだ。そしてシェルフィードで行われた和平条約の調印式後には、セリーナとの約束を果たすため、改めて暁月と共に彼女の手料理を食べにも行った。

　だからもう、思い残す事は何もない。今日、美兎達はあちらの世界へ帰還する。

　凰沢暁月と──そして凰沢美兎が暮らす世界へと。

「…………良いんだな？」

　こちらの意思を確認する問い掛けを、美兎は聞いた。

　クルトや里の者達からは、フォレストニウムに残って欲しいと言われていたからだ。

　全ての争いがなくなった今、美兎がもう異世界へ行く必要はないだろうと。

　だが美兎は、その誘さそいを断った。

　自分を想ってくれる──その気持ちだけ受け取って。

　迷いはなかった。もう決めていたからだ。

「うん……ボクの居場所は、もうこことは別の所にあるから」

　美兎は見る。眼の前に立つ青年を。

　凰沢暁月──それが自分の居場所だ。絶対に見失いはしない。

　彼と共に生きる。自分はもう、そう心に決めているから。

　すると、

「──俺は、どうしても自分の世界へ戻らなくちゃならねえ」

「え……？」

　ふと暁月にそう言われ、美兎はキョトンとなった。そんな事は解っていたからだ。

　しかし、暁月は続ける。

「向こうで、やらなくちゃいけない事があるからだ……」

　だから、



「もし俺に、お前の運命を託すというなら──一緒に連れて行く事になる」



「────」

　美兎は眼を見開いた。暁月が何を言っているか、理解したからだ。

　──それはあの日、死にゆく父が見ている眼の前で、美兎に告げた言葉。

　暁月は今、それを再現しているのだ。もう一度、父の魂が眠るこの場所で。

　泣きそうになる。嬉しくて、嬉しくて──切なくて。

　だから、凰沢美兎は待つ。暁月から投げられる、最後の問い掛けを。

　こちらに手を差し伸べて、その手を取る覚悟があるかを問う言葉を。

　答えはもう──とっくに決まっていたから。

　そして、暁月の右手が差し出された。

「え──？」

　しかし美兎は、その手を取れない。

　抱だき寄よせられていたからだ。暁月の手は、美兎の腰に回されていた。

　それは、あの日の二人から先へ進んだ新たな形。

　まるで今の二人の関係を、象しよう徴ちようするかのように。

　そして暁月が言う。力強い声で、

「だから連れて行くぜ、ガリウス。お前の娘むすめを──俺と一緒にな」

　暁月の腕の中でその言葉を聞いた美兎は、思わず胸を震わせた。

　かつては互いが歩み寄る事で交かわされた誓いが今、その先へと至っている。

　意思を問い掛け、そして応こたえる関係はもう過去で。

　凰沢美兎は理解する。今の自分は、何かを言う必要はないのだと。

「……………………」

　だから美兎は無言のまま、そっと暁月の胸に頬を寄せ、そして瞳を閉じた。

　預ける。自分の全てを、共に生きる事を決めた暁月に。

　父ガリウスの墓標に見守られ、暁月を……自分の居場所を確かに感じながら。

　かつて父が願っていた美兎の幸せ──その未来に今、自分は確かにいるのだと。
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　そして──数分後。

　暁月は美兎と共に、とある場所へと向かっていた。

　それは今回アレイザードへ来た時に、暁月達が目覚めた場所。

　彷徨いの森の一角だ。

　そこに、元の世界からアレイザードへ来る時に生じた《次元の穴》がある。

　通常、異世界に召しよ喚うかんされた者は、元の世界に帰る際は、異なる世界同士を繋つなぐ《異界の門》を通る必要がある。しかし今回、暁月達は特とく殊しゆな方法でアレイザードを訪れていて。

　そのため向こうへ戻る時も、必然的に同じ方法を取る必要があった。

　森の中を歩く事しばし。暁月と美兎は、目的の場所へと辿たどり着つく。

　そこには既に他の仲間達と、暁月らを見送りに来た者達が集まっていた。

「全員揃そろってるみたいだな……」

　自分と共に来た仲間の姿を、暁月は確認してゆく。

　リルルにしがみ付かれた状態の葛くず葉はや、フォレストニウムの子供達に囲まれた海かい堂どう。

　千ち影かげや遥はるかは、ゼクスにルーティエというシェルフィードの二人と立ち話をしていた。

　そして当然ながら──この場に、ディスディアとアレクラスタの人間の姿はない。

　戦争はまだ終わったばかりだ。停戦から和平が結ばれたとはいえ、遺恨が完全に消えた訳ではない。また既にゲイルペインと、シェルフィード・ディスディア・アレクラスタの三国との間には、不可侵条約が締結されている。つまり本来なら、人間がこの彷徨いの森に入る事は条約違い反はんなのだ。ゼクスやルーティエらは、暁月と親しくしているという理由で、あくまで特例として森へ入る事を許可されていた。

「あ……アカツキと姫ひめ様さまだ！」

　ふと、海堂にまとわりついていた子供の一人が、暁月達に気付いた。そして、

「ひめさまぁ──っ！」

　あっという間に美兎を取り囲む。

「みんな来てくれたんだね……ありがとう」

　美兎が、子供達を抱きしめてゆく。

　笑顔の子供も、泣きそうな子供も順番に。

　暁月もまた、子供達の頭を撫なでてやりながら、ゆっくりとその輪を抜けた。

　そしてゼクスとルーティエの方へと歩を進める。

　すると、こちらに気付いた千影と遥が気を遣つかってくれたのだろう。

「それじゃあ……私達はこれで」

　二人は会話をそこそこに、別れの言葉を口にしてその場を離れていった。

　するとゼクスは、遠ざかってゆく千影と遥の背中を見送った後、暁月へ向き直ると、

「頼まれてた例の件な……何とか上う手まく行きそうだ」

　穏やかな表情でそう言った。それを聞いた暁月は真しん剣けんな表情で、

「そうか──最後までバレないと良いんだがな」

　暁月がゼクスに依い頼らいしたもの。それは今回のレオンの件について、母親であるセリーナにその事実が知られないようにして欲しいというものだった。五年前の悲劇の真実はともかく、今回のレオンは完全に周囲の悪意に利用されていたからだ。

　レオンがディスディアの禁呪で蘇らされていた件は、これ以上情報が広がらないようにと、事実を知る者達に箝かん口こう令れいが敷しかれている。五年前の悲劇の真実と、今回の件の真相は、ようやく訪れたアレイザードの平和に影を落としてしまいかねない。だが、それでも人の口に戸は立てられない。政治にまつわる者は事実に近い位置にいるし、民衆は噂うわさが好きな生き物だ。無責任な情報は、どこからでも広がる可能性がある。

　しかし、

「恐らくは大丈夫です。こちらで先に、あえてレオンと良く似た別人だったとの噂を流して、情報操作を行いました」

　とルーティエ。

「それにセリーナは、今期で人民評議会議員を引退し、国民選挙への立候補は行わないつもりでいます。彼かの女じよが真実に至る可能性は低いでしょう」

　だから、きっと大丈夫の筈。自分達が、嘘をつき通せば。

　そうやって──またこの世界に嘘をつく事でしか、自分達は平和を守れないのだ。

　だが凰沢暁月は構わない。女の涙を止めるための、手段を選ぶつもりはない。

　それが自分の美学だ。もし嘘が必要なら、最後までつき通す。

　誰もが幸せになるなんて、そんな理想や綺き麗れい事ごとを並べるつもりはない。

　それでもこの世界に暮らす民が、明日への希望を抱いて今日を生きていけるならば。

　涙を流さずにいられるならば──それこそが真の平和だと思うから。

「ところで──」

　と暁月。

「お前らの所の、元女王はどうしたんだ？　姿が見えないけどよ」

「先刻一人で、そっちの奥おくの方へ入っていったぜ」

　と、茂しげみの向こうを指すゼクス。

「折角再会できたのに、また別れる事になって、まだ気持ちの整理がつかないんだろ。レオンの真実も知っちまったしな……」

「ふーん……」

　そういえばレオンとの死闘の後も、こちらへ駆けて来た美兎と一緒に抱きしめた位で、その後はすぐに停戦交渉に入ったため、ロクに会話ができていない。

「──行ってあげて下さい、アカツキ」

　するとルーティエが静かな声で、そっと暁月へと告げてくる。

　それは暁月を想う、一人の少女の想い。

「リスティはきっと……貴方の事を待っています」

「………………ああ」

　暁月が頷き、歩き始めた時。

「おーい、アッキー……そろそろ帰ろうぜー！」

　海堂の声がこちらを呼んだ。声のした方を振り返った暁月に、

「いくら俺でも、いい加減ホームシックが切ねえよ」

　そう言った瞬しゆ間んかん──海堂の身体が輝かがやきを帯び始めた。

　それは次元シフトの兆候だ。ざわめく周囲の反応に、しかし海堂は苦笑。

「いや。残念だけど、これじゃまだ帰れねえんだよ……だろ、アッキー？」

「ああ──理論上はな」

　と暁月は頷きを返した。

　こっちに来る時は、アレイザードの住人で、こちらの世界に指向性を持つ美兎を媒ばい介かいにして、暁月の部屋にある《次元の穴》を通って世界を渡った。複数で次元シフトを行うために、暁月の錬環勁氣功で氣を全員に通し、暁月と一体となって。

　だから──戻る時はその逆だ。

《次元の穴》は既にここにある。ならば、元の世界に指向性を持つ存在が媒介となれば、次元シフトは可能の筈だ。後は暁月が全員に氣を通せば、美兎と共に向こうへ渡れる。

　しかしこちらの世界へやって来た、美兎を除くあちらの世界の住人は、暁月を含めて五人いる。その五人が、暁月の錬環勁氣功で一体となって次元シフトを行ったのだ。

　よって向こうの世界へ戻る時は、その全員が媒介となる必要がある。

「海堂は、あくまで五分の一の媒介の欠片かけらみたいなもんだ。残る俺達四人が意識を集中して、俺の氣を通じて一つにならないと、次元シフトは行えない」

　だから、と暁月は千影、葛葉、遥の三人に告げる。

「向こうの世界を強くイメージしろ。戻ったらやりたい事とか……そうすれば、意識があっちに繋がりやすくなる」

「戻ったらやりたい事……」

　と遥。

「そういえば……ランキング戦の事後処理に新年度の準備と、色々と片付けなくてはならない事がありましたわね。やりたい事というより、やらなくてはならない事ですけど」

「あたし達は決まってる。昨日、美兎や委員長と約束したから──ね？」

　笑いながら言う千影に、「ええ」と葛葉は小さく頷いて、そして美兎を見る。

「凰沢さんの家に泊とまりに行くんでしょ……解ってるわ」

　そう言うや、三人の身体が輝き始めた。だから──後は暁月だけだ。だが、

「悪いが……ちょっとだけ待っててくれ」

　そう言って、暁月は歩き出した。茂みの向こうへと。笑いながら、

「どうやらあっちに今、俺を待ってる奴がいるみたいなんでな……」
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　森の中にある静かな木こ陰かげに隠れるようにして、リスティは一人で考えていた。

　自分の中にある想い──それを言葉にする方法を。

　また暁月が行ってしまう。己の世界へと帰るために。

　だが五年前の真実を知った今、リスティの中には確かな想いが生まれていた。

　どうしようもなく──自分は、凰沢暁月が好きなのだと。

　……でも。

　五年前、暁月を想っての嘘とはいえ、彼かれを拒きよ絶ぜつした過去は消せない。

　ならば今の自分に、一体何が言えるというのだろう。今さらずっと前から好きだったなんて──そんなのはムシが良すぎるではないか。

　それでも暁月との別れを、認めたくない自分がいて。

　気持ちが抑えきれない。

「もう……無理なのかな……」

　震える声で言うのに、リスティはたった一人だった。

　悲しくなる。暁月が行ってしまえば、もう自分が流す涙なみだを、彼は止めてくれないのだ。

　だが、

「いや──大丈夫だと思うぜ」

　突然の声に、リスティは思わず振り返った。

　そこに一人の青年が立っている。穏やかな表情の、凰沢暁月が。

「な、何しに来たのよ……。そもそも、どうやってここが──」

「ちょっと忘れ物があってな。このまま帰る訳にはいかないと思ってよ」

　それに、

「場所くらい解るに決まってるだろ。お前の氣を、俺が見失う訳ねえだろうが」

「な…………っ」

　リスティは思わず、顔を赤くした。

　暁月の錬環勁氣功の事は前から知っているのに、完全に失念してしまっていた。

　それでもその言葉は、今のリスティの心に優しくて。

　来てくれた──その事実に、リスティの胸の辺りが、仄ほのかに確かな熱を持つ。

　そして何も言えないでいると、暁月が笑えみと共に問い掛けてくる。

「──で、何がもう無理だって？」

「別に。何でもないわよ……っ」

　リスティはフンと強がった。

　こんな時になっても、素す直なおになれない自分が嫌いやになる。

　だが、どうしてもできないのだ。

　だから、

「そっちこそ何よ……忘れ物って」

　チラリと横目で暁月を見た。暁月の意図を確認するように。

　すると、

「おお、そうだ──これだけは、忘れて行く訳にはいかねえからな」

　暁月はそう言って、満面の笑みを浮かべて。

　次の瞬間──リスティは胸を揉もまれていた。

「え──？」

　突然の事態を認識できず、思わずリスティは固まってしまう。

　左胸が揉まれていた。暁月の右手で思い切り。

　五指が食い込む。

　だから、反射的に右のショートアッパーが出ていた。暁月の顎あごに命中する。

「このドスケベ……っ、こんな時にいきなり何の真似よっ！」

　顔を真っ赤にして、左腕で胸を隠すリスティに、

「いや、お前の笑顔が見たくてよ……」

　暁月は全く悪びれない。だから、

「いきなり胸を揉まれて笑顔になる娘なんて──居る訳ないでしょうがっ！」

　辺りに響き渡る声で。リスティ・エル・ダ・シェルフィード絶叫。

　すると暁月の背後──遠くの方から、

『いやいやっ、何でいきなり、みんなでボクを見るの!?　冗じよ談うだんでも酷ひどいよっ！』

　聞き覚えのある声の悲鳴が上がる。

　それを聞いた暁月は、殴なぐられた顎を痒かゆそうに指先で掻かきながら、

「──居たみたいだぜ？」

「本人思い切り『違う』って言ってるじゃないのよっ！」

　リスティは確信する。暁月の傍そばで、彼女もさぞ苦労している事だろうと。

　恥はずかしさと──そして暁月への想いの狭はざ間まで。

　暁月は、自分達の涙を止めるなら何でもする。

　いきなりキスをしたり、胸を揉んだり、尻しりを触さわったり。

　そして自身を──犠ぎ牲せいにする嘘をついたり。

　そうだ、とリスティは思う。自分はまだ、五年前の真実のお礼も言えていない。

　だから、そっと俯うつむいて、

「どうしてアンタは、いつも……そうやって他の人には出来ない事をやれるのよ」

　問い掛けを送る。すると、

「別に、そんな大した事はしてねえよ。俺はただ普通に、やりたい事をやってるだけだ」

　あっさりと。暁月は事も無げに言い放つ。

「自分の気持ちに素直に、正直でいるだけだよ──お前と違ってな」

「な…………っ、お、大きなお世話よ……っ！」

　リスティは顔を赤くして叫んだ。

　暁月に言われるまでもない。自分が素直じゃない事ぐらい、自分が一番知っている。

　だから、こんなに苦しいのだ。

　……でも、できないんだもん……仕方ないじゃない……っ。

　王族として厳格に育てられたリスティは、様々な規律の中で生きてきた。あれは駄目、これは駄目と、王族としての不自由さに囲まれながら。恋れん愛あいも、人生そのものも、全て周囲に望まれたものだけで生きてきたのだ。五年前──一度奪うばわれた王都を、暁月達と共に解放してからもそうだ。唯一生き残った王族として、リスティには責任があって。だからガリウスを倒した後に、女王に即そく位いしたのだ。シェルフィード最後の王族としての、責任を果たすために。そしてあの日も、元の世界へ帰ってゆく暁月をそのまま見送ったのである。

　本当の気持ちを──必死に押おし殺ころして。

「悪かったわね……っ、どうせ私は、素直じゃないわよ……っ」

「いや、別に悪いって言ってる訳じゃねえよ……」

　そう言って、暁月が困った表情を浮かべるのに。

　想いとは裏腹な言葉が止まらない。

「どうせ『行かないで』って言えっていうんでしょ……それが素直な女だからって」

　リスティは、言いながら思う。違う。自分は、こんな事が言いたいのではないと。

　これでお別れなのに。ほら暁月が困っている。嫌だ、そんな顔は見たくない。

　……どうしよう……っ。

　困らせるつもりなんかないのに。嫌われたくないのに。

　……違うのアカツキ、お願いよ……っ。

　上手く素直になれなくて。最後まで、自分を出せないけれど──

「アンタなんか……っ」



　──それでも本当の私に。

　どうか気付いて。



「さっさと──自分の世界に帰っちゃえば良いのよっ！」
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　リスティが叫び終わると、森は一気に静まり返った。

　肩で息をしながら、リスティはただ俯く事しかできない。

　怖こわくて顔を上げられなかった。

　暁月が今、どんな顔をしているのか見られなくて。

　勢いに任せて、感情的な言葉をぶつけてしまった事を、リスティは後こう悔かいする。

　静せい寂じやくが怖かった。沈ちん黙もくに、心が圧し潰されそうで。

　──そして、程なくして暁月が動いた。

　何を言われるのだろう。リスティは怖くなり、身構えるようにギュッと眼を瞑る。

　しかし──リスティが聞いたのは、暁月の言葉ではなかった。

　地面の草を踏ふむ音だ。それが、段々と遠のいてゆく。

「…………え？」

　思わず顔を上げて、そしてリスティは見た。

　暁月の背中が遠ざかっていた。リスティの事を置き去りにして。

　見限られた──その想いが全身の力を奪い、リスティは思わず両膝を地面について。

「ま……っ」

　叫ぼうとして、しかしその先の言葉が出ない。

　早く自分の世界へ帰れと言ったリスティにはもう、暁月を引き止める言葉がない。

「…………………………」

　そして呆然となるリスティの前で、暁月の姿が茂みの向こうへと消えていった。

　最悪の別れだった。

「待って……待ってよ……」

　か細い声で呟つぶやく。しかしリスティの声は、暁月にも、そして誰だれにも届かなくて。

　そして──いよいよ事態は、リスティを完全に置き去りにする。

　ワッと歓かん声せいが上がったのだ。

　と同時、キィィィィンという甲かん高だかい鳴動音が響き始めて。

　茂みの向こうから、白い輝きが漏もれるように差し込んできた。

　とっさにリスティは、それが何かを理解した。

　暁月達が、元の世界へ帰ろうとしているのだ。

　……そんな……っ。

　今から追いかければ、まだ間に合うかもしれない。しかし、リスティは動けなかった。

　頭の中では、暁月を追わなくてはならないと解っているのに、足が全く動かない。

　意識と身体のリンクが、完全に途と切ぎれていた。

「嫌……嫌だよ、アカツキ……」

　このままでは暁月が行ってしまう。しかし、その声は届かない。

　世界を渡ろうとしている音は、残酷なまでに大きくて。

　掻かき消けされる。こんなにも強く願っているのに。それでも想いは届かない。

　──だが、リスティは叫び続ける。

　頬ほおを零こぼれ落おちる涙を拭ぬぐいもせずに、精せい一いつ杯ぱいの声を、心の底から振り絞りながら。

　置いていかないでと。どうか一人にしないでと。

　前に言ってくれた筈だ。何かあったら俺を呼べと。必ず駆かけ付つけるからと。

　だから呼ぶ。助けて欲しいのは今だと。だから行かないでと。

　リスティ・エル・ダ・シェルフィードは、ただひたすらに強く思う。

　……こんなの、無理だよ私……っ。

　このままでは、溢れる想いに圧し潰されて。

　自分の心が──死んでしまうと。

　そう思った時だった。



　一瞬で──リスティは、暁月の腕の中にいた。
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　次元シフトの輝きの中で、

「え…………？」

　自分の腕に抱かれて、呆然となっているリスティの顔を、暁月は見た。

　やっぱり泣いていた。思った通りだ。だから暁月は教えてやる。

「例の転送シールが余ってたんでな……もったいないから使ったんだよ」

　あの時──忘れ物と称しようして、リスティの胸に触ふれた時に。

　そして今の状じよう況きようがある。だから明白だ。リスティが暁月との別れを、死ぬ事と同じぐらいに辛つらいと考えた事は。何よりも──今、彼女がこうして泣いている事は。

　だからもう、何の心配もいらない。その涙を止めるためなら。

　凰沢暁月は、何だってやる。

「悪いなゼクス、ルー……やっぱりコイツは連れて行くぜ」

　次元シフトで自分達が帰るのを見送っていた二人に告げる。

「このまま泣いている女を置いていったら、俺の美学に反しちまうんでな」

　すると、向こうからは意外な言葉が返ってきた。

「フン……初めからそのつもりだったクセしやがって。さっさと行っちまえ」

「後の事は任せて下さい。シェルフィードの事は、私達が何とかしますから」

　笑みと共に告げらた仲間達の言葉に、ようやく事態を理解したのか、

「アカツキ……みんな……、でも私……私は……」

　こちらを見上げて、何かを言おうとするリスティに、

「心配すんな。お前は黙だまって、俺に付いて来りゃ良いんだ」

　凰沢暁月は告げる。これ以上、言葉は要いらないと。何な故ぜならば。

「お前も、素直になれないお前の想いも──全部受け止めるって決めたんだ、もう」

　その暁月の言葉は、リスティの想いに応えるには充じゆ分うぶんで。

「…………………………っ」

　リスティは、涙を流しながら暁月に抱きついてくる。

　ただ素直に──離れたくないと。

　だから暁月は、腰に回した腕うでに力を込めた。強く抱き寄せたリスティに、抵てい抗こうはない。

　そして全てが同じ輝きに包まれた中で、堂々と言い放つ。

「さて──そんじゃ帰るとすっか」

「ちょ……貴方あなた、本気ですの凰沢暁月っ!?」

　遥が困惑の声を上げ、他のメンバーが驚きよ愕うがくの視線をこちらに向ける中で。

　ただ一人──美兎の表情だけが穏やかだった。まるでこの事態を、予想していたかのように。そして暁月が視線を合わせると、美兎は微びし笑ようを浮かべて、

「解ってたよボク……だって、ここで泣いている彼女を置き去りになんかしたら」

　そっと身を寄せてくる。

「そんなの──ボクの知ってる凰沢暁月じゃないもんね」

　その言葉に、

「へっ……ま、そういう事だ」

　暁月はニヤリと笑って、

「さあ帰るとしようぜ──俺達の世界に」

　そう宣言したのと同時、視界が完全に白一色に染められて。

　次元シフトの際に生じる、世界を渡る輝きが、暁月達を包つつみ込こんだ。
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　そして──彷徨いの森から輝きが消えた。

　先程まで居た筈の場所に、もう暁月達の姿はない。

「行っちまったな……」

　ゼクスはやれやれと言って、

「お前も行きたかったんじゃねえのか、ルー？」

　冗談混じりに隣へ視線を向けると、

「そうですね……でも私にはまだ、この世界でやるべき仕事がありますし」

　ルーティエは小さな笑みを浮かべて言う。

　暁月も、リスティも自分がすべき事を成した。ならば次は自分の番だと。

「それに──」

　と、ルーティエ。自分の胸にある、確信を笑みに変えて。見上げる虚こ空くうへと告げる。

「もし私達が本当に辛い涙を流したら──きっと、アカツキは駆けつけてくれますから」
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「──そして世界は平和になり、勇者は二人の姫ひめと共に自分の世界へ帰っていきました」

　おどけた声が響く場所が、アレクラスタ皇国の中にあった。

　色取り取りの花に囲まれたそこは、リシャル聖教の大聖堂にある宙空庭園だ。

　まるで神の視点であるかの如ごとく、大地を見下ろせるその場所で。

　全てを見ていたリシャル聖教の教皇と大司教が、静かに笑っていた。

「ふふ……まるで、おとぎ話ですわね」

「全くだ。実に、めでたしめでたしだなぁ……」

　ミランダの言葉に、ヴォルクは笑みを深いものにして、暁月の功績を称たたえる。

　確かにこれで、人間と魔族の戦争は一いつ旦たん終わりを告げた事になる。

　アレイザードに真の平和が訪れたと、言って良いかもしれない。だが、

「不ふ憫びんだなぁ……バラム殿どのは。他国はともかくとして、息子のアルフォンス殿にすら自身の苦悩や本当の思惑を理解して貰もらえず、誤解されたままとは」

　一息。



「彼はただ──ディスディアの未来を憂うれいていただけなのになぁ」



　アレイザード最大の軍事国家ディスディア帝国。

　強大な兵力に眼を奪われがちだが、その実情はかなり過か酷こくな状況にある。

　国土の大半を砂で覆おおわれているだけでなく、貴重なオアシスや緑も、どんどん砂さ漠ばくに呑のみこまれ続けているからだ。その痩やせ細ほそった大地に、作物はほとんど育たない。

　海に面しているため、海産物は取れてはいるものの、漁ぎよ獲かく量りようは年々落ちている。

　人の手で作れる農作物とは異なり、魚を人の手で増やす事は難しいからだ。

　無論、国の要職に就ついていたアルフォンスも、その事は承知していただろう。だが戦えない彼は、国内外に対する政治や貿易によって、解決を試みようとしていたに違いない。

　対するバラムは、新たな国土をゲイルペインに求めた。多くの自然と緑が存在するゲイルペインは、ディスディアにとって理想郷に思えたのだろう。だからそのために、何としても魔ま王おうガリウスを、ディスディアの手で倒そうとしていたのだ。

　フィル・バーネットに──邪じや竜りゆうザッハークと契けい約やくをさせてでも。

　そして国家間の主導権を握り、ディスディアを立て直そうとしていたに違いない。

　しかし、その目もく論ろ見みは失敗に終わった。はぐれ勇者、暁月の存在によって。

　確かに暁月の活かつ躍やくは、シェルフィードを救い、アレイザードに平和をもたらした。

　だが見方を変えれば──暁月はディスディアの唯一の希望を奪い去ったのである。

　──だから今回はもう、バラムは止まる事ができなかったのだ。

　彼にとってこの戦争は、最後の希望であり──そして賭けだったのだろう。

　たとえ、どれだけ自分が恨うらまれる事になろうとも。全てはディスディアのために。

　新たな皇帝となったアルフォンスも、程なくして思い知る事になるだろう。

　父バラムが、どれだけ国を想っていたのかを。

「──まあ、たとえ勝っても結果は同じだったがなぁ」

　とヴォルク。もしディスディアが勝っていたら、自分達は彼らの侵しん攻こうを糾きゆ弾うだんしていた。

　──ディスディアが新たな国土を求めたように、アレクラスタにも欲しいものがある。

　人だ。人が集まる事で技術が高まり、金が動き、そして国は豊かになってゆく。

　これまでディスディアは、バラムのカリスマ性で何とか持ちこたえていた状態だった。

　そんな軍事国家の新たな皇帝に、戦えないアルフォンスが即位したのだ。今後、深刻な政治不安に陥る事は避さけられず、多くの者が国を捨てる決断を下すだろう。ディスディアが誇ほこる、機械技術者達の流出も避けられない。

　そんな彼らが抱く未来への不安や絶望は、これから国民選挙を行い、新たな国家となろうとするシェルフィードには、残念ながら支えきれない。

　しかし、アレクラスタにはあるのだ。リシャル聖教という、最高の寄る辺が。

「助けるとも、我々は……悩なやめる彼らをなぁ」

　半ば難民と化したディスディアの民も、また国が変わる事に不安を感じたシェルフィードの民も受け入れよう。最高の人道支し援えんだろう。それが二国にとって、アレクラスタへの負い目となる。そしてリシャル聖教は、新たな信者を獲かく得とくし、また一段と勢力を強める事ができる。つまり、アレクラスタは戦わずして、最高の結果を手に入れたのだ。

「──そうそう、誤解といえば」

　と思い出したようにミランダ。おかしそうに、

「禁呪でレオン君を蘇らせた件……あれも全て、バラム皇が独断でやった事だと思われているようですわね」

「みたいだなぁ……まあ余計な面めん倒どうがなくて良いだろう。死人に口はないんだしなぁ」

　顎あご鬚ひげをしごきながら、ヴォルクは笑みを深める。

　確かにレオンを禁呪で復活させたのは、バラムの仕し業わざだ。

　だが、彼にレオンの遺骨を奪えた筈がないのだ。フィル・バーネットがレオンの墓を破は壊かいしたのは、あくまで彼の個人的な感情によるもの。バラム自身は、一刻も早く美兎の後を追って欲しかったのだから。そして当然、かつての勇者を憎むフィルに、レオンの遺骨を持ち去る理由はない。

　ならば──レオンの遺骨をバラムに渡るよう手配したのは誰か。

　フィルがレオンの墓を破壊してから、シェルフィードが気付くまでの僅わずかな間に、レオンの遺骨を盗ぬすめたのは誰か。

　全ての事態を知りながら、それでも静観を続け、最高の利を得たのは一体誰なのか。

　それを知る者はいない。そう──本人達を除いては。

　だから、ヴォルク・レム・アレクラスタ世は笑う。楽しそうに、

「ありがとうなぁ、アカツキ…………このアレイザードを救ってくれて」

　後は時を見て、真実を世界に知らしめれば良い。手札は幾らでもある。

　五年前に起きたシェルフィードの悲劇の真実。

　壊かい滅めつした監かん視し部隊の調査結果。

　そして、今回の戦争の影にレオン・エスペリオが存在していたという真相。

　それだけで、シェルフィードやディスディアの息の根を止められる。

　どれだけ暁月達が願おうとも、隠し通せはしない。

　幾ら嘘うそを重ねて真実を隠しても。真実を知る者は、簡単にその嘘を殺せるのだから。

　そこへ、

「…………お話のところ、失礼致いたします」

　恭うやうやしい声と共に、若い女性の司教がやって来た。

「ヴォルク様に、たった今書状が届きまして」

「あら、わざわざここへ持ってくるなんて……」

　とミランダ。

　リシャル聖教の教皇であるヴォルクの下には、毎日様々な書状が山のように届く。

　各国の有力者、アレイザード中に存在している信者など、ヴォルクに助けを求めたり、言葉を貰おうとする者は後を絶たない。当然中には、どうでも良いような内容のものもある。だから基本的には大司教であるミランダが差出人を見て、直接ヴォルクに見せるもの、ミランダが検けん閲えつを行うもの、彼女が信用する下の者に任せるものに選より分わけるのである。

　それを、わざわざこの限られた者だけが入れる場所へ、急ぎで持ってくるのだ。

「緊きんき急ゆう事態レベルね──差出人は誰なのかしら？」

「は、はい……アカツキ殿です」

「ほぉ、自分の世界へ戻った後のこのタイミングでか……それは読まないといかんなぁ」

　ふ、とヴォルクは笑いながら、女性司教から手紙を受け取った。

「ご苦労だったなぁ……下がってくれ」

　その言葉に、女性司教は一礼すると庭園を出て行って。

　そしてヴォルクは、手紙と一いつ緒しよに渡されたペーパーナイフで封ふうを開けた。

　しかし中に入っていたのは手紙ではなかった。一枚のカードだ。そして、

「………………………………………………………………」

　それを読んだヴォルクは、長い沈黙を強いられた。

　思わず表情に、感情が出てしまったかもしれない。

「そのお顔だと……どうやら相当な事が書かれていたようですわね」

　ミランダの言葉に、ヴォルクは憮ぶ然ぜんとしながらカードをテーブルの上に滑すべらせた。

　書かれていたのは、僅か二行。



　人の寄る辺となるべき教皇が、残酷な真実を振りかざす事はないと信じる。

　リシャル聖教の教義と──貴方の甥おいの真実に懸かけて。



　するとミランダは、スッと眼を細めて、

「そう……アカツキ君は知っていたんですね。『彼』の真実を……」

「既に自分の世界へ戻っているのだ……ハッタリではないだろうな」

　いつものような余裕の口調を止め、フンとヴォルクは鼻を鳴らした。直接ではなく、アレイザードからいなくなってからの忠告だ。間違いなく、情報を流すための仕込みは終えているだろう。たとえ自身がいなくても、こちらの企たくらみを潰せる抑よく止しり力よくとして。

「困りましたわね、どうするおつもりですの……──聖下？」

　ミランダの言葉の途とち中ゆうで、ヴォルクは立ち上がった。そして声に不ふ機き嫌げんさを隠さずに、

「たとえ真実を公表せずとも……どの道ディスディアはお終いだ。我々に損はない」

　そう言い捨てると、それ以上は言葉を発する事なく、黙って宙空庭園を後にした。
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　そしてヴォルクが完全に姿を消し、宙空庭園が静まり返った後。

「フッ──アッハハハハハハハハハハハハハハハハハっっ!!」

　堪こらえきれなくなったように、ミランダ・クエンティは笑い出した。

　最高だ。これだから暁月は侮あなどれない。和平交渉の場で言っていた『今回の件の全てを俺が司る』という言葉に、最後まで責任を持ったという訳だ。初めから、こちらが怪あやしいと踏んでいた？　否いや、もしそうなら暁月は、ミランダ達を放って自分の世界へ帰ったりはしない。恐らくは、背後で糸を引いていたかもしれない程度に考えたのだろう。

　とはいえ、まさかこんな布石を打っていたなんて。

　……世界に知られる訳にはいかないものね、『彼』の事だけは。

　リシャル聖教の教皇、ヴォルク・レム・アレクラスタ世。現在アレイザードで最高の権けん威いを持つ彼に、甥がいたという公式の事実は存在しない。揉み消されたからだ。その存在を、リシャル聖教最大の汚お点てんとして。そう。言える筈はずがない。

　ダークエルフと駆け落ちし、挙句その妻を殺された事で、人間である事を捨てて。

　魔王となった者が、現教皇の親族だなどと──断じて認める訳にはいかないからだ。

　……どうやって知ったのかしらね、アカツキ君は。

　ガリウス本人が、それを周囲に漏らしていた可能性は少ない。もし自分が、人間達の最高権威を持つリシャル聖教のトップの親族だと知られれば、魔族の信しん頼らいを得て魔王となる事など不可能だった筈だ。恐らくは美兎も、その事実は知らないだろう。もし周囲に知られれば、彼女もまた厳しい非難に晒さらされる事になる。

　となると、考えられるとしたら暁月が《神層界》に行っていた時だ。

　五年前の悲劇の後、力を求めて訪れた神々の世界で、何らかの情報を得たに違いない。

「残念ね……もう一度彼かれの『意識』を読めれば、本当の事が解るかもしれないのに」

　ミランダはそう言って、自分の右手を見た。限られた者だけが知っている、ミランダの特殊能力。それは、触れた対象の意識を読む事ができるというもの。

　五年前のシェルフィードの悲劇の後。王都を放ほう棄きしたリスティ達と共に、茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態でアレクラスタを訪れた暁月の意識を、ミランダは秘ひ密みつ裏りに読んだ。そして、レオンの真実を知るに至ったのだ。暁月は心の底から、レオンを殺した事を悔くいていた。

　──だが、暁月の元の世界に関する情報は得られなかった事を考えると、どうやらミランダのこの能力は、アレイザードの事に関する意識しか読めないようだった。

　そうなると、《神層界》も厳密にはアレイザードとは異なる世界だ。そこで得た記き憶おくに関するものは、ミランダには読めないだろう。とはいえ情報を得た記憶が読めなければ、必然的にガリウスの真実は、《神層界》で得たという事になる。

「まあ良いわ……今回は、もっと面白い事が解ったし」

　そう言って、ミランダは笑みをより深いものにした。凍いてつくような冷たい微笑へと。

　ミランダ・クエンティは思い出す。ディスディアの捕ほ虜りよとなり、独どく房ぼうで意識を失っていた美兎から読んだ『意識』──そこから得た情報を。

　あの時の美兎は、ひたすらに暁月の事を心配していて。

　だからミランダは、最高の情報を得る事ができた。ザッハークの絶対障壁を無意識に発動し、魔ま法ほうを寄せ付けなくなっていた状態の暁月の傷を、回復魔法で癒した時の事を。

　ミランダは確信する。たかだか間接的に回復魔法を使用した位で、そんなに都合良くあの状態の暁月を癒せる筈がないと。間違いない。あれはザッハークの絶対障壁を無効化したのだ。それも、より上位の次元から干かん渉しようして。

「リスティさんと全く同時に転送されたのも、ただの偶ぐう然ぜんじゃないわよねぇ……」

　恐らく、何らかの力が働いていたのだ。そうでないと、あそこまで都合良く事態が展開する筈がない。だからミランダ・クエンティは、確信をもって告げる。

「やっぱり彼女──超高位次元生命体で間違いなさそうね」
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「やはりね……」

　そして暁月達が戻った世界で、ミランダと同じ笑みを浮かべる者がいた。

　ＪＰＮバベル高等部生徒会長──日本担当コクーンの氷ひ神かみ京きよ也うやだ。



    

  
    
      　アレイザードでの一部始終は理解した。

　これでもう間違いない。美兎が特別な存在である事は。

　まだ不安定な状態だが、解った事もある。ザッハークとの戦闘と、そして今回。

　美兎が超高次生命体の力を発揮したのは、いずれも暁月を助けようとした時だ。

　ならばもし今後、美兎の力の加護や恩おん恵けいを、暁月が受けられるとしたら。

　……本当にこの世界を、止めてみせるかもしれないね彼は……。

「だけどその力は、君にはもったいないな──」

　美兎の力の発動の鍵かぎが、暁月にあるというならば──そんなものはどうとでもできる。

　人の気持ち程、利用しやすいものはないのだから。

　京也は思う。いよいよ状況は、自分に味方してくれていると。

「いけないな……胸が躍おどるよ」

　春休みのＪＰＮバベル。他に誰もいない生徒会室で、京也は一人呟いた。

　そして自分に言い聞かせる。焦あせってはならないと。

　これは最大のチャンスなのだ。絶対に失敗してはならない。

　さあ、まずは準備を始めよう。全てを手に入れるための計画が必要だ。

『Ｙ計画』に囚われているコクーン。暴れるだけの朱あけの黄昏たそがれ。そして何も知らない暁月。

　その全てを、自分は出し抜いてやろう。

　そしてその時──自分は美兎を使い、誰にも到とう達たつできない高みへと上る事ができる。

　人が『神』と呼ぶ存在だけが、至れる領域へと。

「凰沢君。きっと君はすぐにでも、お兄さんやお父さんと戦いたいんだろうけれど……」

　自分が神へと至る階段を見据えながら。

　氷神京也は笑う。



「まずはその前に、僕ぼくと踊おどって貰おうか。彼女と──そして、この世界の運命を賭けて」



    

  
    
      あとがき





　前巻から引き続きの方も、全巻まとめての方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。さて、この『はぐれ勇者』シリーズのコンセプトが、『ＲＰＧのエンディング後の物語』であると、以前のあとがきで書かせていただきました。私は自分の好きな作品のその後を考えるのが好きなので、面白かったゲームのエンディング後を想そう像ぞうしてみたりするのですが、どう考えても世界にはまだ問題が山積みなんですよね。大抵のＲＰＧでは、世界滅めつ亡ぼうの危機にまで陥おちいる訳です。なのでラスボスを倒した所で、それですぐ世界が平和になんかならないんじゃないか、と。戦争の爪つめ痕あととか崩ほう壊かいの余波とか、絶対に残っている筈はずで。それに対する各国の思おも惑わくも当然ある──そうした部分を描いたのが、四巻からのアレイザード再訪編でした。この五巻は、その決着編となっています。

　では、そんな本巻の見所を少々。アレイザードの決着編というか、真相編ともいうべきこの巻の見所は、やはり『登場人物達の真実』です。各キャラの「立ち位置」については、一巻の段だん階かいから提示していたのですが、その裏側にあったものを今回は描きました。前巻のあとがきで書いた『はぐれ勇者の汚名』と『鬼畜美学の始まり』の真相についても、暁あか月つきの真実を描く中で明らかにしています。これで過去のアレイザードにおける各キャラの秘密というか、裏設定を幾分回収できました。作者としても、ようやく彼らの背景を描く事ができて嬉しいです。まあ、まだ幾いくつか謎は残していますが……それはその内。

　それでは、本書にご協力いただいた皆様に謝しや辞じを。イラストの卵たまごの黄き身みさん。今回はこれまでとは違ちがったお願いを色々としてしまい、お手数をおかけしました。それでも引き受けていただき、本当にありがとうございます。お陰かげで暁月達は、それぞれの過去にきちんと決着を付ける事ができました。それから担たん当とう様、そしてその他の関係者様、いつもご尽力いただきましてありがとうございます。今回は、それこそ前回以上にギリギリの進行になってしまいました。次こそは何とか、余よ裕ゆうを持った進行にできるように……頑がん張ばります。

　そして何より、本シリーズを購こう入にゆうしていただいている読者の皆様、いつもありがとうございます。お陰様で、引き続きこの物語をお届けできそうです。作者としても、可能な限り暁月達を一歩でも前へ進められるよう、これからも一いっ層そう頑張っていきます。

　さて──次巻では、また舞ぶ台たいは元の世界へと戻ります。

　そろそろ重要なキャラクター達にも、ご登場いただく予定です。

上栖綴人



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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